
願文用語略稿

渡辺秀夫

凡例

1，本稿は、『本朝文粋』巻13．14（願文上・下）所載の願文計27篇を対象とし、その用

語を抽出、集成したものである。

2，配列は50音順とし、漢字の音は、漢音を一応の標準としながら、なお便宜にしたがっ

たところもある。

3，本文は、活字本として通行する新訂増補国史大系本に拠り、頁数その他については、

以下のごとくに表示する。

〈例＞［嵯呼］

○○．晨昏所謂者提婆品。46-4(20）

46－4→国史大系本の346頁、第4行目に所在。

（20）→『本朝文粋』巻13．14（願文上・下）に収められた願文作品に、仮

に付した通し番号（以下に表示)。

○→○にアンダーライン（○）を付したものは、国史大系本の頭注に異

文注記のあることを示す。

4，本稿は、国文学研究資料館における共同研究「本朝文粋における願文の研究」（昭和6

1年度）に際して、表現・用語の考察のために私にディスク化したメモをもとに、同舘

における第2次共同研究「願文の総合的研究」（昭和63年度）に資すべく整理しなおし

たものである。活字校訂本を相対化した新たなる本文の整理こそが急務であるが、今し

ばらくは、来たるべきその成果のうえになされる筈の一宇索引に至る捨て石のごときも

のとしたい。語彙の拾い方や掲出の仕方に、共同研究の過程で次第に明らかにされた願

文の文体上の特質が反映されるような多少の工夫を加えたつもりだが、思わぬ不備の多

いことを恐れる。通史的な願文用語の収集・検討を俟ってさらに補訂されるべきであろ

う。

『本朝文粋』所収願文作品番号表

饗菅丞相廟願文

於尾張國熱田神社供養大般若經願文

村上天皇供養雲林院御塔願文

爲左大臣供養淨妙寺願文

供養同寺塔願文

爲盲信眞救供養率都婆願文

朱雀院被修御八講願文

朱雀院平賊後被修法會願文

供養自筆法華經願文

滋
江
江
江
江
江
江
江
明

慶
大
大
大
大
大
大
大
兼

保胤

匡衡

維時

匡衡

匡衡

匡衡

維時

朝綱

親王
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ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
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９
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ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
１
２

１
１
１

く
ｌ
く

爲空也上人供養金字大般若經願文

爲仁康上人修五時講願文

商然上人入唐時爲母修善願文

三善道統

大江匡衡

慶滋保胤

（以上、願文上）

大江朝綱

大江朝綱

大江朝綱

菅原輔正

大江以言

大江匡衡

大江朝綱

慶滋保胤

大江朝網

慶滋保胤

菅原文時

大江朝網

大江朝綱

大江匡衡

大江以言

（以上、願文下）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

く
く
ｌ
く
ｌ
く
ｌ
く
く
く
く
く
く
ｌ
く

陽成院四十九日御願文

朱雀院四十九日御願文

朱雀院周忌御願文

圓融院四十九日御願文

華山院四十九日御願文

一條院四十九日御願文

村上天皇爲母后四十九日御願文

爲二品長公主四十九日御願文

爲左大臣息女女御四十九日願文

爲大納言藤原卿息女女御四十九日願文

爲謙徳公報恩修善願文

重明親王爲家室四十九日御願文

爲亡息澄明四十九日願文

爲右近中將源宣方四十九日願文

爲覺運僧都四十九日願文
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ア

【阿】

[阿育］

○○者阿閣世王之孫也。27-9(5)

[阿闇世王］

阿育者○○○○之孫 也 。 2 7 - 1 0 ( 5 )

○○○○之夢。煙暗金河之西。43－4(17）

[阿尾］

謂扇鷲頭之餘風。併滅○○之愛焔者。30-13(8)

[阿鼻］

ｊ
ｊ
ｊ

４
６
７

２
２
２

く
く
く

８
５
５

－
１
１

０
－
－

５
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２
５
５．界
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。
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○
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○
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云
至
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既
乃

[阿鼻地］

乃至自有頂天。及○○○。29-12(7)

《ああ》

[於戯］

○○。此間吾等。縦況至哀之涙泉。43-8(17）

[嵯呼］
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ｊ
ｊ

４
０
３
５
６

１
２
２
２
２

く
Ｉ
Ｉ
く
く

０
４
１
６
４

刑
６
牙
ト
剖

０
４
４
５
１

４

５

．腰Ｉ“
凶
哩
◎

之
樹
快
花

連
。
之

洞
・
知
尺

春
品
難
七

見
婆
生
。
見

不
提
吾
志
已

・
者
・
此
・

恨
調
定
我
墳

適
所
不
知
新

近
昏
命
錘
芒

遠
農
人
幽
北

◎
０
。
。
Ｏ

○
一
○
一
○
一
○
○

○
○
○
○
○
[睦呼］
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[鳴呼］

○○．過於熈連河之苦行一年。42-9(16）

【電】

○．娑婆遺哀。縦屑千行於眼下。45-10(19）

アイ

【哀】
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３
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。
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ｊ
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ｌ
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蝦
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郡
蝿
却

４
４

．成
。

早
・
秋
。

禍
者
萬
日

始
○
千
之

。
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同
如
衰

愛
・
福
我
宛
五

事
何
。
與
腸
逢

留
奈
至
・
欝
猶

志
何
先
中
・
人

・
奈
○
之
見
天

來
・
央
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不
。

○
哉
未
千
時
來

議
○
樂
三
片
○

樂
哉
圖
至
哉
謹

従
○
何
乃
○
樂
[哀情］

去夏○○毒焔。在宵而未滅。47-4(21）

[哀盤］

鳥獣○○．況於虎悶鳳閣乎。44-9(18）

{哀働］

一心之難忍。楢迷○○之自然者也。52-4(27）

[哀樂］

○○如夢。未献是界之壽。45-7(19）

[哀憐］

不聞干今仁王垂○○。48-5(22）

→（遺○・含○・至○）

【愛】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
８
９

２
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く
１
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く
２
く

３
４
１
１

－
１
－

８
－
０
５

４
８
３
４

４

．

．

○
。
○
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通
。
○
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暗
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於

父
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網

泣
○
躍
疑

下
誰
之
断

・
亦
韓
。

恩
。
流
源

之
者
。
分

明
朝
１
○
１
正

聖
用
河
○
海
八

泣
而
愛
海
愛
知

上
仕
ｌ
欲
ｌ
乃
[愛子］

千宮景從。本是諸天之○○。39-7(13）

[愛日］

干時蒙霧開。○○暖。25-8(4)

→（恩○・自○・鍾○）

アク

【悪】

[悪業］

追悔前生。造何○○。47-6(21）

[悪趣］

後生之菩提者。我之所爲先。豈令堕○○乎。35-4(12）

→（三○・善○・断○）

【渥】

[渥澤］

重寄過器。○○溢身。49-2(23）

くあに＝豈→ガイ》

アン

【安】

今思四生之無○･求哀於十方。30-7(8)
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[安穏］

天下○○．萬民快 樂。25-16(4)

[安居］

昔切利天之○○九十日。刻赤栴檀而摸尊容。33-8(11）

［安圃］

新結樹多賓塔一基。○○五佛像。23-13(3)

［安樂］

現世則天下太平。理世○○之樂。27-6(5)

○○界中。肇覺花於彌陀之樹。50-8(24)

[安樂國］

共諸衆生。往生○○ ○。 33 -1 5( 11 ）

→（長○・保○）

【晏】

[晏駕］

冗龍雲惨。○○霞登。43-4(17）

【篭】

[惹園］

或至自○○奈苑。32-7(10）

【暗】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
６
６
６
６
６
７
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く
く
Ｉ
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く
１
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２
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１
－
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一
一
４

－
８
８
８
８
８
－

７
２
２
２
２
２
３

２

４

．欲見
・

起
西

不
之

○
．
經
・
。
。
河

理
乘
樂
場
。
色
金

法
一
極
道
也
衆
○

諸
調
念
至
幸
向
煙

聞
得
得
得
不
錐
。

得
。
。
。
一
。
夢

耳
舌
意
足
○
也
之

有
有
有
有
目
幸
王

○
○
○
○
・
一
世

錐
錐
錐
錐
呼
○
閣

目
目
目
目
瑳
目
阿
[暗魂］

徒爲東岱之○○．北芒之朽骨。31-2(9)

[暗中］

保賓珠於酔後。照燃燈於○○。29~2(7)

[暗通］

仕而用朝者。亦誰愛之○○。48-14(23）

[暗冥］

神嬰放光。○○之霧壷散。28-14(7)

→（破○）

イ

【衣】

被如來之○．著菩薩之座 。 2 6 - 1 ( 4 )

○錐破倣塊之○是全。食錐乏輝税之食是幽。27-15(6)

摩訶迦葉。麓奉付囑之○。45-11(19）

→（解○・法○・名○）

【位】

年三十極人臣之○・十一年恭王佐之任。24-13(4)

昇霞以来。定到無上法王之○。42-13(16）

今佛九尊方庚之場。新加十號圓明之○。50-8(24）

→（昔○・帝○）

【依】

[依違］

方今齢近交服。不可侍餘年以○○。48-15(23）

[依枯］

或多愁惹無○○之人等也。46-5(20)

【威】

[威光］

天神地祇。増○○以随喜。29-10(7)

[威風］

居武官而○○遠扇。嗜文道而詞露自鮮。51-10(26）

[威力］

乃至鶴王○○．遠任遍法界之風翌。24-5(3)

降法雨而洗災患。金光明經之○○最勝。45-6(19）

→（神○）

【畏】

況寵深者思又深。榮甚者○又甚。49－2(23）

→（無○）

【唯】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

５
８
９
０
２
５
６
０
１
４
６

く
く
く
１
１
１
１
２
２
２
２

９
４
５
く
〃
！
〃
Ｉ
ｌ
〃
ｌ
く
ｌ
く

野
野
誹
型
託
蝿
巡
礎
油
岬
如

３
３
４
２
４
４
５
１

４

５

。

。
也

已
殿
・

而
莊
志

・
然
之
爲

志
自
身
塵

之
之
法
俗

。
。
。
方
命
。
添
逃

已
歎
已
十
運
者
○
以
。
。

翫
蝿
翫
蝿
妊
蛎
巻
坦
退
霊
鋤

蟻
迦
杢
隣
誰
馳
騨
韓
峅
酷
鱈

者
・
後
之
之
。
之
寵
導
。
。

無
鰐
身
鉢
習
悲
心
恩
悲
誠
佛

所
而
充
一
宿
大
信
受
大
之
念

其
得
是
無
随
願
勤
以
願
佛
縣

○
無
○
曾
○
○
今
未
○
供
磨
【異】

ｊ
ｊ
５
９
１
１
く
く
９
９
－
－

１
５
４
４

．
○

同
同

楢
誠

志
○

其
趣

。
。

○
講

錐
所

趣
之

其
今

[異口］

○○同音。讃嘆如來之相好。33-11(11）

[異虚］

懐 古 感 今 。 ○ ○ 同 趣 。 2 牙 1 0 ( 7 )

［異類］

寄心於無知之域。委身於○○之人。34-6(12）

→（相○・不○）

【移】

[移修］

如是之故。有意○○。49-9(23）

【渭】

[渭陽］

四海皆懲仁恩。最深者○○鳴咽之曉浪。44-4(18）

【意】

目錐暗有○．得念極樂。28-1(6)
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輝波澄○･欲開_トト乏蓮。32-10(10）

[意樹］

○○送春。解脱之枝鮎馨。30-11(8)

功徳成林。普開惠花於四生之○○。45-12(19）

[意匠］

情砒首而加○○．移孝禮尊顔。25-7(4)

[意蕊］

○○發露。無上之果欲 求。 32 －3 (1 0）

→（如○・素○・芳○）

【遺】

ｊ
ｊ
９
８
１
１
Ｉ
ｌ
０
５
１
１
５
３
４
４

０下
眼
。
於
聞
行
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千
而
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縦
○
。
○

○
。
○
隔
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之
１
遥

哀
婆
韻
錐

遺
娑
遺
風

ｌ
喧
ｌ
玄
[遺孤］

豈圃更引○○．呑悲而經菅今日之事。44-10(18）

[遺恨］

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
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１
１
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２
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０
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０
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Ｏ

腰
虚
○
．

柳
何
○
○

之
於
之
○

快
○
迦
之

。
連
○
騨
門

事
洞
訴
禮
縄
。

此
春
更
欲
是
○

在
見
。
。
皆
○

只
不
情
竺
。
之

。
。
悲
天
者
少

○
○
之
１
中
１
魂
年

○
○
億
跡
詣
弟
消
多

日
近
萬
遺
次
週
而
中

今
遠
千
ｌ
願
ｆ
留
室
[遺風］

泗水○○．待七年而餘 慶。50-14(25）

[遺卵］

燕雀巣覆。撫○○而擢 肝。 50 -4 (2 4）

【醤】

[笛人］

天使相望於路。○○多證其方。42-8(16）

→（大○王）

イキ

【域】

寄心於無知之○．委身於異類之人。34-6(12）

→（耆○）

イチ

【一】

[一薗］

○○中之花月。相傳失 主。50-15(25）
一

[一音］

斯 乃所以能仁秘○○而 待 時 。 4 9 - 6 ( 2 3 ）

[一家］

常念○○之子孫。附門戸於其顧。47-2(21）

[一献］

佛子○○一泣。涙與言落。35-1(12）

[一賛］

覆 ○○以不止。終及萬切実。34-5(12）

[一泣］

梯子一歓○○．涙與言落。35-1(12）

[一句］

彼○○半偶之功能。佛猶何等戯。41-11(15）

１二
目１

一事○○．干朝干暮。50-1(24）

[一現］

似對優曇之○○．合掌花而薫修。26-14(5)

[一劫］

錐歴○○．不可説霊。47-6(21）

[一幸］

眼暗○○也。錐向衆色。不起見欲。28-2(6)

[一香］

○○一色。遍恒沙界以薫修。28-9(6)

I一山）

四海之中。○○之上。52-8(27）

[一子］

大慈在情。撫萬姓於○○。45-1(19）

【一枝］

去冬之歓情。幾誇家風於○○之桂。51－5(25）

[一事】

○○一言。干朝干暮。5俳1(24）

[一日］

妥展○○之錦筵。普施千僧之綺餓。30-10(8)

[一色］

一香○○．遍恒沙界以薫修。28-9(6)

[一険］

○ ○再顧。既是羅山之菖容。46-2(20）

[一乗］

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
４
４
７
８

く
く
く
く
１

２
４
１
６
く

一
１
１
－
６

４
－
－
９
－

２
４
５
２
４

２
２
４

．篭
・
輿

。
。
躍
爲

愛
○
之
○

不
○
住
○

念
・
弘
亦
以

齪
○
於
退
。

。
○
便
無
勤

輪
必
有
非
精

法
。
。
。
之

之
浦
勝
輪
後

○
顛
濁
鞠
夢

○
次
城
○
者

護
造
山
○
經
[一乗教］

此○○○．有心展香之筵。22-6(1)

[一乘經］

目錐暗有舌。得調○○○。28-1(6)

諭○○○．全護賓珠於頂上。42-7(16）

[一乘佛子］

臥雲之後。錐謙○○○○之名。42-12(16）

[一心］

因蓬弟子致○○合衆力。28-5(6)
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ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

８
５
３
６
７

く
１
２
２
２

８
ｌ
く
く
く

一
２
３
９
４

０
１
１
－
－

３
一
一
１
２

１
８
５
５

４
４

○内之年期
。
。

於
忘
忍

墨
何
難

粉
生
。
之

・
成
改
迷
○

道
・
錐
已
○

六
中
劫
○
．

於
之
歴
○
隔

備
○
錐
。
相

。
○
。
割
之

○
於
○
如
聖

○
青
○
内
凡

此
丹
是
五
知

分
霊
報
妾
錐
【一神］

○○有慶。衆生頼之。22-7(1)

【一親］

若 ○ ○形言愛色而留之。35-2(12）

[一人］

昔當萬邦之有罪。歸責於○○。30-7(8)

殿庭之儀不改。所欠只○○慈悲之昔容。44-7(18）

[一生］

是人 ○○不爲一切毒藥所中。26-10(5)

[一鍵］

曉難 ○○．長臨無常之別。50-2(24)

苔 穂雲靜。松風只○○ 。 5 0 - 1 5 ( 2 5 ）

[一夕］

○○ 五起。窺所庶幾也。45-3(19）

痛突○○相離。老涙已且四十餘日。48-4(22）

[一切】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
５
０
６
７

く
く
１
１
１

７
０
ｉ
、
〃
ｌ
〃
１

－
１
２
４
８

２
－
１
１
－

２
６
－
－
３

２
１
２
４

３
４．

。
土

中
・
佛

所
雨
種

・
藥
之
四
・

○
毒
悪
遊
○

○
○
智
普
○

及
○
潤
。
及

普
爲
悉
生
普

・
不
ｏ
衆
。

邊
生
生
○
餘

無
一
衆
○
之

徳
人
○
厭
徳

功
是
○
凡
功
[一千］

紅桃結子。三期○○之 秋 。 2 4 - 5 ( 3 )

[一善］

以此○○．廻向四恩。25-16(4)

播干○○之帯芥。納於百億之須彌。31-4(9)

[一代］

南無○○教主畷迦尊。27-8(5)

[一旦］

○○背世之憂。已珪心地之焔。50~3(24）

[一年］

ｊ
ｊ
３
６
１
１
く
く
５
９

分
野

３
４○靜

。
水

兄
定

之
噸

○
・

○
○

來
○

如
行

迦
苦

騨
之

。
河

葬
連

賓
熈

其
於

計
過

[一念］

ｊ
ｊ
ｊ

４
９
１

く
く
２

１
２
く

ケ
レ
母

２
３
７４

．功微
。

。
成
識

○
手
而

○
．
是

益
○
於

増
○
・

賓
起
○

三
心
○

願
不
日

仰
若
今

[一鉢］

曾無○○之儲。唯唱十方之志。32-4(10）

[一不幸］

瑳呼。目暗○○○也。28-1(6)

[一服］

栴檀継之蕊。○○無験。40－2(14）

[一落］

然猶若比弟子之合掌。彼○○不再開。49-10(23）

[一粒］

半 銭 所 施 。 ○ ○ 所 捨 。 3 2 - 1 ( 1 0 ）

→（顯○・四十○）

イツ

【溢】

重寄過器。渥澤○身。49-2(23）

《いわんや＝況→キョウ》

イン

【引】

[引接］

１
１
７
２
く
２
２
く
一
０
９
１
２
一妃

。敬塵之界
。

千
○

三
○

濟
不

普
莫

◎
◎

因
生

之
四

○
｜
趣

○
六

岸
至

彼
乃

[引攝］

所 修 善 根 。 ○ ○ 四 恩 。 2 7 - 7 ( 5 )

[引導］

■■■■■■

何 善能通。仰白牛之○○。29－5(7)

【印】

－

劫石錐隣。願主之○不利。26-2(4)

匿香已在。煎○而僥。49-10(23）

【因】

彼岸引接之○。普濟三千界之塵數。29-2(7)

磐聾未断。噸響添○。49-12(23）

[因縁］

眞如捺落。在善悪之○○。31-13(10）

→（業○・植○・善○・發○・良○）

【咽】

尼連耐河之水音。空○敵提之涙浪。52-3(27）

[咽石］

白浪○○之岸。相同鷺池。32-8(10）

[咽嵐］

縄素含哀。空聞暮山○○之松響。4仏10(14）

【菌】

青苔鋪設。自展七淨瑠璃之○。25-10(4)

【院】

○花春暮。只夙夜於畷陵之松。43-6(17）

→（蔑○）

【陰】

[陰陽］

五穂六根。錐○○之陶冶。31-13(10）

一・（光○）



7

【飲】

方今○恨之日漸積。食香之期欲盈。50-5(24）

ウ

《有→ユウ》

【孟】

[孟蘭］

七月半之○○．所望在誰。50-15(25）

【雨】

花○四種。彌勒欲決疑於當今。28-14(7)

一切衆生。悉潤智恵之○。31-13(10）

努力莫爲人中之雲○．自愛不受天上之快樂。48-7(22）

→（雲○・花○・風○・暮○・法○）

【烏】

[烏慧1

○○暗加護持。羊柱適畢書罵。32-2(10）

→（青○）

《優→ユウ》

ウツ

【欝】

[欝腸］

哀哉片時不見。○○宛如千萬秋。48-4(22）

ウン

【芸】

[芸閣］

方今○○塵深。竹簡幾千巻。50-14(25）

【運】

[運載］

無二無三 之 車 脂 轄 。 ○○爲宗。29-1(7)

[運命］

唯随宿習之所催。任○○之自然而已。35-8(12）

→（四○）

【雲】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
０
１
４
５
７
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く

２
２
１
４
４
４
６
４

Ｊ
公
削
げ
乱
３
３
生

１
３
３
４
１
４
４
４

３
３
４

．○

。
。
浮
。
。
之
。

○
○
蓋
絶
湖
○

之
與
成
。
義
・
鼎
之

悲
身
○
滴
水
登
於
門

慈
・
之
屡
鱗
霞
望
輝

戴
暮
璃
水
・
駕
鰭
於

遍
年
瑠
漏
歸
晏
空
從

。
逐
・
。
○
。
。
追

界
齢
煙
○
林
惨
到
議

世
也
香
隔
鶴
○
曉
皆

千
空
匝
湖
等
龍
月
菖

大
抑
七
鼎
臣
冗
洞
新

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

９
０
５
７
７

１
２
２
２
２

く
ｌ
Ｉ
く

０
１
５
３
７

１
１
１
一
一

牙
げ
い
躯
躯

４
４
５

０

．
○

○滿
○
之

圓
愁
諮

令
之
荊

永
羅
於

散
沙
途

○
．
隠
前

・
習
聾
遂
失

開
餘
一
・
．

山
・
只
影
弟

足
輪
風
月
遺

難
月
松
之
之

。
之
・
樹
少

霧
明
靜
道
年

○
未
○
提
多

頭
有
輔
菩
中

鷲
若
苔
夫
室
[雲雨］

努力莫爲人中之○○．自愛不受天上之快樂。48-7(22）

[雲漢］

涕涙流而無從。迷倒○○於眼下。52-5(27）

[雲霞］

落 ○○而入道。訊三明於方砲。3少3(13）
■■■■■■

[雲巣］

黒白衣之○○。25-15(4)

[雲聾］

九品○○．今則三界之慈親。39-7(13）

[雲墓］

栴檀風吹。自出○○之下。28-15(7)

[雲泥］

於是天使相望○○之間。48-2(22）

[雲衲］

麦○○霞快。或来自霊鷲山之顛。26-15(5)

羅襟○○．不改菖日之詔名。40-9(14)

→（臥○・五色○・慈○・愁○・陣○・青○・穿○・暮○

エ

。法○）

《悪→ケイ》

エイ

【永】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
７
８
６
７

く
く
〃
１
１
２

３
１
６
〃
１
く

剖
剖
い
る
も

３
９
３
２
２

２
２
４
５

．別
。
之

黙
泉

。
。
。
○
九

映
明
沐
以
告

○
○
寒
貫
○

以
髄
綴
花
・

日
玉
○
春
号

秋
。
。
。
日

非
際
底
文
初

。
之
之
之
之

雛
遊
泉
一
旬

之
仙
九
顯
上

露
圃
恐
三
冬

承
玄
猶
開
仲
【英】

[英盤｝

篤子無盤之智。振○○於暮春之風。29-8(7)

【盈】

[盈敬］

閑計賓葬之○○・燭歎喜濯之交懐。45-3(19）

【榮】

ｊ
ｊ
ｊ

４
４
５

１
く
く

３
５
５

１
１
一

一
－
７

４
４
２

２
２

．姓
・

萬
○

。
躁
可

分
卓
力

於
以
塔

過
所
造

賞
。
依

。
○
・

身
之
株

於
藤
枯

餘
歳
有

○
滿
縦
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未以受恩寵爲○・唯以逃俗塵爲志。46－4(20）

況寵深者思又深。○甚者畏又甚。49－2(23）

[榮花］

刹那之○○．更鍵枯木。2牙3(7)

[榮枯］

滿園之草木。期○○於彼恩。47－2(21）

[榮分】

往年爲○○．爲聾名。祈廟社。22-4(1)

【痩】

問此巌頭。亦○同胞兄弟之芳骨。25-4(4)

【影】

ｊ
ｊ
ｊ

８
１
５

く
１
２

４
く
Ｉ

伽
乱
婚

３
認
砂５．子

。
五
口

月
於

澄
・
事

○
空
後

之
三
付

頂
滿
・

紺
光
斜

。
。
○

來
水
日

無
萬
西

去
臨
念

無
○
常

→（月○・伴○・幡○）

【螢】

○政理於文學。通百家以重十家。44-1(18）

故○白銀鋳出滿月之容。研黄金罵成貫花之偶。45-6(19）

[埜玉］

今長年丞相之勤。○○範金。27-9(5)

【叡】

[叡襟］

且尋上皇之○○・且奉中宮之令旨。40-11(14）

[叡心］

○○所指。疑在花 時。40-8(14)

[叡念］

又上皇昔有奉罵一切經之○○。41-10(15）

エキ

【易】

抑朝露○減。春夢 非長。29-2(7)

【益】

方今沸云經云。空留何○・45-9(19）

→（増○・得○・蒙○・利○）

【被】

[披庭］

花前瀞恩。不見○○之月。47-3(21）

【腋】

[腋庭］

有身暫退随巷。有禁久在○○之故也。48-1(22）

エッ

【越】

[越翌］

莊潟之得富貴也。不婆○○34-15(12）

[越臘）

燕肝○○ ． 輪 廻 之 郷無期。30-12(8)

[越鳥］

胡馬非北風不噺。○○非南枝不巣。34-15(12）

エン

【宛】

青草敷煙之堤。○如鷲嶺。32-8(10）

哀哉片時不見。欝腸○如千萬秋。48-4(22）

[宛鞠］

○○不閑。如臥鐘炭之上。47-3(21）

【延】

[延年］

少陽之宮。龍退勧○○之術。32-12(10）

[延命］

息災○○・千秋萬歳。23-6(2)

除病○○之願。已以不諸。51-3(25）

[延齢］

去年初心。只契○○之駿。45－9(19）

【怨】

無 ○ 無 怒 。 無 喜 無 辱 。 2 8 － 2 ( 6 )

有習○霊。慰謝稠林。32-11(10）

[怨氣］

菟溌邪鬼。鎖○○以歸眞。29-10(7)

[怨曲］

鴬舌無識。楢奏○○於庭樹之曉風。42-10(16）

[怨親］

欲混勝利於○○．以頒抜濟於平等。30S(8)

[怨貌］

母曾無○○．既有勘心。35-1(12）

【差】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
５
８
４
６
９
３
６

〃
１
く
く
１
１
１
２
２

２
５
０
く
く
く
く
く

１
１
１
４
２
２
４
２

坐
匪
い
い
剖
岳
牙
剖

２
２
３
４
２
４
４
１

４

５

．寺
。
箇
先
七
之

・
於
機

。
瞬
福
萬

顛
綺
修
於

・
之
之
。
思

恩
山
僧
度
孝

之
鷲
千
毎
誉
。

華
謹
施
主
。
。
瀬
・

皇
自
普
聖
因
裏
場
至

浴
来
。
。
善
之
道
已

・
或
筵
因
増
重
凝
景

慶
・
錦
良
彌
九
．
忌

之
快
之
之
・
於
心
日

葉
霞
日
七
會
居
提
九

累
衲
一
五
齋
仙
菩
十

承
雲
展
三
設
移
發
四

○
○
○
○
○
○
○
○
【碗】

[腕順］

柔和顔性。○○在心。50-1(24）

【冤】

[菟魂］

精遜○○．浴法雨而離垢。27－8(5)

[冤霊］

ｊ
ｊ
３
７
１
く
３
０
－
１
４
－
２
９２

．垂
三
．

法
眞

住
歸

蓋
以

・
氣

異
怨

相
鎖

之
。

○
鬼

○
邪

霊
○

聖
○

【掩】
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入道之後。遂以○眼。51-2(25）

焔

一旦背世之憂。已珪心地之○。50-3(24）

→（残○・毒○）

【園】

切利 天 宮之○・含歓喜之號。29-9(7)

→（電○・故○・後○・兎○・滿○・梨○・一薗中）

【圓】

[圓覺］

価於○○道場。奉供養件佛經。39-2(13）

[圓滿］

ｊ
ｊ
２
０
く
２
５
く
一
１
３
１
２
－６４

。
○

願
○

御
○

○
令

○
氷

。
◎

詳
散

福
雲

長
習

増
餘

[圓明］

同應方赤。共期○○。31-7(9)

定知貧憐○○之壁花。豈敢往還煩悩之火宅。39-7(13）

今佛九尊方廣之場。新加十號○○之位。50-8(24）

[圓融］

○○亭午。寂滅平西。 33-4(11）

→（渦○）

【煙】

ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ

４
７
４
４
７

１
１
２
２
２

２
く
く
く
ｌ

一
４
７
５
６

妬
３
仏
訓
公

４
５
９
５
４

．韓之
。
園
○

。
後
之

○
提
門

之
。
樹
。
松

栢
西
華
○
於

蒼
之
則
之
事

髪
河
花
壇
後

涙
金
。
栴
泣

・
暗
○
免
。

日
○
之
未
母

之
・
岸
尊
老

智
夢
此
騨
之

輝
垂
鍵
瞬
雑

木
世
求
必
有

寒
閣
則
者
上

媛
阿
香
生
堂
[煙霞］

恭堀六百高僧之龍象。將歸十六大會之○○。32-7(10）

[煙巣］

泣而更泣。玉卵共破於○○。47-4(21）

→（香○・松○・敷○）

【遠】

居武官而威風○扇。嗜文道而詞露自鮮。51-10(26）

[遠近］

華夏 ○○．綱素尊卑。32-13(10）

功徳之餘。普及○○。39-8(13）

○○遺恨。不見春洞連快之柳腰。40-10(14）

恩徳之餘。普及○○。44-12(18）

【厭】

然楢泡山可○・忽尋姑山之幽達。42-6(16）

[厭世］

今亦有爲○○・入三密而出家。40-1(14）

【演】

[演説］

供 養 之。○○之。25-9(4)

五日十調。供養○○。3岳6(12）

以前供養尊像。○○妙典。39-15(14）

以前佛經。供養○○。42-5(16）

即於平昔之燕寝。敬以供養○○。44-7(18）

[演暢］

共奉造騨迦尊之形像。○○所説之經典。33-8(11）

→（講○）

【筵】

此一乘教。有心展香花之○。22-6(1)

→（錦○・展○・梵○）

【縁】

此界得盆之○早断。定歸本蝿之月。52-14(27）

一・（因○・起○・機○・苦○・群○・結○・香○・随○・

【燕】

善○・大○・鯵○・無○・有○）

[燕肝］

○○越贈。輪廻之郷無期。30~12(8)

【燕雀］

○○巣覆。撫遺卵而樅肝。5僻4(24）

[燕寝］

素思進○○．不欲混俗塵。47-14(22）

即於平昔之○○．敬以供養演説。44-7(18）

【閻】

[閻浮］

爲錺上皇之徳。留○○而設齋。41-9(15）

【鴛】

[鴛鴦］

○○衾空。向菖枕而潟快。50-4(24）

【鷲】

[鷲雀］

率鴬鳳之群。代○○之賀。26-15(5)

オ

【汚】

心○不必清淨。鯵縁非無所惣。27－2(5)

《おえつ》

[鳴咽］

四海皆懲仁恩。最深者渭陽○○之曉涙。44－4(18）

オウ

【王】

[王侯］

始自○○相將。至干縄素男女。44-2(18）

[王佐］

年三十極人臣之位。十一年恭○○之任。24-13(4)

[王舎］

○○不遠。無煩於率群僚。25-11(4)

[王舎城］
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殊於○○○之東河。假立佛世尊之月殿。32－6(10）

[王丞相］

ｊ
ｊ
４
４
く
く
４
３
１
１
５
５
２
２

。
◎
茎
北
先
廟
拝
之
之
父
○
於
○
寺
○
築
擬
。
。
也

棟
臣
法
重

高
之

以
１
晉

練
肋
者

槐
王
○

伴
ｆ
○

－

[王母）

早尋成子之石。永贈○○之玉。43-5(17）

唯須迎日月於仙家。以祝○○之歯。45-4(19）

[王民］

既云率土。誰非○○。30-9(8)

－，（阿閣世○・寄○・鶴○・國○・大爵○・仁○）

【性】

[往還］

豈敢○○煩悩之火宅。39~7(13）

[往事］

ｊ
ｊ
ｊ

８
８
０

く
１
２

４
く
ｌ

一
８
７

０
－
－

３
４
６
４
４

０

．
魂
・

有
錆
人

者
類
化

忘
鯛
可

不
・
良

。
○
・

○
○
○

○
思
○

尋
追
思

追
抑
追

[往生］

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

５
１
３
７

く
１
２
２

７
〃
Ｉ
く
く

一
５
１
４

７
１
１
１

２
缶
少
冬

３
４
５

．○○之人

。
夫

樂
后

之
太
樂
導

極
・
奉

○
國
。

○
樂
世
樂

・
安
後
極

苦
○
之
○

抜
○
府
○

下
・
相
・

地
生
公
錘

亦
衆
先
尊

世
諸
資
師

後
共
奉
大

[往昔］

材明六通。文殊能辨瑞於○○。28-15(7)

[往年］

○○爲榮分。爲聾名。22-4(1)

抑亦○○．澤此地之閑敞。24-1(3)
－

[往返］

○○六趣之衆生。思授覺蕊。29-4(7)

【姪】

弟子自 幼最○。48-13(23）

【横】

[横死］

騨命長遠。無有○ ○。26-11(5)

[横草］

文官武官。共勵吹塵○○之忠節。29-12(7)

【感】

[噸化］

ｊ
ｊ
Ｏ
６
１
１
ｌ
く
２
０
１
１
－
－

１
２
３
４○空月○

・
○

芳
・

長
日

跡
三

之
藥

○
浬

○
之

・
林

歩
羅

承
沙

花
於

壁
先

→（感○）

【鴬】

[鴬舌1

○○無識。楢奏怨曲於庭樹之曉風。42-10(16）

オン

【音】

蓮華世界之鳥。噴妙法之○。29-10(7)

苦空傅○･如聞命命之鳥。32-10(10）

[音樂］

是故別命伶倫。整理○○23-15(3)

[音曲］

臺上留絲竹。○○壷風燭悲。51-12(26）

I音信｝

將通○○而無便。兼罵喪偶以代書。48-4(22）

[音翌］

方今卿設伎樂。供以○○。32-9(10）

→（一○・雅○・瀕○・水○・同○・八○・法○・梵○。

【恩】

妙○）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
２
２
５
６
８
１
１
２
３

く
１
１
１
１
１
２
２
２
２

３
く
く
ｌ
く
く
く
く
ｌ
く

１
６
４
９
６
２
２
３
２
３

－
１
－
一
一
一
一
一
一
１

泌
生
弱
虹
蛇
坐
獅
仰
妃
針

３

４

．愛
。

之
先

。
○

・
．
徳
○
。
子
爲

○
恩
○
其
浴
○
．
父
悲

之
報
之
歸
風
彼
月
泣
之

華
・
之
耶
夷
染
於
之
下
母

皇
報
資
摩
華
不
枯
庭
。
。

浴
不
眞
報
・
莫
榮
披
○
慈

・
得
・
爲
○
・
期
見
之
之

慶
不
爲
・
其
行
。
不
明
父

之
。
無
逝
感
勵
木
・
聖
・

葉
深
入
善
妾
誠
草
○
泣
種

累
是
○
迦
臣
輸
之
瀞
上
四

承
○
棄
繰
不
皆
園
前
子
有

髪
其
凡
昔
莫
各
滿
花
弟
○
[恩愛］

商然去難去家郷。奔難奔之○○。34-6(12）

[恩寵］

未以受○○爲榮。唯以逃俗塵爲志。46-4(20）

彼才色錐非絶代。○○亦不塊人。47-15(22）

[恩徳］

○○之餘。普及遠近。44-12(18）

[恩波］

證明○○之無岸。知見聖徳之有隣。3俳12(8)

→（皇○・四○・知○・二○・佛○・報○・懲○）

【温】

[温樹］

錐思○○之不語。難忍徳澤之有餘。48-1(22）

力

【下】

ｊ
ｊ
Ｏ
０
２
２
く
く
２
１
訓
ケ
６
４

４

．
◎
縁
乎
苦
○
之
○
廻
於
輪
況
生
。
群
乎

脱
１
身

解
界
凡

則
下
於

○
ｆ
況

[下品］

彌陀尊之設蓮墓。望上品又仰○○実。48-8(22）

→（眼○・松○・上○・地○・天○・塔○・燈○）

【化】



11

玉罷萬機。○出野王之表。32-12(10）

他方利生之○相催。豈留中有之風。52-15(27）

[化身］

又不知観音欲度随類。爲現○○歎。46-8(20）

[化人］

追思往事。良可○○。46-7(20)

→（臓○・椛○・徳○）

【火】

是娑婆世界衆生。徒累○血刀之業因焉。33-5(11）

[火宅］

定知貧憐圓明之壁花。豈敢往還煩悩之○○。39-8(13）

→（石○）

【何】

ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
４
５
５
７
７
７
８
０
０
０
２
２
２
２
２
２
４
４
４
５
５
５
８
９
０
１
１
１
３
３
４
４
６

く
“
ｌ
グ
ー
〃
！
〃
ｌ
嫁
ぐ
〃
く
〃
く
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

６
５
５
５
３
５
５
１
く
Ｉ
Ｉ
く
ｆ
、
ｆ
、
“
ｌ
く
〃
Ｉ
く
Ｉ
く
“
Ｉ
〃
く
〃
ｌ
Ｉ
〃
ｌ
参
く
く
く
・
’
く
〃
ｌ
多
く
多
く

－
１
一
一
一
一
－
１
４
４
４
２
３
３
４
３
４
３
６
６
７
８
４
１
２
７
５
５
６
３
２
５
５
４

塑
牛
”
”
羽
酌
”
酔
訓
訓
多
訓
剖
訓
訓
ケ
ヶ
い
い
，
ト
レ
乱
訓
訓
５
訓
罪
罪
剖
少
い
い
刑

２

３
１
１
３
４
４
４
４
３
３
４
４
４
４
４
１
４
５
４
６
４
４
８
４
５
５
１

３
３
３
３
３
３

４
４
４
４

４

５

．容

。
０

．

樹
蓮
寒
。
尊
。
・

迦
法
。
飢
迎
之
樂
計

鐸
妙
哉
及
奉
。
悲
極
之

３
弓
。
逆
以
而
断
・
慈
於
暗

Ｆ
Ｆ株

草
。
。
乎
。
○
○
路
東
魔
膳
躍
破

。
○
○
母
骸
願
乎
可
。
行
之
○
再
仙
夜

道
。
。
。
。
。
父
形
。
○
阯
我
菅
狹
。
雲
於
日
迎
黒

神
榮
暖
悔
明
導
之
之
力
有
○
・
可
大
苑
・
慈
恨
○
早
成

於
可
可
之
照
引
・
軸
死
○
。
心
有
之
所
得
鹿
峯
逢
遺
。
。
。
。
。
。
・
・
・
○
・

盆
刀
刀
後
之
之
林
流
生
施
人
○
朝
留
之
音
非
鷲
忽
訴
願
遥
○
。
分
忘
行
忘
去
悲
・
鼻

○
。
塔
塔
霜
毫
牛
稠
非
無
復
。
○
有
本
而
汝
翻
野
非
・
更
厚
言
云
乎
少
○
悪
○
○
不
光
阿

・
臣
造
造
胎
白
白
剪
物
虚
。
任
汝
・
於
色
。
。
○
山
傾
・
之
○
恨
疾
宣
生
○
生
身
事
之
隔

遊
大
依
依
○
懇
仰
○
○
○
中
職
是
唐
。
鍵
者
虚
。
○
西
情
引
土
朕
太
○
生
造
改
而
○
照
○

之
内
。
。
。
。
．
。
。
。
之
貧
・
巨
者
言
絞
○
隣
・
之
悲
汲
國
。
之
。
。
。
錐
。
・
週
・

語
祖
株
草
濃
救
通
劒
虫
澤
日
敢
吾
朝
是
形
水
於
有
住
陽
之
隔
之
遂
世
憶
恨
生
・
期
鰯
日
縁

綺
始
枯
寒
不
能
能
智
魚
薮
送
○
問
土
如
親
之
途
法
不
夕
億
永
億
無
遁
所
此
前
劫
秋
所
大
香

言
者
有
有
柳
謀
善
揮
獣
川
准
歸
人
本
詞
一
年
前
説
來
臨
萬
生
萬
志
其
寸
綿
悔
歴
與
目
暇
云

花
○
縦
縦
翠
○
○
非
禽
山
麻
縦
有
捨
其
若
餘
問
抑
如
○
千
此
十
本
○
方
綿
追
錐
月
耳
非
既

而今佛道記里之車忽拙。向○方而爲指南。52-10(27）

[何況］

１
１
５
２
く
１
４
く
一
８

７
－

２
４３０人

・
萬

乎
千

人
已

之
。

塔
者

造
胡

於
盧

。
誘

乎
誹

人
・

之
云

心
俗

至
云

於
道

○
○

○
○

[何疑］

ｊ
ｊ
ｊ

６
７
２

１
１
２

く
く
く

３
７
９

１
一
一

一
３
８

２
４
４

４０輪妙
。

縛
語

而
資

唇
之

菓
證

開
速
。

。
○
哉

下
○
○

樹
。
○

羅
作
・

鉢
廣
哉

○
事
○

○
佛
○

[何圖］

○○樂未央哀先至。福漸始禍早成。47-2(21）

[何必］

ｊ
ｊ
２
２
く
く
２
３
１
１
－
－

２
２
２
２

。
◎

史
若

刺
般

州
大

爲
書

得
得

０
◎

者
者

愚
儒

之
之

朴
素

質
簡

○
○

○
○

[何復］

○○待厚禄而楢豫。49-1(23）

→（奈○・無○）

【花】

筍有香縁。智恵之○自開。22-15(2)

去而不返。理嬢無投暮之○。31-1(9)

院○春暮。只夙夜於覇陵之松。43-6(17）

彼蓬莱洞之○非不芳。素意久期七覺・46-3(20）

彼金谷酔○之地。○毎春匂而主不歸。49-1(23）

百年偕老之契。不異夢路之○。50-3(24）

香則求難陀此岸之煙。○則繁樹提後園之暮。50-7(24）

合掌爲○・善心爲香。51-14(26）

[花雨］

ｊ
ｊ
ｊ

７
１
８

く
１
１

４
く
く

１
１
７

一
１
－

８
－
４

２
３
４
３

。

△
了當

。
於
灯
ｏ

疑
添
歎

決
露
供

欲
之
所

勒
萄
之

彌
蒋
人

。
。
天

種
○
知

四
○
不

○
主
○

○
四
○

[花下］

○○之春遊。揮神筆以手書御製。44-8(18）

[花界］

機縁薪滅。○○駕催。42-8(16）

{花月］

一薗中之○○．相縛失主。50-15(25）

[花言］

○○綺語之遊。何盆於神道。22-6(1)

[花香］

○○梵唄之莊嚴。亦在南撤之光儀。52-14(27）

[花枝]

蒻翠簾前。○○添懸古之色。45-7(19）

[花時］

叡心所指。疑在○○。4酢8(14）

[花樹］

北芒新墳。已見七尺之○○。51-14(26）

[花色］

公主若住暫含之○○．常樂風吹忽令開敷。46-11(20）
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{花前］

○○酔恩。不見披庭 之月 。4 7- 3( 21 ）

[花朝］

椒房○○．闘殿雪夜。45-2(19）

[花篭］

漢宮入内之夜。傍○○而成微。47-5(21）

[花露｝

論此浮生。如彼○ ○乎。31-1(9)

→（榮○・蝿○・貫○・悪○・香○・酔○・千○・優雲○

･落○・離○・林○）

【果】

佗方妙覺之○・速證四八相之金容。29-2(7)

意蘂發露。無上之○欲求。32-3(10）

[果報］

ｊ
ｊ
３
５
く
く
２
１
１
１

チ
ケ

２
２

．也嚴
。

莊
巌

之
莊

場
之

道
庭

復
佛

兼
爲

。
兼

乎
・

勝
勝

殊
殊

之
之

○
○

○
○

唯
唯

豈
非

→（證○・増○・得○・佛○・妙○）

【迦】

[迦葉］

摩訶○○．臆奉付囑之衣。4511(19）

→（騨○）

【奇】

[寄王］

玉髄萬機。化出○○之 表。32-12(10）

→（鴬歌）

【夏】

[夏季｝

○○受病。秋初背世。50-13(25）

[夏臘】

遊岱之魂更還。乞求○○高僧之戒。51-2(25）

→（華○・去○）

【家】

四海之○未作貧也。豈若眞如之寂靜。41-6(15）

[家郷］

商然去難去之○○・奔難奔之恩愛。34-6(12)

[家譜］

抑検○ ○．萬歳藤之榮。24-15(4)

[家風］

去冬之徹情。幾誇○○於一枝之桂。51-5(25）

→（一○・十○・出○・仙○・百○・良○）

【華】

菩提樹下。七覺之○彌鮮。40-5(14）

[華夷］

ｊ
ｊ
ｊ

３
５
６

く
く
１

３
８
〃
ｌ

一
－
６

４
７
－

２
２
２４．

。
徳

證
其
靜
歸

之
。
○

海
益
○

四
蒙
。

感
顯
恩

蓋
幽
其

。
。
感

塵
災
妾

錆
消
臣

○
○
不

○
○
莫

[華夏】

－

○○遠近。縄素尊卑。32-13(10)
■■■■■■

[華界］

忽出冷泉之賓宮。永遷眞如之○○。39-2(13）

[華構］

冊自長保六年三月一日。結○○償初心。25-5(4)
■■■■■■

→（皇○・法○經・蓮○世界）

【假】

ｊ
ｊ
Ｏ
４
２
２く

７
５

５
仏

４
５０計之

・
暗

歎
破

宮
夜

後
黒

爲
成

○
何

◎
◎

界
光

自
之

來
照

暫
遍

幸
日
日

妙
大

知
○

不
非

【菓】

[菓唇］

何疑鉢羅樹下。開○○而斡妙輪。42-13(16）

【過】

[過去］

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
５
１
１

Ｉ
Ｉ
１
１

２
４
く
く

１
１
１
３

－
－
１
１

４
６
－
－

２
２
３
３
３
３

．
章
巨獣

。
。

而
業
所

葉
罪
佛

。
肝
之
尼

來
振
○
牟

方
。
○
迦

弘
親
悔
騨

恢
二
機
○

．
之
。
○

○
○
手
於

○
○
畢
昔

助
遇
頭
佛

福
如
低
抑
【暹】

【邇邇］

於是幽明共動。○○普驚。32-4(10）

【禍】

何圖樂未央哀先至。福漸始○早成。47-3(21）

[禍福］

○○相改。忽赴佗方之遊。45-7(19）

【嘉】

[嘉手］

是以勵拙掌而馳筆厘。以信爲○○。25-6(4)

【寡】

[寡居］

饗林忽唱滅度。至悲者椒庭○○之秋風。44-5(18）

[寡婦｝

或及暮齢爲○○．或多愁悪無依佑之人等也。46~5(20）

【霞】

冗龍雲惨。晏駕○登。43-4(17）

[霞准］

羅遥分味。所助者千比丘之○○。41-13(15）

[霞快］

愛雲衲○○．或來自錘鷲山之顛。26-15(5)

→（煙○・昇○）

ガ

【臥】

坐憂○憂。空思瑞桾之去日。45-8(19）

[臥雲］

○○之後。錐謙一乘佛子之名。42-12(16）

[臥病］
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又○○之間。爲蒙冥助有奉圃薬師如來之願。51-2(25）

【賀】

率鴬鳳之群 。 代 鷲 雀 之○。26-15(5)

【雅】

{雅音］

月前之秋宴。吹玉笛以自繰○○。44-9(18）

【照】

ｊ
ｊ
ｊ

６
４
５

１
２
２

く
く
１

８
３
４

公
吐
訓

４
５
０５

◎
◎

歸
翁

不
老

○
於

・
之
制

催
原
終

○
九
螢

界
。
。

花
睡
促

・
鷲
○

滅
鶏
芒

薪
白
北

縁
彼
圖

機
自
豈

→（晏○・奔○・龍○）

【鶏】

[鶴王］

乃至○○威力。遠任遍法界之風竪。24-5(3)

カイ

【灰】

[灰儘］

未揚題名 。 忽 作 ○ ○。39-6(13）

【快】

[快樂］

天下安穏。萬民○○。25-16(4)

努力莫爲人中之雲雨。自愛不受天上之○○。48-7(22）

【戒】

[戒師］

謂故延暦寺座主大僧正良源爲○○。46-5(20）

→（菩薩○）

【改】

[改生］

錐歴劫。錐○○何忘。48-13(23）

→（相○・不○・幾○）

【乖】

[乖例］

而上月中旬。寝膳○○。50-2(24）

【廻】

[廻向］

ｊ
ｊ
ｊ

２
４
５

く
く
く

４
６
７

－
１
－

３
－
７

２
５
２
２

．恩四
。
。

界
恩
界

三
四
十

祇
○
○

地
○
○

衆
。
。

天
善
徳

○
一
功

○
此
修

以
以
所

[廻施］

ｊ
ｊ
ｊ

３
６
７

く
く
く

３
８
０

－
－
１

塑
犯
牙２

．生
。
衆
。

○
諸
○

○
○
○

將
○
擬

普
・
遍

・
徳
・

利
功
利

勝
此
勝

會
以
此

法
願
以

→（輪○）

【芥】

[芥城］

○○縦識。不退之輪長縛。26-2(4)

→（蒋○）

【悔】

翠柳不濃。何胎霜後之○。29-3(7)

→（後○・倣○・追○）

【恢】

[恢弘］

福 助過去。○○方來。24-12(4)

【海】

佛心湛水。智恵之○無涯。28-14(7)

[海岸香］

優曇花發。○○○薫。29-9(7)

I海象1

甚深之義。○○吐明月之珠。32-8(10）

[海中］

爲満求願。喰之○○如意之珠。23-2(2)

生死○○．慈氏之月未照。28-3(6)

誠是生死○○大船師。煩悩病中大盛王也。33-6(11）

→（愛○・苦○・四○・慈○・渡○・南○・乳○・佛○。

【界】

欲○）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

５
９
０
１

く
く
２
２

１
７
く
く

一
－
５
９

７
１
－
－

２
３
６
７
４
４

０○之垢無

。
。
南

動
也
於

壷
・
家
明

○
○
出
三

之
之
之
證

千
邊
人
已

三
無
婦
。

。
。
今
珠

天
郷
古
献

沸
之
○
女

音
爲
此
龍

法
有
凡
昔

→（下○・花○・華○・境○・現○・恒沙○・沙○・三○

【偕】

･三千○・自○・世○・是○・佗○・佛○・遍法○・

蓮華世○）

[偕老］

百年○○之契。不異夢路之花。50~3(24）

【開】

[開悟］

難解難入之門排肩。○○不測。29-1(7)

[開識］

國 母臨期。○○於一伽藍。40-5(14）

[開三］

○○顕一之文。春花貫以永黙。42-5(16）

I開示］

法涌菩薩之對揚。寄思○○。31-15(10）

仰願。功徳池上。結妙果於○○之蓮。50-8(24）

[開識］

千花○○之候。百鳥和鳴之時。29-7(7)

[開敷］

常樂風吹。忽令○○。46-11(20）

【階】

如佛子者。不及古人之楡。楢不可天之○実。34-10(12）

→（崇○・星○）



14

【會】

便開支提 之 ○ ・ 三 身歸心。23-14(3)

→（講○・齋○・大○・萬燈○）

【解】

[解脱］

意樹送春。○○之枝酷薄。3伽11(8)

下則○○群生輪廻之苦縁。46-12(20）

[解潮］

商然卿露臘於三賛。兼○○於衆人。34-12(12）

→（難○）

【槐】

[槐練】

伴○○以高法棟。擬王丞相之拝先螢。25-14(4)

[槐門］

家既○○．何復待厚禄而楢豫。49-1(23）

【莚】

[薙璽］

夫來而不留。○○有佛農之鰯。31-1(9)

【壌】

[壊劫］

成劫○○．前身後身。31-13(10）

→（不○）

【懐】

[懐古］

○○感今。異虚同趣。29-10(7)

→（交○・宿○）

【桧】

[繪壷｝

今加○○ ． 珊 以 供養。51-3(25）
－

→（圖○）

ガイ

【外】

[外人］

養在深窓。○○不識。47-1(21）

【交】

【交服］

方今齢近○○．不可侍餘年以依違。48-15(23）

【豈】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
２
５
７

１
１
２
２

く
く
く
く

６
４
４
５

１
－
－
１

－
５
１
－

４
３
５
２

３

５

．乎趣悪堕
。
令
風

○
之
。
有

先
。
中

爲
熟
留

乎
所
不
○

梓
之
其
・

桑
我
○
催

輕
。
。
相

○
者
謀
化

総
塞
逮
華

人
之
登
利

於
生
罪
方

況
後
滅
他
[豈唯］

ｊ
ｊ
３
４
く
く
２
５
１
１
－
－
３
５
２
２

．也
・

巌
從

莊
影

之
之

場
戚

道
外

復
内

兼
。

。
契

乎
淺

勝
之

殊
郡

之
五

報
州

果
三

○
○

○
○

[豈敢］

○○習人間之息災。唯是充身後之追福而已。31-4(9)

定知貧憐圓明之壁花。○○往還煩悩之火宅。39－7(13）

[豈若］

ｊ
ｊ
５
５
１
１
く
く
６
７
－
－

１
１
４
４

．
○

閑
靜

幽
寂

之
之

射
如

姑
眞

○
○

○
○

。
ｃ

也
也

貴
貧

不
作

非
未

居
家

之
之

重
海

九
四

[豈圖］

○○随有随無。低頭以纒供給。23－1(2)

○○二月十二日中夜。機縁薪滅。花界駕催。42-8(16）

○○更引遺孤。呑悲而經誉今日之事。44-10(18）

○○北芒駕促。誉終制於老翁。5'14(25）

[豈不］

○ ○ 哀 哉 。 ○ ○ 痛 哉 。 3 4 - 7 ( 1 2 ）

【蓋】

○慕古人願墓側之跡所草創也。26－7(5)

○聞大賓蓮馨。貫四時而不凋。44-15(19）

→（成○・幡○）

【蓋】

○檀那善女人之願也。28－7(6)

→（賓○）

カク

【隔】

ｊ
ｊ
ｊ

８
５
７

１
２
２

く
く
く

５
５
４

１
一
一

一
１
２

３
５
５

４

０○相

。
之

聞
聖
猶
凡

而
。
知

叩
門
錐

韻
同
・

週
喜
同

・
憂
不

○
．
之

遥
歳
恩

錐
○
四

風
陰
乃

玄
光
誠

→（相○）

【斑】

[覺花］

ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
３
４

１
１
２

く
く
く

２
７
８

訓
牙
缶

１
３
５

３

０宅火之悩煩還
。

往
樹

。
敢
之

芳
豈
陀

長
・
彌

跡
○
一
於

之
○
○

化
之
○

應
明
蟻

・
圓
・

歩
憐
中

承
貧
界

○
一
知
樂

○
定
安

[擬月］

三明告曉。飛○○於昏衝者也。45-1(19）

[壁蕊］

往返六趣之衆生。思授○○。29-5(7)

今秋之悲涙。欲開○○於千葉之蓮。51－5(25）

[斑路］

七賓池中。破波旬以登○○。42-13(16）

→（圓○・七○・正○・登○・本○・妙○）

【鶴】

[鶴禁］

蘭殿椒房。○○兎園。32-12(10）

[鶴板］

是以○○頻馳。延講席於硫展之南面。52-9(27）

[鶴綾］

○○鳳錦。故園之浮湊。誰敢留心。45－4(19）

[鶴林］



15

○○雲歸。鱗水義絶。41-14(15）

[鶴勒］

○○有一之才。傅義賓於長秋之聴。29-8(7)
■■■■■■

ガク

《樂→ラク》

【薯】

優 鉢羅之○・三砿失方。4俳2(14）

香則求難陀此岸之煙。花則繁樹提後園之○。5匪7(24）

→（黙○・蓮○）

カツ

《かつ＝日.→ショ》

【割】

妾五内如○．一心已迷。51-9(26）

カン

【甘】

[甘苦］

春往秋來。所視者珍膳之○○。45-3(19）

{甘露］

箔朽壌於○○之泉。手播白蓮之種。26-2(4)

菩提分種。將澗○○於六趣之身田。45-12(19）

【官】

[官軍）

錐在官軍。錐在逆黛。30-9(8)

→（春○千○・天○・微○）

【肝】

[肝葉］

如遇過去之二親。振○○而徹喜。26-14(5)

→（燕○・描○・心○）

【桿】

[桿命］

東山○○之徒。陣雲慢起。30-5(8)

【貫】

大小乘之並軸。○春花而宰鮮。41-11(15）

[貫花］

難解難入。白蓮之種○○。30-3(8)

故螢白銀鍔出滿月之容。研黄金爲成○○之偶。45-6(19）

【寒】

{寒草］

此山之叢中。縦有○○依造塔之力可暖。27-5(5)

[寒沐］

猶恐九泉之底。永遜○○。3伽6(8)

(寒風］

－

爲禦秋山之○○．追贈福田之法衣。51－2(25）

[寒木］

媛○○於大智之日。涙愛蒼栢之煙。26~2(4)

→（飢○・忍○）

【閑】

南海凱常之族。逆浪不○。30-5(8)

[閑敞］

澤此地之○○・修法華三味。24-1(3)

[閑素］

何必○○之儒者。得書大般若。22-13(2)

→（幽○）

【感】

ｊ
ｊ
７
９
く
１
０
く
１
９

牙
匪

２
４

◎
Ｏ

趣
悲

同
催

虚
不
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◎
◎

今
○

○
之

古
物

懐
鯛

[感臘］

祖考○○．垂冥助之令然也。25-8(4)

[感涙］

１
１
５
１
１
１
６
く
一
７
７
’

２
３３

０
．

禁
念

難
此

○
作

○
心

。
◎

趣
催

之
暗

字
○

樂
○

其
以

推
是

【漢】

[漢宮］

○○入内之夜。傍花篭而成激。47-5(21）

→（雲○・羅○）

【緩】

[緩頬］

若蔑人○○苦心而諫之◎我未必從。35-2(12）

【諌】

若萬人緩頬苦心而○之。我未必從。35-2(12）

【鋤】

[鋤心］

母曾無怨貌。既有○○。35-1(12）

[勧誘］

○○相從者。縄二三輩。34-9(12）
－

【激】

[徹喜]

如遇過去之二親。振肝葉而○○。26-14(5)

切利天宮之園。含○○之號。2牙9(7)

衆心○○．得未曾有。33-12(11）

[歓娯］

畿内畿外。皆報千門萬戸之○○。29-12(7)

[歓情］

去冬之○○・幾誇家風於一枝之桂。51-5(25）

[歓樂］

須與之○○．還爲苦縁。29-3(7)

一．（一○）
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【顔】

妥發菩提心。。凝道場○。4少4(23）

[観音］

夫遊十方而導衆生。○○之誓自在。30-8(8)

又不知○○欲度随類。爲現化身歎。46-7(20)

[齪音得大］

問前途於何虚。○○○○狭路而奉迎。40－3(14）

[齪念］

護一乘之法輪。○○不 愛 。 2 4 - 2 ( 3 )

→（止○・道場○）

ガン

【含】

公主若住暫○之花色。常樂風吹忽令開敷。46-11(20)

{含哀］

綱素○○．空聞暮山咽嵐之松響。40-10(14）

【岸】

證明恩波之無○．知見聖徳之有隣。3俳12(8)

白浪咽石之○．相同鷺池。32-8(10)

→（此○・彼○）

【眼】

ｊ
ｊ
ｊ

２
５
９

１
１
１

ｌ
く
く

４
４
４

－
１
－

４
－
５

３
１
４
４

。
Ｏ

○
色

之
之
。

肉
秋
○

血
昔
驚

・
殊
可

身
・
非

之
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月
賜
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○
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是
寄
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我
宮
朝

但
故
先

[眼下］

喧娑婆遺哀。縦宵千行於○○。45-10(19）

弟子涕涙流無從。迷倒雲漢於○○。52-6(27）

[眼前］

尊儀楢如在千○○．顧命亦恭留干耳底。44-10(18）

→（驚○・合○・青○・啼○・柳○・雨○．蓮○）

【翫】

清凉之春花。日遅或賜共○・47-15(22）

【翫月］

南櫻○○之人。月與秋期而身何去。49-1(23）

【閥】

[腐行］

紫購令ウ文。○○成字。32-2(10）

[腐塔］

○○功能 。 遙 分 利 衆 生之月影。24-5(3)

敬奉錺龍駕之不返。兼復供○○之新成。40~9(14）

[胴門］

敬堀○○ 之 師 。 講 演 鷲峯之偶。31-4(9)

【顔】

[顔巷］

匡衡幸出○○之雪街。謬莅尾州之風俗。22-12(2)

【願】

其一○日。就天滿天神廟。會文士献詩篇。22-5(1)
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[願主］

劫石錐隣。○○之印不jill｡26-2(4)

[願文］

其由諸詳見寛弘二年十月供養寺之○○実。26-8(5)

→（求○・心○・發○・本○）

キ

【希】
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[希代］

皆是椛化之人。○○之器也。34-10(12）

[希有］

○○難解之法。可期其佛身。22-6(1)

【忌】

[忌景］

視聴之悲未半。○○之期既藻。42-11(16）

愛四十九日○○已至。51-12(26）

[忌辰］

今當七七○○．奉治第白銀像阿彌陀佛。46-8(20）

及干○○．奉圖桧法華曼茶羅一摸。48-5(22）

→（七七○・聖○）

【奇】

【奇肱］

因尋○○．而奉造白檀観世音菩薩一柱。31－2(9)

【筒】

一

[筒壁］

虚弓○○．向曉月而断腸。51-12(26）

【耆】

[耆域］

世尊患風。○○施献藥之術。4俳1(14）

[耆堀］

幽儀定不忘蜆亭之月。法音亦傳○○之風。49-9(23）

【記】

[記里］

而今佛道○○之車忽擢。向何方而爲指南。52-10(27）

【起】

[起縁］

凡廠發因○○．或順或逆。33-14(11）

→（五○・漫○）

【飢】

[飢寒｝

餘年之水寂者。汝之所可菅。何以及○○。35-4(12）

【鬼】

[鬼傭］

阿育者阿閣世王之孫也。假神力而責○○。27-10(5)

→（邪○）

【喜】

無怨無怒。無○無辱。28-2(6)

[喜溜］

閑計賓葬之盈倣。濁歎○○之交懐。45-3(19）

→（歓○・随○・憂○）

【基】

星階昔位 。便是月輪之 ○ 。 4 9 - 1 1 ( 2 3 ）

【揮】

[揮涕］

今弟子○○．欲開九品於西極楽之池。47-9(21）
ー

【揮涙］

右膝著地。左手○○。4彫11(14）

【期】
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飲
[期年］

霊丹青於一心之中。成粉墨於○○之内。41-13(15）

→（三○・壷○・無○・臨○）

【貴】

[貴賎】

長安洛陽。○○上下。 32-5(10）

→（富○）

【熈】

[熈連河｝

過於○○○之苦行一年。輝定水靜。42-9(16）

【髄】

摩訶迦葉。○奉付囑之衣。45-11(19）

綺

[綺語］

花言○○之遊。何盆於神道。22-6(1)

[綺撰］

髪展一日之錦筵。普施千僧之○○。30-11(8)

秋山運心。所設者百羅漢之○○。41-13(15）

[綺窓］

便是○○瞑目之時。寧非蓮臺結珈之日。46-10(20）

[綺羅］

去年初促二八廻之桃梨。得列八十餘之○○。47-15(22）

【器】

皆是權化之人。希代之○也。。34-10(12）

弟子重寄過○．渥澤溢身。49-2(23）

→（法○）

【機】

【機縁］

○○薪滅。花界駕催。42-8(16）

→（萬○）

【歸】

此界得盆之縁早断。定○本壁之月。52-15(27）

[歸依］

共 致 ○ ○ ． 令 遂 供 養 。 3 2 - 5 ( 1 0 ）

爲慈母一月十日。精進○○。35-6(12）
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[歸心］

便開支提 之 會 。 三 身○○。23-14(3)

[歸眞］

菟霊邪鬼 。 錆 怨 氣 以○○。29-10(7)

→（責○・不○）

ギ

【伎】

[伎樂］
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○
。
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○

口
○

十
設

六
靭

僧
今

請
方

【義】

甚深之○･海像吐明月之珠。32-8(10）

[義賓］

鶴勒有一之才。傅○○於長秋聴。29~8(7)

【疑】

一

叡心所指。○在花時。4酢8(14）

佛事贋作。何○速證之寅語。43-7(17）

何○哉。何○哉。48-9(22）

○是霊鴬山之乘五色雲以飛來歎。25-12(4)

[疑網］

八正分源。断○○於愛海。45-1(19）

→（何○）

【戯】

昔幼日 童 子 之 ○ ・ 聚沙施石。27-9(5)

→（於○）

キツ

【乞】

[乞求］

遊岱之魂更還。○○夏臘高僧之戒。51-2(25）

キャク

【客】

入唐間待商買之○而得渡。34-3(12）

ギャク

【逆】

凡厭發因起縁。或順或○。33-14(11）

[逆修］

是即爲慈母。七七日所○○也。35-6(12）

[逆黛］

錐在官軍。錐在○○。30~9(8)

[逆浪］

南海凱常之族。○○不閑。3仏5(8)

キュウ

【九】

[九億］

道儀 照地 。○ ○之 人皆 來。 27 -1 (5 )

[九疎】

三台○○・百辞千僚。32-13(10）

[九原］

自彼白難驚睡。○○之駕不歸。5併3(24）

[九十］

昔切利天之安居○○日。刻赤栴塩而摸尊容。33-9(11）

[九重］

差移仙居於○○之裏。誉孝思於萬機之先。45-2(19）

我上皇○○之居。非不貴也。41－6(15）

[九泉］
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[九尊］

冊奉績八葉○○曼茶羅一鋪。5俳6(24）

今挑○○方廣之場。5伝8(24）

[九品］
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→（四十○・十○・二十○）

【久】

[久遠］

○○幾○○乎。未來幾末來乎。28-3(6)

【弓】

虚○筒壁。向曉月而断腸。51-12(26）

【及】

【及第］

登覺之路欲趣。脱去春官○○砲。51-1(25）

→（普○・無○）

【汲】

[汲引］

此生永隔○○之厚願。何日再贈慈悲之尊容。41-14(15）

【朽】

[朽骨］

従爲東岱之暗魂。北芒之○○。31－2(9)

[朽索］

撫民失方。鰯○○於奔駕。3俳5(8)

[朽製］

箔○○於甘露之泉。手播白蓮之種。2ケ2(4)

→（不○）

【求】

[求願］

爲滿○○．喰之海中如意之珠。23-2(2)
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[求道］

暮年出家。一旦○○。22-5(1)

[求法］

凡入唐○○之人。自宗者弘法大師。34-9(12）

爲○○不來。爲修行即來也。34-14(12）

【究】

[究寛］

○○當得不壊之身実。26-11(5)

【乢】

[乢箭］

射山計日。○○頻移。40－4(14）

【泣】
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。
傾
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○
業
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更
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門
有

而
子
思
上

○
弟
爲
堂

→（一○）

【宮】

少陽之○．龍胎勧延年之術。32-12(10）

[宮塙］

眞如定是把孔雀之尾掃○○。40-10(14）
■■■■■■

→（漢○・月○・故○・後○・中○・長秋○・切利天○・

【救】

賓○）

苦海將○ ･遂入佛海之清 虚 。 4 2 － 7 ( 1 6 ）

【鳩】

[鳩鴫］

沙婆假使出○○之城弾右指。40-9(14）

[鳩車］

－

弟子自竹 馬 ○ ○ ． 至 而立強仕。24-9(4)

【菖】

菓子宅中。魚網錐○・41-10(15）

[菖院］

天官依勅而輸銭帛。○○有議以螢佛經。42-11(16）

[菖儀］

設六日之大會。移五時之○○。33-10(11）

四徳○○．愛作萬行之備。49-11(23）

[菖賜］

銀燭金沙。先朝之○○．非可驚眼。45-4(19）

[菖日］
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[菖臣］
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。
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者

令
恩

奉
懲

○
而

○
仰

[菖寝］

廼於平生之○○．靭開供講之梵筵。51-13(26）

[菖枕］

鴛鴛衾空。向○○而潟快。50~4(24）

[奮容］

一咲再顧。既是羅山之○○。46-2(20）

[菖努］

錐近習○○之僕妾。不能陪侍。25-4(4)

→（新○）

キ ヨ

【去】

○而不返。橦嬢無投暮之花。31-1(9)

[去夏］

○○哀情毒焔。在胃而未滅。47-4(21）

[去日］

坐憂臥憂。空思瑞桾之○○。45-8(19）

[去春］

○○以還。聖髄不豫。40~1(14）

[去冬］

○○以降。聖髄不豫。42－7(16）

○○之歓情。幾誇家風於一枝之桂。51-5(25）

[去年］
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[去留］

然則○○難定。愛改難期。35-9(12）

→（過○・脱○・無○）

【巨】

[巨唐］

捨本土朝○○．有何心有何願乎。34-13(12）

【居】
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-．（安○・寡○・群○・仙○）

【炬】
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【畢】

[畢手］

低頭○○・機悔過去之罪業。33-11(11）

[畢燭］

山 嵐 朝 掃 庭 。 溪 月 夜 ○ ○ 而 已 。 2 5 - 5 ( 4 )

【虚】

[虚弓］

○○筒壁。向曉月而断腸。51-12(26）

[虚心］

求密法者至之。至之者作○○之穐。 52-8(27）
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[虚名］

仙殿新成。錐恨長生之 ○○。43-7(17）

→（清○）

ギョ

【魚】

金 星銀星之左右。勝護塔之○。26-13(5)

夫 非○者 。不可以知○樂 。 3 4 - 1 1 ( 1 2 ）

[魚虫】

禽獣○○．何物非流斡之父母。31-14(10）

[魚網］

察子宅中。○○錐菖。41-10(15)

キョウ

【況】
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→（何○）

【供】

[供給］

豈圖随有随 無 。 低 頭 以纏○○。23-1(2)

[供講］

廼於平生之奮寝。即I開○○之梵莚。51-13(26）

[供佛］

○○之誠。 唯 志 是 證。50-6(24）

○○施僧之資貯。専任東閣之芳意。52-13(27）

[供養］
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【先】

[充笛］

洞篇○○之管。曲沸晴天。32－9(10）

【恭】

[恭敬］

或催功徳於人民。或得○○於草木。32-6(10）

【胃】
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哀

露
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見
去

[胸臆］

星霜十四廻。○○千萬緒。31-15(10）

[筒前］

眞如新錺。定現萬字於○○。45-10(19）

[胸中］

心肝屠而不靜。如呑風胡於○○。52-6(27）

[智肢］

更防涙川。○○溢而難留。46-15(21）

【教】

[教化］

－

三界何子。不蒙○○。33-13(11）

[教主］

南無一代○○鯉迦尊。27-8(5)

[教迩］

■■■■■■

境 離薦塵。洞留○○。49-8(23）

[教法］

徒衆及○○．如今日世尊。33-14(11）

→（一乘○・擢實○・顯○・象○・傳○大師）

【強】

[強仕］

弟子自竹馬鳩車。至而立○○。24-9(4)

【郷】
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[郷土］

錐誠 禽 獣 。 楢 思 ○ ○ 。 3 4 - 1 5 ( 1 2 ）

-，（家○・故○・佗○・桐○）

【境】

○離罵塵。洞留教迩。4牙8(23）

[境界］

稽首和南。三賓○○。44-15(19）
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→（詩○）

【輿】

[興隆］
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→（肇○）

【鏡】

[鏡厘1

珊瑚床下。○○遺染涙之塵。45-8(19）

【響】

磐 聾 未断。噸○添因。49-12(23）

→（松○・虫○）

【驚】
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是
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孟

[驚眼］

先 朝 之菖賜。非可○○。45-4(19）

[驚睡］

自彼白難○○・九原之駕不歸。50-3(24）

【霧】

[露慢］

錐生鐘鼎之門。未見○○之色。50-1(24）

ギョウ

【業】

[業因］

是娑婆世界衆生。徒累火血刀之○○焉。33-5(11）

→（悪○・悪○・黒○・罪○・勝○・善○・白○・門○）

【曉】
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三

[曉難］

○○一聾。長臨無常之別。50－2(24）

[曉月］

虚弓筒壁。向○○而断甥。51-12(26）

[曉夕］

○○参詣。孝之至也。26-8(5)

[曉風］
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[曉露］

權實教之飛文。垂○○而分鮎。41-11(15）

[曉浪］

四海皆懲仁恩。最深者渭陽鳴咽之○○。44－4(18）

キョク

【極】

[極樂］
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ギョク

【玉】

玉軸星羅。見嶋山之積○。25-10(4)

早尋成子之石･永贈王母之○。43-5(17）

[玉山｝

有虞帝舜之徳。風悲○○之東。43-4(17）

[玉軸］

○○ 星羅 。見 嶬山 之積 玉2 5- 10 (4 )

[玉髄］

玄圃仙遊之際。○○永明。29-11(7)

○○萬機。化出笥王之表。32-12(10）

[玉臺］

○ ○ 之 中 。 彌 添 玉 徳 。 2 4 - 4 ( 3 )

[玉枕］

展省昏定。所問者○○之高卑。45-3(19）

[玉笛］

月前之秋宴。吹○○以自繰雅音。44－9(18）

[玉徳］

玉臺之中。彌添○○。24-4(3)

[玉帛］

財幣○○．斐斐羅列。22-15(2)

[玉卵］

泣而更泣。○○共破於煙巣。47-4(21）

→（螢○・積○・美○）

キン

【巾】

[巾箱］

於是天使相望雲泥之間。手命欲滿○○之裏。48-2(22）

[巾櫛］

主我○○．積以星霜。50~2(24）

【今】《・はく昔時一今時〉を対照するもの》

○老沙彌。無便菅風月之喪。22-6(1)

･昔玄英三蔵。～○白衣弟子。23-3(2)

○令移菖造普賢菩薩像。24-1(3)

･昔幼日童子之戯。～○長年丞相之勤。螢玉範金。
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･昔當萬邦之有罪｡～○思四生之無安｡求哀於十方。

27-9(5)

30-7(8)

在○尋古。世異趣同。3伽10(8)

･昔朱邑之歸邑里也～。○弟子之誠子孫也。31-5(9)

･昔切利天之安居九十日｡～○駿堤河之滅度二千年。

33-9(11）

衆 生 慈父。○已在此。33-12(11）

･抑佛昔於過去騨迦牟尼佛所。～佛子○願亦復如是。

33-14(11）

○遇其便。欲遂此志。34-3(12）
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･昔龍女献珠｡～○弟子揮涕｡欲開九品於西極樂之池。

47-9(21）
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○
･昔當正法多智行人之間｡～○臨末法少智行人之時。

[今秋］

52-11(27）

･去冬之献情｡～○○之悲涙｡欲開覺蘂於千葉之蓮。

[今世］

q■■■■■

51-5(25）

更造○○．受此苦悩。47-6(21）

[今朝］

七七御忌。已當○○。39-2(13）

･去年初心。～○○新 愛 。 4 5 - 9 ( 1 9 ）

･尋沖襟於奮日。畢繕篇於○○。41-11(15）

[今冬］

･去夏哀清毒焔。～○○啼眼寒。47-4(21）

[今日］
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昨

○
○
我
・
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○○之遺恨。只在此事。39-6(13）

呑悲而經菅○○之事。44-11(18）

○○善業。上則増加新佛理路之末光。46-11(20）

○ ○ 一 念 。 於 是 而 蓋 。 4 7 - 9 ( 2 1 ）

→（古○・當○・方○）

【匂】

彼金谷酔花之地。花毎春○而主不歸。49-1(23）

【近】

[近習］

錐○○菖努之僕妾。不能陪侍。25-4(4)

→（遠○）

【金】

金言流布。知提河之有○。25-10(4)

[金河］

阿閣世王之夢。煙暗○○之西。43-4(17）

[金言］

○○流布。知提河之有金。25-10(4)

[金絃］

空桑賢輔。久保○○之名。29~11(7)

{金光明經］

降法雨而洗災患。○○○○之威力最勝。45-5(19）

[金谷］

彼○○酔花之地。花毎春匂而主不歸。49-1(23）

[金沙］

銀燭○○先朝之菖賜。非可驚眼。45-4(19）

[金人］

弟子欲訪旅魂而未由。故圖○○以爲使。48-4(22）

[金星］

○○銀星之左右。錺護塔之魚。26-13(5)

[金殿］

○○之上。又照金輪。24-4(3)

[金文］

經是昇霞之後。○○新成。39-3(13）

[金容］

佗法妙壁之果。速證四八相之○○。2牙2(7)

[金輪］
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→（黄○・紫麿○・飾○・範○）

【衾】

鴛鴬○空。向菖枕而渥快。50-4(24）

【禽】

[禽獣］

○○魚虫。何物非流轌之父母。31-13(10)

錐誠○○楢思郷土。況於人倫豈輕桑梓乎。34-15(12）

→（飛○）
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【瞳】

[憧躍］

去而不返。○○無投暮之花。31-1(9)

【錦】

[錦筵］

髪展一日之○○．普施千僧之綺簾。30-10(8)

[錦繍］

紅葉凱飛。暗成千花○○之帳。25-10(4)

→（鳳○）

ギン

【銀】

[銀燭］

○○金沙先朝之菖賜。非可驚眼。45-4(19）

[銀星］

金星○○之左右。錺護塔之魚。26-13(5)

→（白○）

ク

【苦】

動五逆四重之事。免三悪八難之○。32-14(10）

[苦縁］

須爽之歓樂。還爲 ○○。29-3(7)

下則解脱群生輪廻之○○。46-12(20）

[苦海］
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知

慈
無
○
錐

[苦行］

過於熈連河之○○一年。蝉定水靜。42-9(16）

[苦空］

○○傳音。如聞命命之鳥。32-10(10）

[苦心］

若萬人緩頬○○而諫之。我未必從。。35-2(12）

[苦悩］

更追今世 。 受 此 ○ ○。47-6(21）

[苦輪］

大都○○之中。不免生死者也。46-1(20）

→（甘○・抜○・忘○・憂○・離○）

【躯】

[躯命］

然楢不顧○○．不著名利。34-7(12）

【魁】

弟子宿 報可思。後生可○・28-3(6)

→（喜○）

グ

【具】

[具足］

１
１
２
３
く
く
１
２
－
１

３
－
２
３２

０修薫
・

快
○

以
○

○
悉

○
皆

０
Ｏ

美
櫻

蓋
鐘

華
巨
企
口

蓋
堂

謂
院

初
此

[具縛］

功能出於般若。饒盆傳於○○。28-5(6)

【愚】

[愚者］

－

何必質朴之○○．得爲州刺史。22-13(2)

[愚丹］

○○所思。啓白如此。27-10(5)

平素不能採蘭以翅誠。○○或欲刻木以拝貌。48-14(23）

クウ

【空】
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[空桑］

○○賢輔。久保金絃之名。29-11(7)

→（苦○・三○・眞○）

クン

【薫】

[薫修］
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【群】

{群縁｝

人間催信。既寄○○。32-1(10）

[群居］

一

方今仁山長崩。○○無主之荒瑚。40-3(14）

[群生］

下則解脱○○輪廻之苦縁。46-12(20）
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[群迷］

智恵是炬。照○○於昏 衝 。 3 0 - 3 ( 8 )

[群類］

兼三界而救○○．妙法之功甚深。30-8(8)

無 始 以来。所有○○。32-14(10）

ゲ

【偶】

敬堀腐門之師。講演鴬峯之○。31-4(9)

故螢白銀鋳出滿月之容。研黄金葛成貫花之○．45-6(19）

→（半○・賓○）

ケイ

【兄】

計其賓葬。鐸迦如來一年之○・39－5(13）

[兄弟］

問此巌頭。亦痩同胞○○之芳骨。25-4(4)

佛子有男女○○二三人。35-3(12）

【形】

[形骸］

山川蔽澤。何虚無生死之○○。31-14(10）

[形言］

若一親○○鍵色而留之。我可何逆哉。35-2(12）

[形勝］

方今時時詣墳墓。爲建寺指鮎○○。25-3(4)

【係】

[係首］

或伏白刃而○○．或迷蒼波而凱骸。30-6(8)

【契】

－

ｊ
ｊ
ｊ

５
４
６

１
２
２

く
く
く

７
３
３

－
－
１

１
０
－

４
５
１５

．花
。
之

道
路

之
夢
・

提
異
違

菩
不
相

赴
・
今

逢
○
於

・
之
・

深
老
○

○
偕
之

世
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百
松

→（淺○）

【周】

青烏催悲。三泉之○長鎖。5'4(24）

→（排○）

【計】

刻十月定星之期。廻萬代不朽之○。25-7(4)

非假大日遍照之光。何成黒夜破暗之○。50-6(24）

[計日］

射山○○．乢箭頻移。40-4(14）

【桂】

去冬之歓情。幾誇家風於一枝之○。51-5(25）

【荊】

【荊諮］

室中多年少之遺弟。失前途於○○之雲。52-7(27）

【悪】

[悪花］

然後功徳成林。普開○○於四生之意樹。45-11(19）

[悪業］

恭捧○○．奉祈金輪聖主。23-5(2)

惚 繁 此 ○ ○ ． 奉 筋 聖 鯉 。 3 9 - 6 ( 1 3 ）

四十九之○○．國母臨期。4俳5(14）

今勤信心之○○者。唯添法身之莊綴也。42-14(16）

所生○○．資御菩提。43-7(17）

惚繁○○．奉翔山陵。45-10(19)

以此○○．訪彼幽霊。5酢7(24）

今當七七忌。令修此○○。50-13(25）

[悪日］

天神地祇之不同。共向○○。24-3(3)

天神地祇。向○○而増光。27=8(5)

→（智○・定○・福○）

【景】

[景從］

奉筋聖霊。千官○○。3牙7(13）

[景蘭］

■■■■■■■B

千 時芳非候過。清和○○。49-9(23）

→（忌○）

【敬】

【敬始］

不好燭善企兼濟。不忘○○願善終。24-10(4)

→（恭○）

【溪】

[溪月］

山嵐朝掃庭。○○夜畢燭而已。25-5(4)

[溪鳥］

法音不聞。只聞○○嶺猿。24-11(4)

【經】
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[經営］

豈圖更引遺孤。呑悲而○○今日之事。44-10(18）

[經日］

○○．若聞樺迦牟尼如來名雛。錐未發心。

已是 菩 提 実 3 3 - 7 ( 1 1 ）

[經巻］

法皇平日讃揚之窓。○○之塵漸積。42-10(16）

[經説］

如此○○．濟度不遺。29-12(7)

[經典］

方今此寺有佛像焉。有○○焉。26-9(5)

→（一乘○・金光明○．法華○）

【慶】
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髪承累葉之○．浴皇華之恩。24-12(4)

學顯教者往之。往之者有賀歸之○。52-8(27）

→（有○・餘○）

【磐】

[磐翌］

○○未噺。應響添因。49~12(23）

【意】

[葱心］

○○春淺。未及二八之齢 。4 7- 1( 21 ）

【硲】

[硲鳥］

雪識沐解之日。付○○而傳妙音。31－6(9)

→（荊○）

【答】

【磐咳］

－

合眼憂悲。弾指○○。30-7(8)

【瓊】

[瓊苗］

悲之又悲。○○同枯於芝畝。47-4(21）

【難】

[難足］

鷲頭雲霧。○○山開。 45-11(19）

→（曉○・白○）

ゲキ

【鶴】

[鶴首］

館頭○○之舟。棹穿秋水。32-9(10）

《けだし＝蓋・蓋→ガイ》

ケツ

【血】

是娑婆世界衆生。徒累火○刀之業因焉。33-5(11）

[血肉］

但我是罪障之身。○○之眼。34-4(12）

【結】

[結縁］

所以調説此經典。令慈母現當植因○○也。35-7(12）

[結珈］

便是綺窓瞑目之時。寧非蓮臺○○之日。46-10(20)

[結櫛］

冊心中發願之後。新○○多賓塔一基。23-13(3)

冊以心中發願之後。新○○多寶塔一基。26-11(5)

[結子］

紅桃○○・三期一千之秋。24-4(3)

[結使］

度塔上之飛禽。避○○之羅。27-4(5)

【潔】

[潔信］

筍有○○．演汗之水非磯。22-15(2)

→（不○）

ゲツ

【月】
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[月影］

腐塔功能。遥分利衆生之○○。24-5(3)

夫菩提道樹之○○．遂隠沙羅之愁雲。52-3(27）

[月宮］

○○留影。錐得承天之名。塵弱寄身。29-4(7)

[月光｝

故宮寄眼○○．殊昔秋之色。41-14(15）

[月支］

香煙即是○○之所献。44-7(18）

[月前］

■■■■■■

○○之秋宴。吹玉笛以自繰雅音。44-9(18）

[月愈］

排○○以仰天人師於其際。49-4(23）

[月殿］

殊於王舎城之東河。假立佛世尊之○○。32-6(10）

[月輪］

若有未明之○○．餘習之雲散永令圓滿。46-11(20）

星階昔位。便是○○之基。49-11(23）

→（花○・蝿○・翫○・曉○・溪○・三五○・秋○・澄C

・日○・風○・滿○・明○）

ケン

【見】

[見佛］

抑亦○○聞法之大縁。25-15(4)
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令衆生得○○聞法之便。33-8(11）

[見欲］

錐向衆色。不起○○。28-2(6)

→（照○・知○・不○）

【巻】

○風幌以堀龍衆於其前。49-4(23）

[巻霧］

朝野○○．皆戴三光之精明。24-3(3)

→（經○）

【兼】
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[兼濟］

不好燭善企○○．不忘敬始願善終。24-9(4)

【蜆】

[蜆亭］

幽儀定不忘○○之月。法音亦可博耆堀之風。4牙8(23）

【研】

故螢白銀鋳出滿月之容。○黄金罵成貫花之偶。45-6(19）

[研精］

○○黄金。奉書嶌妙法蓮華經二部各八巻。49-3(23）

【劔】

故○在傍。撫秋水而流涙。51-12(26）

→（故○・智○）

【賢】

[賢士］

彼端木者魯之○○也。移家於孔子之墓傍。25-13(4)

[賢輔］

空桑○○久保金絃之名。29-11(7)

→（普○菩薩）

【鴎】

[鰐首］

亦願上自紫哀。下及○○。27-8(5)

【懸】

[懸光］

佛日○○．眞空之理巳顯。31-12(10）

→（高○）

【橘】

[樅化］

皆是○○之人。希代之器也。34-9(12）

[橘資教｝

○○○之飛文。垂曉露而分鮎。41-11(15）

【顯】

佛日懸光。眞空之理巳○。31-12(10）

[顯一］

開三○○之文。春花貫以永勤。42-5(16）

[顯教］

學○○者往之。往之者有寅歸之慶。52-8(27）

→（幽○）

【駿】

栴檀耀之蕊。一服無○・4酢2(14）

去年初心。只契延齢之○。45-9(19）

ゲン

【言】

佛子一歓一泣。涙與○落。35－2(12）

[言辞］

凡厭視聴所鯛。○○無及者乎。52-7(27）

→（一○・花○・形○）

【現】

[現界］

乃至有縁無縁。○○佗界。32-13(10）

[現世］

半 是爲 菩提 。半 是爲 ○○ 。2 7- 2( 5)

○○則天下太平。理世安樂之樂。27-6(5)

[現當］

今慈母○○植因結縁也。35-7(12）

→（一○）

【玄】

[玄芙三蔵］

昔○○○○．從大唐顯慶五年正月。23-3(2)
－

[玄賓］

○○翠蛾。莫不洛川之麗質。46-2(20)

[玄風］

○○錐遥隔。遺韻叩而楢聞。43-15(18）

[玄圃】

○○仙遊之際。玉値永明。29-11(7)

．

【古】

○之塔瓦文。有萬歳千秋樂末央之七字。27-6(5)

[古今］
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[古株］

縦 有○ ○． 依造 塔力 可榮 。2 7- 5( 5)

[古塚］

○ ○桑々･幽漣寂々。24-10(4)

[古人］

蓋慕○○臓墓側之跡。所草創也。26-7(5)

如佛子者。不及○○之楡。34-10(12）

【古人云］
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○○○縦有爲大山者。覆一費以不止。終及

萬側実。34-4(12）

－又有赴長途者。投腿歩以不留。必届千里焉。34－5(12）

[古木］

刹那之榮花。更愛 ○○。29-3(7)

→（尋○・懲○）

【姑】

[姑山］

泡山可厭。忽尋○○之幽達。42－6(16）

[姑射］

九重之居非不貴。豈若○○之幽閑。41－6(15）

[姑射山］

○○○之上。送八十年之春風。39-4(13）

【虎】

[虎闘］

鳥獣哀竪。況於○○鳳閣乎。44-9(18）

[虎尾］

■■■■■■

如 履○○．如撫龍 鬚。24-13(4)

【孤】

[孤魂］

以此勝業。奉訪○○。47-8(21）

【故】

[故園］

○○之浮渓。誰敢留心。45-4(19）

[故宮］

○○寄眼月光。殊昔秋之色。41-14(15）

[故郷】

欲歸○○之期。今 不幾。23-7(2)

[故劔］

○○在傍。撫秋水而流涙。51-12(26）

【胡】

[胡馬］

○○非北風不断。越鳥非南技不巣。34-15(12）

→（風○・盧○）

【事】

動五逆四重之○･免三悪八難之苦。32-14(10)

【願】

常念一家之子孫。附門戸於其○・47-2(21）

[顧命］

尊儀捨如在干眼前。○○亦恭留干耳底。44-10(18）

→（弘○・厚○・再○）

ゴ

【五】

{五穂］

○○六根。錐陰陽之陶冶。31-13(10）

[五起］

一夕○○．霞所庶幾也。45-3(19）

[五逆｝

動○○四重之事。免三悪八難之苦。32-14(10）

[五郡］

豈唯三州○○之淺契。内外戚之影從。25-15(4)

[五時］

設六日之大會。移○○之菖儀。33-10(11）

{五陣］

又欲其奈此○○何。48－7(22）

[五色雲］

疑是霊鷲山之乘○○○以飛來歎。25-12(4)

[五尺］

彼大王之力也。○○楢假天工。33-9(11）

[五壷］

夜漏○○．遂謝有涯之生。5仏2(24）
■■■■■■

[五衰］
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[五層］

悦○○之漸成。整八音而期會。40-7(14）

[五臺山］

商然願先参○○○．欲逢文殊之即身。34-3(12）

{五内］

○○無靜日。四運有識期。48-15(23）

妾○○如割。一心已迷。51－9(26）

[五百］

黄河澄波。再計○○之歳。24-4(3)

[五部法］

受○○○･新潟智水於瓶中。42-7(16）

→（三○月。三○七）

【後】

悲之又悲。莫悲於老○子。50-12(25）

[後胤］

聚龍象以弘智峯。識羊太博之絶○○。25-14(4)

[後園］

香則求難陀此岸之煙。花則筆樹提○○之葬。50-7(24）

[後悔］

是而不勤。○○不及。28－4(6)

今若黙而止。其奈○○何。49-2(23）

{後宮］

不知妙音暫來自界。假爲○○鍬。46－7(20）

[後事］

常念西日影斜。付○○於吾子。50-13(25）

堂上有齢傾之老母。泣○○於松門之煙。52-6(27）

[後身］

成劫壊劫。前身○○。31-13(10）
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彼即身也 。 是 ○ ○也。48-9(22）

[後世］

○○亦地下抜苦。往生極樂之樂。27-6(5)

奉喪 先公相府之○○。49-11(23）

[後生］

弟子宿報可思。○○可擢。28-3(6)

○○之菩提者。我之所爲先。35-4(12）

訪○○於誰家。賓樹蓮臺加莊嚴而相待。40-3(14）

[後慮］

○○ 既俊。佛心唯照。45~12(19）

→（身○・酔○・先○・霜○・夢○）

【霜】

[膳採｝

○○ 念佛。唯善是勘。51-10(26）

【謹】

[護持］

烏琵暗加○○．羊柱適畢書篇。32-2(10）

[謹塔］

金星銀星之左右。筋○○之魚。26-13(5)

[護法］

普賢策六 牙 而 ○ ○也。49~6(23）

→（誓○）

コウ

【充】

[充龍］

○○雲惨 。 晏 駕 霞登。43-4(17）
■■■■■

【孔】

[孔子］

彼端木者魯之賢士也。移家於○○之墓傍。25-13(4)

I孔雀］

眞如定是把○○之尾掃宮塙。40-10(14）

【功】
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○○林之中。迎四八相之秋月。39-4(13）

○○之餘。普及遠近。39-8(13）

○○之餘。普及一切。43-8(17）

然後○○成林。普開悪花於四生之意樹。45-11(19）

所生○○．消滅黒業。48-7(22）

所生○○．無量無邊。49-11(23）

○○池上。結妙果於開示之蓮。50-7(24）

○○多少。惚導幽霊。51-4(25）

普及○○．併弘利益。52-15(27）

[功能］
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→（成○・積○・微○）

【弘】

[弘願］

眞救踵於佛法僧前。起悲心發○○。28-8(6)

[弘徽］

○○之秋月。夜永不許渦看。47-15(22）

[弘法大師］

凡入唐求法之人。自宗者○○○○。34-9(12）

→（恢○）

【交】

[交壌］

閑計賓篝之盈敬。燭歎喜耀之○○。45-4(19）

【光】
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{光儀］

花香梵唄之莊巌。亦在南嶽之○○。52-14(27）

→（威○・金○明經・月○・懸○・三○・増○・大○・浮

【行】

○・放○・末○・妙○法師）

三五月下。登壁之○暗催。40-2(14）

至干縄男女。各皆翰誠勵○。44-2(18）

[行住］

○ ○ 坐 臥 。 事 三 賓 。 2 4 - 1 4 ( 4 )

[行年］

老 母 在 堂 。 ○ ○ 六 十 。 3 4 - 1 6 ( 1 2 ）

[行路］
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問前途於何虚。観音得大狹○○而奉迎。40-3(14）

→（腐○・苦○・孝○・修○・千○・智○・半○・萬○．

【劫】

無○・勵○）

[劫石］

○ ○錐隣。願主之印 不 測 。 2 6 - 2 ( 4 )

→（一○・壌○・成○・微塵○・歴○）

【孝】
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砒
夕

情
曉

[孝行］

佛子拠母欲去。則可失○○。35-1(12）

[孝思］

誉○○於萬機之先。45-2(19）
■■■■■■

[孝文皇帝］

計其御寓。則過○○○○理世之年。44-5(18）

→（至○・追○）

【更】
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岱

○
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○
泣
○
恨
遊
【厚】

[厚顧］

此生永隔汲引之○○．何日再膳慈悲之尊容。41-14(15）

[厚禄］

家即槐門。何復待○○而楢豫。49-1(23）

【恒】

[恒沙界］

一香一色。遍○○○以薫修。

[恒輔］

28-9(6)

即謂法輪以○○爲宗。49-7(23）

【洪】

[洪鐘］

以香花梵唄。○○浮磐。25-9(4)

【皇】

[皇恩］

弟子者日本國王之剪也。浴○○而興佛法。27-10(5)

[皇華］

髪承累葉之慶。浴○○之恩。24-12(4)

－，（孝文○帝）

【紅】

[紅桃］

－

○○結 子。三期一千之秋。24-4(3)

況復○○漸淺。可動風前之心。29-3(7)

[紅葉］

○○凱飛。暗成千花錦繍之帳。25-10(4)

【筍】
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有
有
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【荒】

[荒原］

○○古今之骨。東岱先後之魂。32-14(10）

○○送終之時。混松風而添突。47-5(21）

[荒瑚］

仁山長崩。郡居無主之○○。40-3(14）

○○尋聾虫響。非前年之聴。41-15(15）

【香】
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[香煙］

廻可○○之不絶者。無恨石火之早敲英。31-6(9)

七 匝○○．瑠璃之雲成蓋。33-11(11）

○○即是月支之所献也。44-7(18）

[香縁］
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[香山］

或降自雪嶺○○．或至自奄園奈苑。32-7(10）

[香壇］

差雲衲霞快。或來自鍾鷲山之顛。27-1(5)

一・（一○・花○・海岸○・餘○・應○）

【候】

千花開壷之○・百鳥和鳴之時。29~7(7)

千 時芳非○過。清和景蘭。49~9(23）

【降】

[降魔］

法軍○○之兵長去。遺誰人而令背北。52-10(27）

[降臨］

普賢菩薩乘象○○。3彫12(8)

虚虚訪名。普課良家之総卯。40－7(14）

【高】

[高懸］

八萬四千之相。秋月滿而○○。42-5(16）
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[高山］

先照○○．次及幽谷。33-4(11）

[高僧］
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[高卑］

展省昏定。所問者玉枕之○○。45-3(19）

→（晴○祖）

【黄】

[黄河］

○○澄波。再計五百之歳。24-4(3)

[黄金］
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[黄壌］

況雪髪齢迩。○○期催。31-2(9)

【漬】

[演汗］

筍有 潔信。○○之水非綴。22-15(2)

【魔】

[閥作］

佛事○○． 何 疑 速 證 之資語。43-7(17）

→（方○）

【識】

【講演］

敬堀礪門之師。○○鷲峯之偶。31-4(9)

五日十座。供養○○。49-5(23）

[講莚］

便於 此院。敬展○○。41-13(15）

便於仙遊道場。敬展○○。51-4(25）

[講會］

価須明歳已後。移此○○。49-7(23）

[誠建］

便於法性寺道場。敬開○○。50-6(24）

[調席］

兼期春風 。 敬 展 ○ ○。45-7(19）

是以鶴板頻馳。延○○於旋展之南面。52-9(27）

[讃説］

所 以 ○○此經典者。35-7(12）

→（開○・供○・十○・八○）

【蕊】

栴檀椹之○．一服無駿。4い2(14）

ゴウ

【合】

[合眼］

○○憂悲。弾指曹咳。317(8)

[合掌］
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[合力］

漸 漸 ○ ○ ． 微 微 成 功 。 3 2 - 1 ( 1 0 ）

→（和○）

【競】

切利天宮之園。含歓喜之○。29-9(7)

→（十○・名○）

【鰯】

[罵塵］

境 離 ○ ○ ． 洞 留 教 迩 。 4 9 - 8 ( 2 3 ）

コク

【告】

[告別1

燈下○○．長失朝露之光。47－3(21）

【刻】

[刻心］

慈 悲 凍 性 。 佛 法 ○ ○ 。 4 2 - 6 ( 1 6 ）

[刻木］

造普 賢而 爲○ ○拝 貌之 志。 25 -6 (4 )

愚 丹 或 欲 ○ ○ 以 拝 貌 。 4 8 - 1 5 ( 2 3 ）

【突】

荒原送終之時。混松風而添○。47-5(21）

【尅】

分段生死之郷。難緩有涯之○。41-6(15）

【國】

娑婆電泡之○．誰免無常之悲。41-5(15）

[國王］

弟子者日本○○之舅也。27-10(5)

[國土］

十萬億之○○何言遥。早迎仙灘於極樂。44-11(18）

[國母］

四十九之惠業。○○臨期。4俳5(14）

今○○賓宮。爲筋上皇之徳。留閻浮而設齋。41-9(15）

→（安樂○・日本○）

【黒】

[黒業］

所生功徳。消滅○○。48-7(22）

[黒夜］

■■■■■■

非假大日遍照之光。何成○○破暗之計。50-5(24）

【酷】

忽遇蘭房之永凋。○嘆善苗之不熟。4俳8(14）
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《ゴク＝極→キョク》

コツ

【忽】
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【骨】

荒原古今之○･東岱先後之魂。32-14(10）

→（朽○・芳○）

コン

【昏】

展省○定。所問者玉枕之高卑。45-3(19）

[昏衝］

１
１
８
９
く
１
３
く
一
１
０
－

３
５４○也

・
者

○
○

○
○

於
於

迷
月

群
覺

照
飛

。
◎

炬
曉

是
告

悪
明

智
三

《コン＝金→キン》
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→（遺○）

【幌】

[嶋山］

玉軸星羅。見○○之領玉。25-10(4)

【紺】

[紺頂］

無去無 來。○○之影澄月。30~3(8)

[紺瑠璃]

○○○之紙。象教垂跡。32-1(10）

【魂】

荒原古今之骨。東岱先後之○。32-14(10）

遊岱之○更還。乞求夏臘高僧之戒。51-2(25）

→（暗○・冤○・孤○・錆○・反○・旅○）

サ

【左】

[左手］

右膝著地。○○揮涙。40-11(14）

[左右］

金星銀星之○○・筋謹塔之魚。26-13(5)

【沙】

[沙界］

乃至有頂阿鼻。鐡園○○。52-15(27）

[沙羅］

夫菩提道樹之月影。遂隠○○之愁雲。52－3(27）

[沙羅林］

先於○○○之浬薬三日。噸化月空。42-9(16）

一・（金○・恒○界・聚○・老○彌）

【娑】

[娑婆］

是○○世界衆生。徒累火血刀之業因焉。33-5(11）

言其尊儀。○○世界十善之主。39－4(13）

○ ○假使出鳩鴎之城弾右指。40-9(14）

○○電泡之國。誰免無常之悲。41-5(15）

畷○○週哀。縦屑千行於眼下。45-10(19）

→（婆○）

ザ

【坐】

[坐臥］

行住○○．事三賓。24-14(4)

[坐憂］

○ ○臥憂。空思瑞桾之去日。45-8(19）

→（半○）

【座】

被如來之衣。著菩薩之○。26-1(4)

無上世尊。高並妙覺之○。45-11(19）

→（十○・蓮○）

サイ

【才】

鶴勒有一之○．傳義賓於長秋之聴。29-8(7)

[才色］

彼○○錐非絶代。恩寵亦不塊人。47-15(22）
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[才名］

○○超衆。修學命世。34-10(12)

→（無○・有○）

【再】

[再顧］

一険○ ○ ． 既 是 羅 山 之菖容。46-2(20)

【災】

[災患］

降法雨而洗○○・金光明經之威力最勝。45-5(19）

→（消○・息○）

【最】

[最少］

女御贈從四位上藤原朝臣者。弟子○○之兒也。47-1(21）

[最勝］

金光明經 之 威 力 ○○・45-6(19）

【催】
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[催信］

人間○○．既寄群縁 。 3 2 - 1 ( 1 0 ）

[催悲］

青烏○○・三泉之扇長鎖。50-4(24)

[催涙］

耳目所鯛。莫不○○。41-15(15）

→（相○）

【歳】
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→（渉○・早○・萬○）

【樅】

[描肝］

燕雀巣覆。撫遺卵而○○。50-5(24）

【際】

玄圃仙遊之○．玉鳴永明。29-11(7)

【察】

[葉子】

○○宅 中。魚網錐茜。41-10(15）

【齋】

爲錺上皇之徳。留閻浮而設○。41-9(15）

[齋莚］

昔一婆竪聞之展○○．廣勤三明之炬。32-5(10）

[齋會］

■■■■■■

唐太宗之設○○．迎亡卒於菩提之門。30-10(8)

麦設○ ○．彌増善因。42-12(16）

今四十九日○○．奉圃金剛界成身會曼茶羅一鋪。

【濟】

[濟生］

47-6(21）

故○○願遠。已佛煩悩之薄。41－7(15）

[濟度］

如此經説。○○不適。2牙12(7)

→（抜○）

【喪】

今老沙彌。無便営風月之○。22~6(1)

【渦】

將○甘露於六趣之身田。45-12(19）

ザイ

【在】

在世
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[在藩］

○○諸王。不改磐石之固。29~11(7)

【材】

○明六通。文殊能辨瑞於往昔。28-14(7)

→（不○）

【財】

佛界貴信不貴○．世尊依誠不依物。47-8(21）

[財幣｝

○○玉帛。斐菱羅列。22-15(2)

【罪】
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當
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昔

{罪業］

低頭畢手。峨悔過去之○○。33-12(11）

[罪根）

加以流輔三有之群類。欲抜○○。29-4(7)

修行是勤。○○漸減。34-7(12）

[罪障］

但我是○○之身。血肉之眼。34-4(12）

→（無○・滅○・有○）

サク

【昨】

[昨日］

○○爲是。今日爲非。35-9(12）

サツ

【薩】

[薩唾］
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如來○○．知見證明。49-9(23）

サン

【三】

[三悪】

恨止其 中 間 。 空 欲 歸○○。28-4(6)

動五逆四重之事。免○○八難之苦。32-14(10）

[三界］
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[三期］

紅桃結子。○○一千之秋。24-4(3)

[三暇］

優鉢羅之琴。○○失方。40-2(14）

[三空1

影臨萬水 。 光 滿 ○ ○。33-4(11）

[三五月］

○○○下。登壁之行暗催。4伽2(14）

[三五七］

髪○○○之良因。聖主毎度修福於七箇寺。4俳4(14）

[三光］

朝野巻霧。皆戴○○之精明。24-4(3)

[三日］

先於沙羅林之浬藥○○・噸化月空。42-9(16）

[三州］

豈唯○○五郡之淺契。内外戚之影從。25-15(4)

[三十二］

○○○之寶鮓誰論短。44-11(18）

[三重】

屡詣木幡墓所。仰○○鯖四埴。24-10(4)

[三身］

便 開 支提之會。○○歸心。23-14(3)

[三世］
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[三千界］

彼岸引接之因。普濟○○○之塵數。29-2(7)

乃至○○○之中。與我同哀者。47-10(21）

[三泉］

青烏催悲。○○之肩長鎖。5俳4(24）

[三尊］

佛者生前之御願。以○○爲賓朋。44-6(18）

１今
ロ

一
一
一１

○○七疎。百辞千僚。32-13(10）

[三塗］

○○ 之 間 。 彌 溺 沸 鼎 。 3 0 - 6 ( 8 )
－

[三賓］
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[三密］

今亦有爲厭世。入○○而出家。40－1(14）

[三明］
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昔
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長
昔
'三有］

加以流斡○○之群類。欲抜罪根。29-4(7)
－

-，（開○・玄葵○蔵・二○・法華○昧・無○）

【山】

鷲頭雲霧。難足○開。45-11(19）

【山脚］

宰於葱○○．造一堂修三昧。24-12(4)

[山上］

浬藥 ○○ ．繰 尊之 日早 藏。 28 -3 (6 )

[山川1

○○蔽澤。何虚無生死之形骸。31-14(10）

[山嵐］

○ ○ 朝 掃 庭 。 溪 月 夜 畢 燭 而 已 。 2 5 - 5 ( 4 )

[山陵］

惚繁 悪業 。奉 翔○ ○。 45 -1 0( 19 ）
■■■■■■
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→（一○・玉○・姑○・姑射○・五台○・香○・高○・嶋

○・射○・秋○・雪○・大○・登○・東○・仁○・暮○

･泡○・賓○・羅○・霊○・霊鷲○）

【珊】

[珊瑚］

○○床下。鏡厘遺染涙之塵。45-8(19）

【参】

[参詣］

曉夕○○･孝之至也。26－8(5)

【諄】

[葬數］

彼一句半偶之功能。佛楢錐○○。41-11(15）

-，（賓○）

【讃】

[讃礎】

異口同音。○○如來之相好。33-11(11）

{讃揚］

法皇平日○○之窓。經巻之塵漸積。42-10(16）

ザン

【淺】

[珪焔］

謂扇鷲頭之餘風。併滅阿尾之○○者。30~13(8)

【葱】

心 汚 不必清淨。準縁非無所○。27-2(5)

省躬弥○ ． 向 誰 而訴。33-6(11）

【慨】

[駿悔］

低頭畢手。○○過去之罪業。33-11(11）

[倣塊］

衣錐破○○之衣是全。食錐乏輝悦之食是盟。27-15(6)

、

ン

【子】

悲之又悲。莫悲於老後 ○。 5併 12 (2 5）

(子孫］

錐 至 孝鍾愛之○○．不能展昏。25-4(4)

今弟子之誠○○也。不如桑門之侶。31-5(9)

→（愛○・一○・結○・孔○・察○・蔦○・臣○・成○。

善男○・童○・父○）

【支】

[支提］

便開 ○○之會。三身歸心。23-14(3)

→（月○）

【止】

[止観］

櫛 ○ ○以爲桑門之櫃鍵。52-7(27）

【只】
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【四】

[四運］

五内無靜日。○○有蓋期。48-15(23）

四潟

碩徳被物。頒十善於○○。45-2(19）

[四恩］
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[四枯］

人中之尊。楢現○○之相。46-1(20）

[四時］

蓋聞大賓蓮薯。貢○○而不凋。44-15(19）

[四日］

八講展莚。○○設會。29-8(7)

[四種］
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[四衆］

所加只○○懸慕之新涙。44-8(18）

[四十一］

騨尊唱滅之期八十。聖鯉總是○○○。43-6(17）

[四十九］

○○○之惠業。國母臨期。40-5(14）

[四十年］

○○○中。利生之願不遂。4俳2(14）

[四重］

勤五逆○○之事。免三悪八難之苦。32-14(10）

[四虚］

於鷲峯等○○十六曾中所説。23-2(2)

[四生］

今思○○之無安。求哀於十方。30-7(8)
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[四徳］

○○菖儀。愛作萬行之備。4牙11(23）

[四八相］

佗方妙覺之果。速證○○○之金容。29-2(7)

功徳林之中。迎○○○之秋月。39-4(13）

→（十○・八萬○千）

【市】

[市中］

○○費身。錐在我願。32－1(10）

【此】

[此岸］

香則求難陀○○之煙。花則華樹提後園之韓。5伽7(24）

【至】

[至哀］

於戯。此問吾等。縦況○○之涙泉。43-8(17）

[至孝］

錐○ ○ 鍾愛之子孫。不能農昏。25-4(4)

[至心］
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→（乃○）

【志】
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→（本○）

【芝】

[芝畝】

悲之又悲。瓊苗同枯於○○。47-4(21）

【始】

○自王侯相將。至干網素男女。44－2(18）

何圖樂未央哀先至。福漸○禍早成。。47－3(21）

一・（敬○）

【枝】

意樹送春。解脱之○鮎韓。30-11(8)

→（一○・花○・南○）

【泗】

【泗水］

○○遺風。待七年而餘慶。5併14(25）

【腿】

[腿歩］

投○○以不留。必届千里焉。34-5(12）

【思】
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法
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[思量］

初燭○○之。後終相談之。35-1(12）

→（孝○・追○・不可○議）

【指】

[指鈷］

方今時時詣墳墓。爲建寺○○形勝。25-3(4)

[指南］

而今佛道記里之車忽擢。向何方而爲○○。52-10(27）

→（弾○・右○）

【施】

[施石］

昔幼日童子之戯。聚沙○○。27－9(5)

[施僧］

供佛○○之姿貯。専任東閣之芳意。52-13(27）

→（法○）

【師】

敬堀礪門之○･講講鷲峯之偶。31-4(9)

→（戒○・弘法大○・出○・大船○・藥○如來）

【紙】

紺瑠璃之○･象教垂跡。32-1(10）

【脂】

[脂轄］

無二無三之車○○．運載爲宗。29-1(7)

【紫】

[紫辰］

亦願上自○○．下及鴎首。27-8(5)

[紫閣］

器期青雲。名顯○○。51-9(26）

[紫徴｝

○○聖徳之居。金輪常照。29-11(7)

{紫磨金］

○○○之文。厩行成字。32－2(10）

今賊提河之滅度二千年。螢○○○而檀雨足。33-9(11）

【視】

[視聴］

○○之悲未半。忌景之期既藻。42-11(16）
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凡厭○○所鯛。言辞無及者乎。52-7(27）

【絲】

[絲竹］

墓上留○○．音曲壷而風燭悲。51-12(26）

【詞】

其○如是者。於本朝有何耽乎。34-14(12）

[詞露］

居武官而威風遠扇。嗜文道而○○自鮮。51-10(26）

【詩】

[詩境］

以其天神爲文道之祖。○○之主也。22-5(1)

[詩書］

九歳携○○．螢政理於 文 學 。 4 4 - 1 ( 1 8 ）

窓中堆○○．計巻罷而塵空積。51-11(26）

[詩篇］

就天滿天神廟。會文士献○○。22-5(1)

【賛】

[賓御］

所生悪業。○○菩提。43-8(17）

[資貯］

供佛施僧之○○．専任東閣之芳意。52-13(27）

【縄】

[網素］
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侯

遠
含
王

夏
○
自

華
○
始

[綱門］

留而消魂者。皆是○○之遺弟。42-8(16）

【歯】

唯須迎日月於仙家。以祝王母之○45-4(19）

→（蛇○）

、ゅ

ン

【字】

－

紫膳令 シ文。胴行成○。32-2(10)

→（萬○・名○）

【寺】

[寺廟］

夫○○者。如來之墳墓也。25-11(4)

【而】

[而立］

弟子自竹 馬 鳩 車 。 至 ○○強仕。24-9(4)

【耳】

目錐暗有○得聞諸法理。27-15(6)

[耳底］

尊儀楢如在干眼前。顯命亦恭留干○○。44-10(18）

[耳目］

○○所鯛。莫不催涙。41-15(15）

○○所鯛。何事不悲。5伽5(24）

【自】

青苔鋪設。○展七淨瑠璃之菌。25-10(4)

將亦○天飛來歎。26-13(5)

居武官而威風遠扇。嗜文道而詞露○鮮。51-10(26）

[自愛］

努力莫爲人中之雲雨。○○不受天上之快樂。48-7(22）

[自以］

於是四十九日。○○馳來。52-12(27）

【自界］

不知妙音暫來○○．假爲後宮歎。46-7(20）

[自在］

夫遊十方而導衆生。瀬音之誓○○。30－8(8)

[自身］

爲○○滅罪生善。無上菩提也。27~3(5)

[自然］
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法
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唯
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[自宗］

凡入唐求法之人。○○者弘法大師。34-9(12）

[自他］

重爲佛法興隆。○○利益。29~7(7)

【似】

○對優曇之一現。合掌花而薫修。26-14(5)

迷惑失礁。○入重霧之中。47-3(21）

【時】《・は時間的な対を有するもの》
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昔
爾
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佛
･坐憂臥憂。空思瑞桾之去日。何朝何夕。

再逢翠篭之歸○。45－8(19）

･便是綺窓瞑目之○･寧非蓮臺結即之日。46-10(20）

･漢宮入内之夜。傍花篭而成微。

荒原送終之○･混松風而添突。47-5(21）

干○芳非候過。清和景蘭。49-9(23）

･昔當正法多智行人之間。～今臨末法少智行

人之○． 52-11(27）

→（花○・五○・四○・片○）

【慈】
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父
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[慈雲］

何臨夕陽之西傾。忽逢○○之東噺。41－8(15）

[慈海］

○○已蜴。共溺懲恩之涕川。40－4(14）

[慈氏］
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[慈親］

九品雲翌。今則三界之○○。39-7(13）

[慈堂］

誠勘我佛道。寧非我之○○乎。35-3(12）

[慈悲］
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[慈父］

嵯呼。衆生○○．今已在此。33-12(11）

[慈母］
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→（大○）

シチ

【七】

【七覺］

菩 提 樹下。○○之華彌鮮。4俳5(14）

彼蓬莱洞之花非不芳。素意久期○○。46-3(20)

[七七忌］
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方
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〔七七日〕

是即為慈母。○○○所逆修也35-6(12）

[七尺］

北芒新墳。已見○○之花樹。51-14(26）

[七浄瑠璃］

青苔鋪設。自展○○○○之菌。25-10(4)

[七匝］

○○香煙。瑠璃之雲成蓋。33-11(11）

{七珍］

名衣上服。○○百味。25-9(4)

[七賓］

○○池中。破波旬以登覺路。42-13(16）

蕩妄想於眞如。捨○○以敬三賓。44-1(18）

→（三五○）
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【失】
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【疾】
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[質朴］

何必○○之愚者。得爲州刺史。22-13(2)

一・（凱○・麗○）

【爆】

鴛鴬衾空。向菖枕而○快。50-4(24）

【櫛】

主我巾○．積以星霜。50-2(24）

ジツ

【日】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
４
６
７
９
１
５
６
８
８
０
２
４
４

ｌ
く
く
Ｉ
〃
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

４
２
３
６
６
く
く
ｌ
く
く
く
く
く
く

一
一
一
一
一
６
４
６
５
５
０
５
５
５

２
６
８
９
１
－
１
－
１
－
１
１
１
－

２
２
２
２
３
３
－
２
－
４
－
一
一
０

３
１
４
３
４
６
７
９
５

４
４
４
４
４

○容

尊
。
之
○
悲
。
之
。

◎

煙
。
慈
○
伽
盈

之
音
・
鱈
。
之
結
。
欲

栢
妙
時
再
在
終
臺
。
○
期

・
蒼
。
博
之
○
。
常
臨
蓮
翫
之
之

突
愛
蔵
而
法
何
年
而
師
非
共
衰
香

○
涙
早
。
鳥
正
・
之
明
大
寧
賜
五
食

有
。
○
積
硲
生
顧
位
輝
岳
。
或
逢
。

。
○
之
○
一
付
不
厚
大
餘
南
時
遅
猶
積

法
之
尊
心
。
。
之
及
。
同
之
○
人
漸

佛
智
鐸
丹
○
○
引
。
蔵
亦
目
。
天
○

祈
大
。
。
之
之
汲
○
早
・
瞑
花
。
之

・
於
上
深
解
世
隔
之
錐
霞
窓
春
來
恨

社
木
山
年
沐
在
氷
齢
○
昇
綺
之
哀
飲

廟
寒
藥
業
溌
値
生
少
佛
其
是
涼
溌
今

祈
媛
浬
白
雪
不
此
從
夫
思
便
清
樂
方
[日月］

唯須迎○○於仙家。以祝王母之歯。45-4(19）

[日本］

弟子者○○國王之與也。27-10(5)
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[日本國］

我是○○○．無才無行。一羊僧也。34-13(12）
■■■■■■■■■■■■■■■■■

→（愛○・一○・菖○・去○・今○・計○・悪○・經○。

昨○・三○・四○・秋○・西○・靜○・送○・大○・不

○・佛○・平○・幼○・耀○・累○・六○）

【賀】

[資歸］

學顯教者往之。往之者有○○之慶。52-8(27）

[資語］

佛事籏作。何疑早證之○○。43-7(17）

[資相］

○○者。法身之舎利也 。 2 5 - 1 1 ( 4 )

、

→（椛○教・眞○）

ン ヤ

【社】

[社蟹］

扶持宗廟。保安○○。24-15(4)

→（廟○・霊○）

【車】
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→（鳩○）

【舎】

[舎利］

資相者。法身之○○也 。 2 5 - 1 1 ( 4 )

→（王○・精○・堂○）

【射】

[射山］

○○計日 。乢 箭頻 移。40-4(14）

→（姑○）

【斜】

[斜暉］

桃梨無衰色。桑楡非○○。46-7(20）

【蔦】

[篇成］

研黄金○ ○ 貫 花 之 偶。45-7(19）

→（繕○）

、ゆ

ンヤ

【邪】

[邪鬼］

寵鍾○○．錯怨氣以歸眞。29-10(7)

、

ン ヤ

【錫】

ク

[錫杖］

○○香塘。或出從鳳凰谷之底。27-1(5)

【鰯】
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[騨迦樹］

縦有枯株依造塔力可榮。何株非○○○。27-5(5)

[騨迦如來］

○○○○．成道二十年之後。23-1(2)

計其賓葬。○○○○一年之兄。39-5(13）

[鯉迦尊］
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然猶○○弟子之合掌。彼一落不再開。4牙10(23）

○○弟子之至心。此遠運可普供。49-10(23)

→（豈○・般○）

【弱】

[弱冠］

昔○○箸緋之時。從先考大相國。24-10(4)

《ジャク＝寂→セキ》

、

ン1

【手】
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不
下
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淡
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若
花
○

－

→（嘉○・畢○・左○）

【主】

言其尊儀。娑婆世界十善之○。39-5(13）

彼金谷酔花之地。花毎春匂而○不歸。49-1(23）

一薗中之花月。相傅失○。50-15(25)

→（聖○・無○）

【朱】

[朱邑］

昔○○之歸邑里也。有壌桐郷之民。31-5(9)

【殊】

[殊勝］
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非

[殊妙］

蕊師如來之本願○○。45-5(19）

→（文○）

【株】

縦有枯○依造塔力可榮。何○非騨迦樹。27-5(5)

→（古○）

【珠】
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求
之
入
女
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深
耶
龍

爲
甚
摩
昔

一・（賓○・摩尼○）

【種】

溌朽壌於甘露之泉。手播白蓮之○。26-2(4)

難解難入。白蓮之○貫花。3仏3(8)

菩提分○．將澗甘露於六趣之身田。45-12(19）

→（分○・六○）

【趣】
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造
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-，（悪○・六○）

、ゆ

ンユ

【受】

[受持］

是故 聴 聞 ○ ○ 者 。 書 罵 供 養 者 。 2 9 - 1 ( 7 )

[受圃］

－

夫圓融院者。常○○所草創。42-12(16）

[受病］

夏季○○．秋初背世。5俳13(25）

【瀞】

哀樂如夢。未献是界之○。45-7(19）

[癖木］

同浴佛海之無邊。須保○○之不老。32-13(10）

[癖命］

○ ○長遠。無有横死。26-10(5)

扇梵風而増○○．薬師如來之本願殊妙。45-5(19）

[癖壁］

百二十之○○．可資妄語於如來。41-8(15）

→（福○）

【樹】

安樂界中。肇覺花於彌陀之○。50~8(24）

[樹提］

花則筆○○後園之葎。5彫7(24）

、

→（異○・温○・花○・騨迦○・庭○・鉢羅○・菩提○・

菩提道○・賓○）
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甑

紅
春
蘭
南
[秋宴1

月前之○○．吹玉笛以自操雅音。44-9(18）

[秋月］
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佛儀不見。只見春花○○。24-11(4)

功徳林之中。迎四八相之○○。39-4(13）

八萬四千之相。○○滿而高懸。42-5(16）

弘徽之○○．夜永不許濁看。47-15(22）

[秋山］

○○運心。所設者百羅漢之綺饅。41-13(15）

爲禦○○之寒風。追贈福田之法衣。51-2(25）

[秋日］

承露之盤。非○○以永映。23-13(3)

[秋初】

夏季受病。○○背世。5俳13(25）

[秋水］

龍頭鶴首之舟。棹穿○○。32-9(10)

故劔在傍。撫○○而流 涙 。 5 1 - 1 2 ( 2 6 ）

[秋風］

饗林忽唱滅度。至悲者椒庭寡居之○○。44-5(18）

一・（今○・春○・昔○・千○・千萬○・長○）

【修】

[修學］

才名超衆。○○命世。34-10(12）

[修行］

○○是勤。罪根漸減。34-7(12）

爲求法不來。爲○○即來也。34-14(12）

[修善］

断悪○○．離苦得樂。28-10(6)

[修福］

聖主毎度。○○於七箇寺 。4 0- 4( 14 ）

→（移○・逆○・薫○）

【袖】

落花顎鍋之光。寧如翻○。23-15(3)

林花綴珪。盈○而散。49-10(23）

【終】

[終制］

豈圃北芒駕促。菅○○於老翁。50-14(25）

→（善○・送○・臨○）

【衆】

[衆色］

錐向○○．不起見欲。28-2(6)

[衆心］

○○歓喜。得未曾有。33-12(11）

[衆人]

商然則I露膳於三寅。兼解潮於○○。34-12(12）

[衆生］
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厭
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夫
一
○
是
令
嵯
共
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佗
○
[衆望］

我願已滿。○○亦足。、25-16(4)

[衆力］

因遊弟子致一心合○○。28-6(6)

一・（四○・大○・超○・天○・徒○・利○生）

【愁】

[愁雲］

夫菩提道樹之月影。遂隠沙羅之○○。52-3(27）

[愁惹］

或多○○無依枯之人等也。46-5(20）
－

[愁色］

草木○○．況於蘭省梨園乎。44-9(18）

【聚】

【聚沙］

昔幼日童子之戯。○○施石。27-9(5)

【鴬】

{篤子）

○○無墜之智。振英聾於暮春之風。2牙8(7)

【鷲】

[鷲頭］

謂扇○○之餘風。併滅阿尾之蕊焔者。3伽13(8)

○○雲霧。鶏足山開。45-10(19）

[鷲峯］

於○○等四処十六會中所説。23-2(2)

敬堀礪門之師。講演○○之偶。31-4(9)

如來不住。何山非○○。40-6(14）

[鷲嶺］

青草敷煙之堤。宛如○○。32-9(10）

→（霊○山）

ジュウ

【十】

[十家］

螢政理於文学。通百家以重○○。44-1(18）
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[十界］

所修功 徳 。 廻 向 ○○。27-7(5)

[十九］

聖電遁世之初○○．鐸尊蓋乃二十九。43-5(17）

[十講］

五日○ ○．供養演説。 3 5 - 6 ( 1 2 ）

[十號］

今沸九尊方庚之場。新加○○圓明之位。50－8(24）

[十座］

五日○○．供養講演。49-5(23）

[十四］

星霜○○廻。胸臆千萬緒。31-15(10）

[十善］

言其尊儀。娑婆世界○○之主。39-5(13）

碩徳被物。頒○○於四観。45-1(19）

[十念］

寸 心 不凱。○○無休。46-10(20）

[十方］
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[十萬億］

○○○之國土何言遥。44-11(18）

[十六］

於鷲峰等四虚○○會中所説。23-2(2)

將歸○○大會之煙 霞。32-7(10)

→（九○・三○二・四○一・四○九・四○年。二○九・八

○・八萬○二・百二○）

【重】

[重寄］

弟子○○過器。渥澤溢身。49-2(23）

[重臣］

王助者晋之○○也。築寺於祖父之廟北。25-13(4)

[重霧］

迷惑失擦。似入○○之中 。4 7- 4( 21 ）

→（九○・三○・四○）

【縦】
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【夙】

[夙夜］

院花春暮。只○○於覇陵之松。43-6(17）

○○在公。非正不踏。51-10(26）

【宿】

[宿懐］

携母 將留 。亦 可乖 ○○ 。3 5－ 1( 12 ）

[宿習］

唯随○○之所催。任運命之自然而已。35-8(12）

[宿昔］

草創之功。錐在○○。23-11(3)

[宿報］

弟子○○可思。後生可鰡。28-2(6)

[宿望］

長秋宮之月非不潔。○○偏三明。46－3(20）

→（曜○）

シュツ

【出】

[出家］
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【出師1

遂議征伐而○○．更惑滅亡而泣罪。30-5(8)

[出世］
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→（鰯○・涌○）
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【術】
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→（治○）
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彼金谷酔花之地。花毎○句而主不歸。49－1(23）

[春花】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
５
６
２

〃
ｌ
１
１
２

１
く
く
く

１
１
５
５

－
１
－
１

４
－
２
－

２
１
４
７

４
４

０
０

鮮
勤
。

。
箏
永
翫

月
而
以
共

秋
○
貫
賜

○
○
○
或

○
貫
○
暹

見
。
。
日

只
軸
文
。

。
並
之
○

見
之
一
○

不
乘
顯
之

儀
小
三
涼

佛
大
開
清
[春官］

登壁之路欲趣。脱去○○及第之抱。51-1(25）

[春秋】

買○○於法篦。以表臣子之誠。45-5(19）

公主○○十有五初入内。46-2(20）

[春洞］

遠近遺恨。不見○○連快之柳腰。40-10(14）

[春風］

姑射山之上。送八十年之○○。39-4(13）

兼期○○･敬展講席。45-7(19）

[春夢］

抑朝露易滅。○○非長。29-2(7)

【春遊］

花下之○○．揮神筆以手書御製。44-8(18）

→（去○・送○・暮○・毎○）

【俊】

後慮既○．佛心唯照。45-12(19）

【舜】

[舜帝］

有虞○○之徳。風悲玉山之東。43-4(17）

、

ンヨ

【且】

○尋上皇之叡襟。○奉中宮之令旨。40-11(14）
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[初心］

価長保六年三月一日。結華構償○○。25－5(4)

去年○○．只契延齢之験 。4 5- 9( 19 ）

【庶】

[庶幾］

一夕五起・篭所○○也。45-3(19）

[庶類］

慈悲爲舟。濟○○於苦海。30-3(8)

ジ ヨ
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[如意］

爲滿求願。愉之海中○○之珠。23－2(2)
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→（騨迦○○・多寶○○・藥師○○）

→（眞○）

【助】

[助成］

増益我願。○○我願。27-9(5)

→（福○・冥○）

【除】

[除病］

○○延命之願。已以不諸。51-3(25）

【野】

[野巻］

窓中堆詩書。○○罷而塵空積。51-11(26）

ショウ
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【少】

恨而更恨。莫恨於○先親 。5 俳1 2( 25 ）

[少分］

方寸所憶。何宣○○。46-15(21）

[少陽］

○○之宮。龍胎勧延年之術。32-12(10）

→（最○・年○・幼○・老○）

《ショウ＝正→セイ》

【床】

珊瑚○下。鏡匝遺染涙之塵。45-8(19）

【承】

【承天］

月宮留影。錐得○○之名 。 2 9 - 4 ( 7 )

[承歩］

斑花○○・噸化之跡長芳。31-12(10）

[承露］

○○ 之 盤。非秋日以永映。23-13(3)

【昇】

[昇霞］
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【松】

院花春暮。只夙夜於願陵之○。43-6(17）

[松笥］

夫雲林院者。○○有心之地。23-11(3)

{松煙］

－

張芝池畔。○○非深。41-10(15）

[松下］

向彼○○。則賊二恩父母之廟壇。25-3(4)

[松響］

縄素含哀。空聞暮山咽嵐之○○。40-10(14）

[松栢］

木幡山淨妙寺者。○○有心之地。26-6(5)

[松風］

荒原送終之時。混○○而添突。47-5(21）

苔穂雲靜。○○只一聾。5'15(25）

[松門]

堂上有齢傾之老母。泣後事於○○之煙。52-6(27）

[松羅］

○○之契。於今相違。51-13(26）

【消】

朝 露易○。暮雲難繋。35-9(12）

[消魂］

留而○○者。皆是細門之遺弟。42-8(16）

[消災］

華夷○○．幽顯蒙盆。27-8(5)

[消滅］

所生功徳。○○黒業。48-7(22）

【唱】

[唱滅］

繰尊○○之期八十。聖霊纏是四十一。43-5(17）

【渉】

[渉歳］

思 以○○．不敢語人。24-12(4)

【勝】

[勝業]

皆以○○．先喪神祇。32-11(10）

以此○○．奉訪孤魂。47-8(21）

[勝利］
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→（形○・最○・殊○・濁○）

【掌】

[掌花1

似對優曇之一現。合○○而煎修。26-14(5)

一・（合○・拙○）

【椒】

[椒庭］

至悲者○○寡居之秋風。44-5(18）

[椒房］
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【象】

自○妙相於如來。恩徳之餘。普及遠近。44-11(18）
－

[象教］

紺瑠璃之紙。○○垂跡。32-1(10）

→（海○・乗○・白○・龍○）

【照】

ｊ
ｊ
ｊ

６
９
６

く
１
２

３
〃
ｌ
〃
’

一
２
９

羽
訓
卜

５
５

４

．○未
。
。

月
○
憤

之
唯
幽

氏
心
我

慈
佛
○

。
。
悲

中
俊
大

海
既
・

死
慮
願

生
後
仰
[照見］

佛子心有難忍之事。如來重○○之。34-16(12）

[照地］

道儀○○・九億之人皆來。27-1(5)

[照明］

何謀能救。懇白毫之○○。29-5(7)

→（常○・遍○）

【構】

[構揚］

■■■■■■



44

有爲之悲難忘。不待○○之期。39-6(13）

【調】
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【錆】

[錯魂］
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[蛸塵】

華夷○○．霊感四海之靜譜。24-3(3)

【鍾】

[鍾愛］
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[鍾儀］

彼○○之遇繁囚也。尚奏楚樂。34-14(12）
I■■■■■■

【鐘】

[鐘鼎］

錐生○○之門。未見騎慢之色。50-1(24）

→（洪○）

【證】

[證果］

一准在世之御願。併肇○○之良因。41-16(15）

[證明］

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
４
５
８
２
８
９
３

く
く
く
ｌ
く
１
１
１
２

６
２
１
５
２
く
く
く
〃
’

一
一
一
１
１
２
１
２
９

３
４
６
－
一
一
１
１
－

２
２
２
６
０
４
－
－
９

２
３
３
４
５
４

４
４

○
。

○
隣

○
有

之
之

。
佛
徳
。

葱
世
聖
○

無
。
三
見
○
。
。
。

。
○
徳
仰
知
可
○
○
○

○
一
○
功
。
。
來
○
○
○

○
・
○
漢
岸
如
見
垂
見

見
象
○
羅
無
。
知
共
知

知
白
。
之
之
願
佛
。
。

佛
之
場
口
波
心
諸
方
埋

諸
牙
道
餘
恩
有
。
十
薩

願
六
此
百
○
然
願
世
來

仰
駕
入
堀
○
商
仰
三
如

→（速○）

ジヨウ

【上】

○征兜率。西遇彌陀。26-3(4)

○則増加新佛理路之末光。46-11(20）

[上下］

長安洛陽 。 貴 賎 ○○。32-5(10）

[上首］

鳳衞屡降。加崇階於龍象之○○。52-10(27）

[上上］

輝波澄意。欲開○○之蓮。32-10(10）

[上品］

彌陀尊之設蓮臺。望○○又仰下品臭。48-8(22）

[上服］

賓蓋瞳幡。名衣○○。25-9(4)

→（山○・池○・頂○・天○・塔○・堂○・無○）

【丈】

[丈六］

此貧道之功也。○○適叶人望。33-10(11）

【冊】
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《ジョウ＝定→テイ》

【乗】

[乘象］

普賢菩薩。○○降臨。30-12(8)

[乘杯］

白足青眼之輩。諜腹○○之人。32-7(10）

→（一○・大小○・萬○）

【常】

[常在］

夫佛日錐早蔵。餘輝明而○○。43-15(18）

[常照］

紫微聖徳之居。金輪○○。29~11(7)

[常啼大士］

○○○○之本誓。懸心展昏。31-15(10）

[常啼菩薩］

還 類 ○ ○ ○ ○ 之 筈 身 。 2 3 - 6 ( 2 )

[常念］
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○
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[常鳴】

飾金之鐸。待曉風而○○。23-13(3)

[常樂］

○○風吹。忽令開敷。46-11(20）

【常理］

○○之中。猶有難忍。41-6(15）

錐知苦海之○○．還迷涙川之難留。5俳1(24）

→（無○・凱○）

【情】

以利他忘己之○爲○。32-3(10）
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大慈在○．撫萬姓於一子。45-1(19）

→（哀○・献○・悲○・無○）

【淨】

[淨土］
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→（七○瑠璃・清○）

【場】
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→（戦○・道○）

ショク

【色】
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→（一○・花○・五○雲・才○・衆○・愁○・眞○・衰○

【食】

･鍵○）

衣錐破繊憶之衣是全。○錐乏耐悦之○是非聖。27-15(6)

方今飲恨之日漸樹。○香之期欲盈。50-5(24）

→（寝○）

【植】

【植因］

令慈母現當○○結縁也。35-7(12）

【飾】

菩提之○。随分欲訪。51-13(26）

[飾金］

○○之鐸。待曉風而常鳴。23-13(3)

【勝】
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【燭】

[燭物］

○○之感。莫不催悲。45-8(19）

[鯛類］

抑追思往事。○○鎖魂。44-8(18）

ジョク

【辱】

無怨無怒。無喜無○。28-2(6)

シン

【心】
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(心肝］

○○屠而不靜。如呑風胡於胸中。52-6(27）

[心願］

商 然有○○．如來可證明。34-2(12）

[心事］

我若向後至大位。○○相譜者。24-11(4)

[心緒］

欲述○○．舌根結而易凱。46-15(21）

[心地］

一旦背世之憂。已褒○○之焔。50~3(24）

[心中］

冊○○發願之後。新結構多賓塔一基。23-12(3)

0ｹ以○○發願之後。新結構多賓塔一基。26~11(5)

-．（一○・叡○・勧○・歸○・虚○・苦○・葱○・刻○。

至○・衆○・初○・信○・寸○・清淨○・專○・善○・

丹○・發○・悲○・佛○・菩提○・有○）

【臣】

[臣子］

買春秋於法建。以表○○之誠。45-5(19）

[臣妾］

莫不○○感其恩。華夷歸其徳。42-6(16）

○○猶期浮沈於仙院之月。44-3(18）

→（菖○・重○・人○）

【身】

○已有若亡。人間既非可求名利。27-14(6)
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[身後］

唯是充○○之追福而已。31-5(9)

[身子］

○○説經。頭面禮佛。33-10(11）

[身田］

○○迎夏。 定 悪 之 水浮光。30-11(8)

菩提分種。將澗甘露於六趣之○○。45-12(19）

→（化○・後○・三○・自○・前○・即○・費○・凡○・

【信】

砂○・佛○・分○・愛○・法○・老○）

是以勵拙掌而馳筆厘。以○爲嘉手。25-6(4)

佛界貴○不貴財。世尊依誠不依物。47-8(21）

是以表○丹青。奉圖繪胎蔵金剛両部曼茶羅各一鋪。

49-3(23）

天之與善。從蓬難○51-11(26）

[信心］

今勤○○之悪業者。唯添法身之莊縦也。42-14(16）

[信力］

仰愛身於多賓如來。尋○○於雪山童子。28-5(6)

→（音○・潔○・催○）

【神】

是天之工也。是○之 福 也 。 2 2 - 4 ( 1 )

○之福謙。又亦如何。51-11(26）

[神威］

割薄俸而筋○○．只侍熱田擢現之垂跡。23-7(2)

[神祇］

皆以勝業。先資○○。32-11(10）

[神道］

花言綺語之遊。何盆於○○。22-6(1)

[神筆］

花下之春遊。揮○○以手書御製。44-8(18）

[神愛］

○○ 放光。暗冥之霧證散。28-14(7)

[神明］

欲歸故郷之期。今不期。○○願賜遜呪。23-7(2)

其中若有○○不享之吏。 2 2 - 1 1 ( 2 )

[神力］

阿育者阿閣世王之孫也。假○○而責鬼傭。27-10(5)

→（一○・善○・天○）

【眞】

[眞空］

佛日懸光。○○之理已顯。31-12(10）

[眞資］

凡棄恩入無爲。○○之報恩。35-4(12）

[眞如］

○○捺落。在善悪之因縁。31-13(10）

忽出冷泉之賓宮。永遷○○之華界。39-2(13）

定知○○宮裏。三明之月更朗。4俳5(14）

○○定是把孔雀之尾掃宮塙。40－9(14）

四海之家未作貧也。豈若○○之寂靜。41-7(15）

蕩妄想於○○．捨七賓以敬三賓。“－1(18）

○○新餅。定現萬字於胃前。45-10(19）

[眞色］

丹丘青塚。忽具如來之○○。25-12(4)

→（歸○）

【晨】

[農昏}
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[展省］

○○昏定。所問者玉枕之高卑。45-3(19）

-，（沸○）

【深】

[深淵］

訓俗少術。践薄沐於○○。30－5(8)

[深窓］

養在○○。外人不識。47－1(21）

→（甚○）

【新】

[新加］

今佛九尊方廣之場。○○十號圓明之位。50~8(24）

[新奮］

綴剃髪髪以入道。○○皆識追従於輝門之雲。44-3(18）

[新潟］

受五部法。○○智水於瓶中。42-7(16）

[新成］
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[新佛］

上則増加○○製略之末光。46-11(20）

[新墳］

北芒○○．已見七尺之花樹。51-14(26）

[新愛］
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今朝○○．欲開出世之門。45-9(19）

[新涙］

菩提之錺忽成。所加只四衆懲慕之○○。44-8(18）

【寝】

[寝食］

不聞干今仁王垂哀憐。不知又我老身忘○○。48-5(22）

[寝膳］

而上月中旬。○○乖例。50-2(24）

[寝病］

而○○無程。即世太速。51-10(26）

→（燕○・菖○）

【鏡】

視聴之悲未半。忌景之期既○。42-11(16）

【薪】

機 縁○減。花界駕催。42-8(16）

【親】

恨而更恨。莫恨於少先○。5，12(25）

【親舅］

常恐偏以○○．垂老而輔佐壯年之君。44-10(18）

[親疎］

凡厭六道○○・四生大 小 。 4 1 - 1 5 ( 1 5 ）

→（一○・怨○・慈○・二○）
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[人臣］

年三十極○○之位。十一年恭王佐之任。24-13(4)

[人世］

我母不是○○之母。是善縁之母也。35-2(12）

[人中］

夫以。○○之尊。猶現四枯之相。46-1(20）

努力莫爲○○之雲雨。48-7(22）

[人望］

此貧道之功也。丈六適○○。33-10(11）

[人民］

或催功徳於○○．或得恭敬於草木。32-6(10）

[人命］

嵯呼。○○不定。吾生難知。49-1(23）

[人倫］

錐誠禽獣楢思郷土。況於○○。34-15(12）

→（醤○・一○・化○・外○・金○・古○・衆○・千萬○

･善女○・天○・婦○・舞○・萬○・李夫○）

【甚】

[甚深］

ｊ
ｊ
８
０
く
１
８
ｌ
一
８

０
－
３
２３

．○○
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之
之
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月
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類
象

群
海

救
・

而
義

界
之

三
○

兼
○

【陣】

【陣雲］

東山桿命之徒。○○漫起。30-5(8)

【尋】

(尋古1

在今○○・世異趣同。30-10(8)

→（追○）

【塵】

ｊ
ｊ
ｊ

６
９
５

１
１
２

１
く
く

０
８
４

１
－
１

－
５
－

２
４
０

４
５

．積漸○
。
。

之
○
巻

巻
之
千

經
涙
幾

．
染
簡

窓
遺
竹

之
厘
。

揚
鏡
深

讃
。
○

日
下
閣

平
床
芸

皇
瑚
今

法
珊
方

[塵蒻］

○○寄身。恐滞成佛之道。29-4(7)

[塵數］

彼岸引接之因。普濟三千界之○○。29-2(7)

→（鴛○・鎖○・吹○・俗○・逃○・微○劫）

【護】

[識期］

五 内無靜日。四運有○○。48-15(23）

{壷善1

初謂○○壼美。具足以快薫修。23-1(2)

[識美］

初謂議善○○．具足以快薫修。23-1(2)

→（開○・五○・説○）

ス

【須】
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[須彌］

播干一善之蒋芥。納於百億之○○。31-4(9)

[須実］

○○之激樂。還爲苦縁。29-3(7)

スイ

【水】

ｊ
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ｊ
ｊ

２
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０
６
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１
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１
８
９
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光
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年

○
○
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一

之
之
湛
行

汗
悪
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苦

演
定
天
之

。
。
。
河

信
夏
誠
連

潔
迎
之
熈

有
田
疑
於

筍
身
精
過
[水音］

尼連輝河之○○．空咽賊提之涙浪。52-3(27）

[水寂］

餘年之○○者。汝之所可螢。35-3(12）

→（泗○・秋○・湛○・智○・法○・萬○・鱗○・漏○）

【吹】

[吹塵］

文官武官。共勵○○横草之忠節。29-12(7)

【垂】

[韮跡］

割薄俸而筋神威。只侍熱田樅現之○○。23-7(2)

紺瑠璃之紙。象教○○。32-2(10）

[韮涕］

時也大衆中。或○○日。33-12(11）

[韮柳］

○○婆娑之態。難及韓腰。23-15(3)

[垂老］

常恐偏以親剪。○○而輔佐壯年之君。44-10(18）

○○楢懇。仕而用朝者。亦誰愛之暗通。48-14(23）

【翠】

[翠蛾］

玄髪○○．莫不洛川之麗質。46－2(20）

[翠柳］

○○不濃。何胎霜後之悔。29-3(7)

[翠篭］

何朝何夕。再逢○○之歸時。45-8(19）

→（蒻○）

【衰】

[衰色］

桃梨無○○．桑楡非斜暉。46-6(20）

→（五○）

【酔】

[酔花］

彼金谷○○之地。花毎春匂而主不歸。49-1(23）

[酔後］

保賓珠於○○．照燃燈 於暗中。29-1(7)

【趣】
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○
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以
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干
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謝
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月

徒
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・
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。
日
。
。
樹

成
養
深
二
壷
夜
道

大
供
契
廿
五
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其
能
世
月
漏
道
菩

○
不
出
六
夜
入
夫
【誰】
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如
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鵬
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妬
３
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網
酔
副
疹

４
４
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而
。
背

縦
・
深
令
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加
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。
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蓮
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。
心
之
之
。
在
。
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民
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樹
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短
留
悪
愛
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望
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王
而
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○
者
所
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非
○
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校
○
○
是
亦
養
・
仰
長

○
向
家
國
之
鮓
。
。
。
供
蘭
○
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。
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○
之
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俟
者
者
之
孟
・
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土
葱
於
泡
十
之
浮
世
朝
使
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率
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萬
二
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用
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降

云
躬
後
婆
八
十
園
而
而
不
月
一
軍

既
省
訪
娑
況
三
故
生
仕
○
七
無
法

ズイ

【晴】

[晴高祖］

況○○○之建仁祠。愛戦場於頗梨之閣。30-9(8)

【瑞】

材明六通。文殊能辨○於往昔。28-15(7)

【随】

[随縁］

即謂法輪以恒縛爲宗。善根非○○不感。49－7(23）

[随喜】

ｊ
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ｊ

７
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く
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－
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牙
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公
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佛
會

祇
諸
集

地
・
廣

神
願
爲

天
伏
側

[随分］

菩提之飾。○○欲訪。51-13(26）

[随無］

豈 圖 随 有 ○ ○ ． 低 頭 以 繊 供 給 。 2 3 - 1 ( 2 )

[随有］

豈圖○○随無。低頭以織供給。23-1(2)

【随類］

又不知観音欲度○○．爲現化身歎。46-7(20)

スウ

【崇】
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[崇階］

鳳衞屡降。加○○於龍象之上首。52-10(27）

【櫃】

[櫃鍵］

構止翻以爲桑門之○○。52-8(27）

《すなわち＝乃→ダイ》

スン

【寸】

[寸心］

○○不凱。十念無休。46-10(20)

→（方○）

セ

【世】

１
１
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３
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秋

。
○
者
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古
爲
○
病

尋
不
在
受

今
天
而
季

在
夫
生
夏
[世界］

大千○○．遍戴慈悲之雲。31-12(10)

是娑婆○○衆生。徒累火血刀之業因焉。33-5(11）

[世尊］
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城
法
。
。
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舎
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信
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及
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貴
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衆
○
上
界

殊
徒
○
無
佛

→（厭○・今○・現○・在○・三○・出○・人○・即○・

ゼ

【是】

遁○・背○・命○・來○・理○）

昨日爲○．今日爲非。35-9(12）

[是界］

哀樂如夢。未献○○之詳。45-7(19）

→（便○）

セイ

【正】

[正覺］

於此造塔。爲祖考先霊成等○○也。27-3(5)

[正法］

不値在世之日。不生○○之時。33-6(11）

昔當○○多智行人之間。52-11(27）

→（八○）

【生】

夫天不爲世之寅○而譲其死。47-13(22）

[生死］
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段
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○
山
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分
大
與
[生者】

○○必滅。繰尊未免栴檀之煙。49~15(24）

[生生］

綿 綿 此 恨 。 ○ ○ 何 忘 。 4 7 － 5 ( 2 1 ）

[生前］

佛者○○之御願。以三尊爲賓朋。44－6(18）

[生善］

爲自身滅罪○○．無上菩提也。27-3(5)

→（一○・改○・群○・往○・後○・濟○・四○・衆○・

前○・長○・浮○・平○・利○）

【成】

[成蓋］

七匝香煙。瑠璃之雲○○。33-11(11）

[成功］

漸漸合力。微微○○。32-1(10）

[成劫］

○○壌劫。前身後身。31-13(10）

[成子］

早尋○○之石。永贈王母之玉。43-5(17）

[成聚］

道場之髄漸具其下。○○成邑。26-9(5)

[成道］

穏迦如來。○○二十年之後。23-1(2)

[成佛］
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身
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是
願
教
{成邑｝

道場之髄漸具其下。成聚○○。26-9(5)

→（葛○・助○・新○・大○）

【西】

阿閣世王之夢。煙暗金河之○。43－4(17）

上征 兜 率 。 ○ 遇 彌 陀 。 2 6 - 3 ( 4 )

【西極樂］

今弟子揮涕。欲開九品於○○○之池。47-9(21）

[西傾］
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何臨夕陽之○○・忽逢慈雲之東断。41-7(15）

[西日］

常念○○影斜。付後事於吾子。5酢13(25）

[西方］
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[西面］

公主臨終之間。○○暇JL｡46-9(20)

→（平○）

【青】

[青烏］

○○催悲。三泉之肩長鎖。50-3(24）

[青雲】

白雲○○之低昂。迎遊塔之鳥。26-13(5)

器期○○・名顯紫閲。51-9(26）

[青眼］

白足○○之班。蝶腹乘杯之人。32-7(10）

[青草］

○○敷煙之堤。宛如鷲嶺。32-8(10）

[青苔］

○○鋪設。自展七淨瑠璃之菌。25-9(4)

[青塚］

丹丘○○・忽具如來之眞色。25-12(4)

→（丹○）

【政】

[政理］

螢○○於文學。通百家以重十家。44-1(18）

【星】

[星階］

○○昔位。便是月輪之基。49-11(23）
■■■■■■■■■■■■

[星霜］

○○十四廻。胸臆千萬諸。31-15(10）

主我巾櫛。積以○○。50-2(24)

[星羅]

玉軸○○ ． 見 嶋 山 之積玉。25-10(4)

→（金○・銀○・定○）

【省】

[省躬］

○○弥葱。向誰而訴。33-6(11）

→（展○・蘭○）

【剛】

母儀之○．蛇歯献駐老之方。32-12(10）

→（荒○）

【肌】

今冬啼眼寒。沐承○而無乾。47-5(21）

【雄】

－

[族徳］

匪石之所思。書妙法而代立碑○○之文。25－6(4)

【清】

[清虚］

－

苦海將救。途入佛海之○○。42-7(16）

[清淨］

心汚不必○○．準縁非無所葱。27－2(5)

[清淨心］

以○ ○ ○ 造 作 佛 塔 。 2 6 - 1 0 ( 5 )

【清凉］

○○之春花。日遅或賜共翫。47-15(22）

[清和］

千時芳非候過。○○景蘭。49-9(23）

→（澄○）

【棲】

[棲息］

當受圖所草創。類脱履而○○。42-12(16）

【聖】

[聖忌］

方今七七○○．光陰欲盈。44-6(18）

[聖主］

○○毎度。修福於七箇寺。40-4(14）

[聖燈］

去春以還。○○不豫。4酢1(14）

去冬以降。○○不豫。42-7(16）

於是今年五月。○○不豫。44-3(18）

[聖朝］

4 ■ ■ ■ ■ ■ ■

以 此善 根 。 奉 祈 ○ ○ 。 3 2 - 1 1 ( 1 0 ）

[聖徳］

紫微○○之居。金輪常照。29~11(7)

證明恩波之無岸。知見○○之有隣。3俳12(8)

[聖明］

弟子上位○○之恩。下泣父子之愛。48-2(22）

[聖慮］

鳳舞鴬歌。錐乖去年之○○。40-8(14）

I聖鍾1

○○冤霊之相異。霊住法雲。24-3(3)

我○○陛下。拠羅圖而逃塵。39-3(13）

惚華此悪業。奉勝○○。39－7(13）

○○陛下。早尋成子之石。永臘王母之玉。43-5(17）

○○遁世之初十九。舞尊蓋乃二十九。43-5(17）

繰尊唱滅之期八十。○○縄是四十一。43-5(17）

我○○陛下。七歳即帝位。43-15(18）

→（凡○）

【誠】

精款之○．天人湛栴檀之水。32-8(10）

至干總素男女。各皆輸○勵行。44-2(18）
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→（致○）

【精】

[精款］
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[精舎］

先公相府建立○○実。49-8(23）
[精進］

爲慈母一月十日。○○歸依。35-6(12）
［精明］

朝野巻霧。皆戴三光之○○。24-4(3)
[精霊］

○○冤魂。浴法雨而離垢。27-8(5)
→（研○）

【蓄】

夫遊十方而導衆生。観音之○自在。30-8(8)
[誓護］

復○○左府殿下。息災延命。千秋萬歳。23-5(2)
→（本○）

【噺】

胡馬非北風不○･越鳥非南枝不巣。34-15(12）
【整】

{整理］

是故別命伶倫。○○音樂。23-15(3)

【靜】

[靜日］

五内無○○・四運有蓋期。48-15(23）

[靜證］

華夷鎖塵。證感四海之○○。24-3(3)

→（寂○・不○）

【聾】

－

荒靭尋○虫響。非前年之聴。41-15(15）

[聾建］

○○調樂。欲備天衆之降臨。40-7(14)

【竪名］

往年爲榮分。爲○○ 。22-4(1)

→（哀○・一○・英○・越○・音○・磐○・婆○聞・

風○）

セキ

【夕】

何朝何○．再逢翠篭之歸時。45-8(19）

[夕陽］

何臨○○之西傾。忽逢慈雲之東断。41-7(15）

一'（一○・暁○）

【石】

夫近塔之○．鍵爲美玉。27-3(5)

早尋成子之○・永贈王母之玉。43-5(17）

[石火］

廻可香煙之不絶者。無恨○○之早敲突。31－7(9)

→（咽○・劫○・施○･磐○）

【赤】

[赤栴檀］

昔切利天之安居九十日。刻○○○而摸尊容。33-9(11）

→（方○）

【昔】《・はく昔時一今時〉を対照するもの》

｡○玄共三蔵～今白衣弟子。23-3(2)

○弱冠著緋之時。從先考大相國。24-10(4)
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○一婆盤聞之展齋筵。閥勤三明之炬。32-5(10）

｡○切利天之安居九十日｡～今践提河之滅度二千年。

33-8(11）
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又上皇○有奉篇一切經之叡念。41-10(15）

｡○龍女献珠｡～今弟子揮涕。47-9(21）

○李夫人之反魂。尚可努方士。48-3(22）

｡○當正法多智行人之間｡～今臨末法少智行人之時。

[昔位］

52-11(27）

星階○○．便是月輪之基。49-11(23）

[昔秋］

故宮寄眼月光。殊○○之色。41-15(15）
[昔容］

殿庭之儀不改。所欠只一人慈悲之○○。44-8(18）

→（往○・宿○・平○）

【寂】

[寂寂］

古塚梁々･幽埴○○。24-10(4)

［寂靜］

四海之家未作貧也。豈若眞如之○○。41-7(15）

[寂滅］
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圓融亭午 。 ○ ○ 平 西。33-4(11）

無相之月早藏。錐顯○○之理。39-6(13）

【跡】

蓋慕古人顧墓側之○．所草創也。26-8(5)

壁花承歩。應化之○長芳。31-12(10）

→（遺○・垂○）

【碩】

[碩徳］

○○被物。頒十善於四獺。4号1(19）

【積】

[積玉］

玉軸星羅。見嶋山之○○。25-10(4)

[横功］

其○○累徳。致誠専心者。34-5(12）

【賊】

向彼松下。則○二恩父母之廟壇。25-3(4)

セツ

【刹】

[刹那］

○○之榮花。更嬰枯木。、29-3(7)

【拙】

[拙掌］

是以勵○○而馳筆厘。以信爲嘉手。25-6(4)

亦穿○○而奉冨墨字妙法蓮華經一部。31-3(9)

【屑】

職娑婆遺哀。縦○千行於眼下。45-10(19)

【雪】

○壷氷解之日。付硲鳥而傅妙音。31-6(9)

[雪山］

醍醐味澗。 豈 求 ○ ○之中。28-15(7)

[雪山童子］

仰愛身於多賓如來。尋信力於○○○○。28－5(6)

[雪意］

匡衡幸出顔巷之○○。22-12(2)

[雪髪］

況○○齢逼。黄壌期 催。31－1(9)

【雪夜］

椒房花朝。 蘭 殿 ○ ○。45-2(19）

[雪嶺］

或降自○○香山。或至自篭園奈苑。32-7(10）

【説】

[説證］

錐歴一劫。不可○○。47-6(21）

[説法］

ｊ
ｊ
Ｏ
４
１
１
く
く

麹
硫

３
４

◎
◎

漏
苑

夜
鹿

臨
非

更
野

・
何

後
。

之
隣

○
有

○
○

亦
○

況
抑

昔騨迦善逝。爲報摩耶之恩昇初利而○○。41-9(15）

→（經○・調○）

【甑】
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【舌】

目錐暗有○．得調一乘經。28-1(6)

[舌根］

欲述心緒。○○結而易凱。46-15(21）

→（鴬○）

セン

【千】

[千花］
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[千官］

○○景從。本是諸天之愛子。39-7(13）
■■■■■■

[千行］

喧沙婆遺哀。縦屑○○於眼下。45-10(19）

[千秋］
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[千僧］

愛展一日之錦莚。普施○○之綺磯。30-10(8)

【千比丘］

羅暹分味。所助者○○○之霞渡。41-13(15）

[千幅］

金輪○○．道被飛帝之先。32-11(10）

[千萬億］

○○○之悲情。更訴遺恨於何虚。41-8(15）

[千萬秋］

哀哉片時不見。欝腸宛如○○○。48-4(22）

[千萬人］

誹誇盧胡者。已○○○。34－8(12）

{千萬緒］

星霜十四廻。胸臆○○○。31-15(10）

[千門］

皆報○○萬戸之献娯。29-12(7)

[千葉］

今秋之悲涙。欲開覺蘂於○○之蓮。51-5(25）

[千里］

投腿歩以不留。必届○○焉。34-5(12）



53

[千僚］

三台九疎。百辞○○。32-13(10）

【仙】

→（一○・三○・三○界・大○・二○年・八萬四○）

[仙院］

臣妾楢期浮況於○○之月。44-3(18）

[仙家}

唯須迎日月於○○．以祝王母之歯。45-4(19）

[仙居］

差移○○於九重之裏。45-2(19）

[仙殿］

○○新成。錐恨長生之虚名。43-7(17）

[仙躍1

十萬億之國土何言遙。早迎○○於極樂。44-11(18）

[仙遊］
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[先笙］

伴槐練以高法棟。擬王丞相之拝○○。25-14(4)

[先後】

荒原古今之骨。東岱○○之魂。32-14(10）

錐知老少之不定。猶迷○○之相違。50-12(25)

[先霊］

於此造塔。爲祖考○○成等正蝿也。27-3(5)

【菱】

[菱斐］

財幣玉帛。○○羅列。22-15(2)

【泉】

落朽壌於甘露之○・手播白蓮之種。26－2(4)

→（九○・三○・百○・涙○）

【染】

[染涙］

珊瑚床下。鏡厘遺○○之塵。45-8(19）

【穿】

[穿雲］

若是從地涌出歎。○○而出歎。26-12(5)

【扇】

○梵風而増癖命。藥師如來之本願殊妙。45-5(19）

居武官而威風遠○・嗜文道而詞鰯自鮮。51-10(26）

【栴】

[栴檀］

精歓之誠。天人湛○○之水。32-8(10)

生者必滅。繰尊未免○○之煙。49-15(24）

[栴檀総］

○○○之蕊。一服無験。4'2(14）
－

[栴檀風］

○○○吹。自出雲臺之下。28-15(7)

→（赤栴檀）

【専】

[専心］

其積功累徳。致誠○○者。34-6(12）

[専任］

供佛施僧之資貯。○○東閣之芳意。52-13(27）

【専念］

○○彌陀。永歸極樂。32-10(10）

【淺】

[淺契］

豈唯三州五郡之○○．内外戚之影從。25-15(4)

【箭】

過塔下之走獣。免煩慨之○。27-4(5)

→（乢○）

【賎】

今上陛下之姉。於天下不亦○。46-6(20)

→（貴○）

【戦】

[職場］

況晴高祖之建仁祠。愛○○於頗梨之閣。30-9(8)

【銭】

[鐡帛｝

天官依勅而輪○○．菖院有議以誉佛經。42-11(16）

一・（半○）

【暦】

[曹萄］

四極花雨。○○之露添灯。33-11(11）

【鮮】
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【鰭】

[鯖望］

洞月曉到。空○○於鼎湖之雲。43-6(17）

ゼン

【全】

衣難破陵塊之衣是○．食錐乏輝悦之食是豐。27-15(6)

【前】

[前身］

成 劫 壊 劫 。 ○ ○ 後 身 。 3 1 - 1 3 ( 1 0 ）

[前生］

追悔○○．造何悪業。47-6(21）

[前途］
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[前年］

荒聞尋竪虫響。非○○之聴。41-15(15）

【善】

→（花○・眼○・胃○・月○・生○・風○・簾○）

[善悪］

眞如捺落。在○○之因縁。31-13(10）

[善因］

愛 設齋會。彌増○○。42-12(16）

[善縁］

我母不是人世之母。是○○之母也。35-2(12）

[善業］

今日○○．上則増加新佛理路之末光。46-11(20）

[善根1
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[善終］

不好渦善企兼濟。不忘敬始願○○。24-10(4)

[善女］

■■■■■■

善 男○○ ．或 尊或 卑。52-9(27）

【善女人］

若善男子○○○等。以清淨心造作佛塔。26-10(5)

蓋檀邦○○○之願也。28-7(6)

[善心］

合 掌 爲花。○○爲香。51-14(26）

[善神］

天神地祇 。 及 葱 山 幽鯉○○。26-1(4)

[善逝］
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[善男］

○○善女。或尊或卑。52-8(27）

[善男子］

若○○○善女人等。以清淨心造作佛塔。26-10(5)

[善知識］

願我與○○○．共奉造騨迦尊之形像。33-7(11）

{善苗］

忽遇蘭房之永凋。酷嘆○○之不熟。40-8(14）

→（一○・修○・十○・壷○・生○・燭○）

【漸】

[漸漸］

○○ 合 力 。 微 微 成 功 。 3 2 - 1 ( 1 0 ）

【輝】

[輝悦］

衣錐破陵塊之衣是全。食錐乏○○之食是豐。27-15(6)

【蝉定］

過於熈連河之苦行一年。○○水靜。42-9(16）

[輝波］

○○澄意。欲開上上之蓮。32-10(10）

[暉門】

續剃髪髪以入道。新菖皆議追從於○○之雲。44-4(18）

[暉侶］

有 經典焉。有○○焉。26-9(5)

[輝林］

○○戴霜。有漏之質已老。32-2(10）

→（尼連○河）

【繕】

[繕蔦］
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【祀】

[祀考］
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【素】

○思進燕寝。不欲混俗塵。47-14(22）

[素意］

彼蓬莱洞之花非不芳。○○久期七壁。46-3(20）

→（縄○・平○）

【楚】

[楚樂］

彼半鐘儀之遇繁囚也。尚奏○○。34-14(12）

ソウ

【早】
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。
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何
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未
引
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香
在
成
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樂
○
者

可
則
尋
萬
圖
子
亡

廻
佛
○
十
何
弟
抑
[早蔵］

浬藥山上。騨尊之日○○。28－3(6)

無相之月○○．錐顯寂滅之理。39－6(13）
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夫佛日錐○○．餘輝明而常在。43-15(18）

【壯】

[壯年］

常恐偏以親舅。垂老而輔佐○○之君。44-10(18）

【走】

[走獣］

過塔下之○○．免煩悩之箭。27-4(5)

【宗】
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[宗族］

弟子爲奉責祀考○○之幽儀。26-6(5)

[宗廟］

扶持○○．保安社穫。24-15(4)

→（自○）

【相】
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[相異］

聖鯉冤霊之○○．議住法雲。24-3(3)

[相違］

錐知老少之不定。楢迷先後之○○。50-12(25）

松羅之契｡於今○○。51-13(26）
[相改］

禍福○○・忽赴佗方之遊。45-7(19）

[相隔］

誠乃四恩之不同。錐知凡聖之○○。52-4(27）

[相迎］

可以憐感。可以○○。34-8(12）

【相好］

異口同音。讃嘆如來之○○。33-11(11）

[相催］

他方利生之化○○．豈留中有之風。52-15(27）

[相從］

勧誘○○者。鍵二三輩。34-9(12）

[相將］

始自王侯○○．至干綱素男女。44-2(18）

[相談］

初濁思量之。後終○○之。35-1(12）

[相傳］

一薗中之花月。○○失主。5，15(25）

[相同］

白浪咽石之岸。○○鷺池。32-8(10）

[相望］

天使○○於路。麗人多蓋其方。42-8(16）

於是天使○○雲泥之間。48-2(22）

【相離］

痛突一夕○○．老涙已且四十餘日。48-4(22）

→（王丞○・四八○・責○・妙○・無○）

【草】

縦有寒○依造塔之力可暖。何○非妙法蓮。27-5(5)

今上毎春臨幸之地。鼓路之○初繁。42-10(16）

[草創］
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[草木］
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功
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催
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或
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－，（横○・寒○・青○）

【送】

[送日］

麻喰○○之中。復施何力。32-4(10）

[送終］

荒原○○之時。混松風而添突。47-5(21）

[送春］

意樹○○。解脱之枝勤馨。30-11(8)
－

【桑】

[桑梓］

況於人倫。豈輕○○乎。34-16(12）

[桑門］

今弟子之誠子孫也。不如○○之侶。31-5(9)

櫛止翻以爲○○之櫃鍵。52-7(27）

〔桑楡］

桃梨無衰色。○○非斜暉。46-6(20）

→（空○）

【掃】

[掃庭］

山嵐朝○○．溪月夜畢燭而已。25-5(4)

【巣】

胡馬非北風不断。越鳥非南枝不○。34-15(12）

燕雀○覆。撫遺卵而擢肝。5俳4(24）

→（煙○）

【窓】

法皇平日讃揚之○．經巻之塵漸積。42-10(16）

[窓中］

燭作燈下伴影之身。楢添○○懲古之恨。50~4(24）

○○堆詩書。野巻罷而塵空積。51-11(26）

→（綺○・月愈・深愈・雪窓）

【莊】

[莊嚴］
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非
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[莊鳥］

○○之得富貴也。不愛越建。34-15(12）

【喪】

再見母面。終遭母○。35-8(12）

【総】

[総卯］

虚虚訪名。普課良家之○○。40-7(14）

【蒼】

[蒼波］

－

或伏白刃而係首。或迷○○而凱骸。30-6(8)

[蒼栢］

瑳呼。媛寒木於大智之日。涙嬰○○之煙。26-2(4)

【霜】

[霜後］

翠柳不濃。何胎○○之悔。29－3(7)

→（星○・戴○）

【叢】

[叢中］

此山之○○．縦有寒草依造塔之力可暖。27-5(5)

【饗】

[麓林］

○○忽唱滅度。至悲者椒庭寡居之秋風。44-4(18）

→（無○）

【蔽】

[薮澤］

山河○○。何虚無生死之形骸。31-14(10）

→（斗○）

ゾウ

【造】

[造作］

若善男子善女人等。以清淨心○○佛塔。26-10(5)

[造次］

○○顛浦。必一乗。24-14(4)

農昏所諦者堤婆品。○○所念者彌陀尊。46-4(20）

[造塔］
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【増】

[増益］
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[増加］

上則○○新佛製略之末光。46-11(20）

[増果］

幡影 乍翻 。遂 電○ ○。 49 -1 2( 23 ）

[増光］

天神地祇。向悪日而○○。27-8(5)

[増長］

○○ 福 涛 。 圓 滿 御 願 。 2 3 - 5 ( 2 )

ソク

【即】

[即身】

商然願先参五臺山。欲逢文殊之○○。34-3(12）

彼○○也。是後身也。48-9(22）

[即世］

去七月終○○実。48-3(22）

而寝病無程。○○太速。51-10(26）

【息】

(息災］

○○ 延 命 。 千 秋 萬 歳 。 2 3 - 6 ( 2 )

豈敢習人間之○○．唯是充身後之追福而已。31-5(9)

[息女］

弟子有一○○．最所鍾愛也。47-14(22）

→（棲○）

【速】

而寝病無程。即世太○。51-11(26）

{速證］

佗方妙覺之果。○○四八相之金容。29-2(7)

佛事贋作。何疑○○之實語。43-7(17）

ゾク

【俗】

訓○少術。践薄沐於深淵。30-4(8)

佛子自發此願。燭依此心。何況道云○云。34-8(12）

[俗塵］

未以受恩寵爲榮。唯以逃○○爲志。46-4(20）

素思進燕寝。不欲混○○。47-14(22）

→（風○）

【族】

南海凱常之○･逆浪不閑。30-5(8)

→（宗○）

ソツ

【率】
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[率都婆］

夫○○○之功徳。大哉至哉。28-4(6)

[率土］

既云○○．誰非 王民。3俳9(8)

[率由］

事不獲已。○○茜儀。22-14(2)

→（兜○天）

《そもそも＝抑→ヨク》

ソン

【尊】

夫以。人中之○。猶現四枯之相。46-1(20)

[尊儀］

言其○○．娑婆世界十善之主。39-4(13）

瑳呼。○○楢如在干眼前。44-9(18）

[尊師］

十方菩薩。以爲○○。23-3(2)

[尊像］

故今圃繪○○．善罵寶典。30-8(8)

以前供養○○．演説妙展。39-15(14）

[尊卑］

華夏遠近。縄素○○。32-13(10）

[尊容］
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[尊錘］

是則○○存日所奉造也。52-12(27）

大師○○．往生極樂。52-14(17）

→（九○・三○・騨迦○・藤○・世○・彌陀○）

タ

【太】

而寝病無程。即世○速。51-10(26）

【太平］

現世則天下○○．理世安樂之樂。27-6(5)

→（唐○宗・羊○傅）

【他】

[他方］

○○利生之化相催。豈留中有之風。52-15(27）

→（自○・利○）

【多】

[多賓］

敬禮繰迦○○．妙法大乗。25-16(4)

南無一代教主稗迦尊。○○．分身諸善逝。27-9(5)

[多賓如來］

仰愛身於○○○○．尋信力於雪山童子。28-5(6)

仰願○○○○．從地涌出。30-11(8)

[多賓塔］

価心中發願之後。新結櫛○○○一基。23-13(3)

【佗】

[佗界］
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[佗郷］

又不母者在此土而空亡。子者於○○而不歸。35-8(12）

[佗方］

○○妙覺之果。速證四八相之金容。29－2(7)

禍福相改。忽赴○○之遊。45-7(19）

ダ

【蛇】

[蛇歯］

母儀之剛。○○献駐老之方。32-12(10）

タイ

【岱】

遊○之魂更還。乞求夏臘高僧之戒。51-1(25）

→（東○・遊○）

【苔】

[苔輔］

○○雲靜。松風只一聾。50-15(25）

→（青○）

【退】

[退亦住］

一乘郷輪。非無○○○之盟。29-6(7)

→（不○）

【對】

[對揚］

q ■ ■ ■ ■ ■ ■

法涌菩薩之○○．寄思開示。31-15(10）

【瀞】

[蒋芥］

播干一善之○○．納於百億之須彌。31－4(9)

【戴】

[戴霜］

輝林○○．有漏之質已老。32-2(10）

ダイ

【大】

[大位］

我若向後至○○．心事相譜者。24-11(4)

從少齢之日。及○○之年。42-6(16）

[大醤王］
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誠是生死海中大船師。煩悩病中○○○也。33-6(11）

[大縁］

抑亦見佛聞法之○○．功徳遍干法界。2ヶ15(4)

[大王］

彼○○之力也。五尺楢假天工。33-9(11）

[大會］

恭堀六百高僧之龍象。將歸十六○○之煙霞。32-7(10）

設六日之○○．移五時之菖儀。33-10(11）

[大光］

然而○○廻映。楢有伏不見之人。29-6(7)

[大山］

縦有爲○○者。覆一費以不止。34-5(12）

[大慈］

○○大悲。繰迦文殊。34-7(12）

○○在情。撫萬姓於一子 。4 5- 1( 19 ）

[大日］

非假○○遍照之光。何成黒夜破暗之計。50-5(24）

[大衆］

時也○○中。或垂涕日。 3 3 - 1 2 ( 1 1 ）

[大小］

凡厭六道親疎 。 四 生 ○○。41-15(15）

{大小乘］

○○○之並軸。貫春花而零鮮。41-11(15）

[大成】

遂其○○．徒干微官。22-4(1)

【大千］

○○世界。遍 戴 慈 悲 之雲。31-12(10）

[大船師］

誠是生死海中○○○．煩悩病中大笛王也。33-6(11）

[大智］

嵯呼。媛寒木於○○之日。涙愛蒼栢之煙。26-2(4)

[大長者］

○○○之出孕 。 甑 欲 恨如來。48-3(22）
－

【大都］

○○苦輪之中。不免生死者也。46-1(20)

[大悲］
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[大賓蓮］

蓋聞○○○琴。貫四時而不凋。44-15(19）

→（弘法○師・常啼○士・傳教○師・南岳○師）

【乃】

○知八正分源。断疑網於愛海。44-15(19)

[乃貢｝

本朝久停○○之使而不適。34-2(12）

[乃至］
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【廼】

○於平生之菖寝。馴開供講之梵筵。51-13(26）

【醍】

[醍醐味］

○○○澗。豈求雪山之中。28-15(7)

タク

【宅】

葉子○中。魚網錐菖。41-10(15）

→（火○）

【卓】

[卓礫］

萬歳藤之榮。所以○○萬姓。24-15(4)

【鐸】

一

飾金之○･待曉風而常鳴。23-13(3)

→（賓○）

《ただ＝唯→イ》

ダツ

【脱】

[脱去］

登壁之路欲趣。○○春官及第之砲。51-1(25）

[脱展］
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〔脱履〕

■■■■■■

富受圃所草創。類○○而棲息。42-12(16）

→（解○・度○）

－

《たとえ＝縦→ジュウ》

《だれ＝誰→スイ》

タン

【丹】

[丹丘］

○○青塚。忽具如來之眞色。25-11(4)
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[丹心］

碑○○而螢佛事。還類常啼菩薩之害身。23-6(2)

白 業 年深。○○日領。29-6(7)

[丹青］

霊○○於一心之中。成粉墨於期年之内。41-12(15）

是以表信○○．奉圖繪胎蔵金剛雨部曼茶羅各一鋪。

49-3(23）

筆墨初鮎 。 ○ ○ 未 畢。51-3(25）

[丹埠］

仰而感恩者。寧非○○之菖臣。42-9(16）

→（愚○）

【湛】

【湛水］

佛心○○．智恵之海無涯。28-14(7)

【嘆】

忽遇蘭房之永凋。酷○善苗之不熟。4缶8(14）

→（讃○）

【歎】

閑計寶葬之盈政。燭○喜魑之交壌。45-3(19）

昔當正法多智行人之間。猶有離若斯人之○。52-11(27）

【端】

【端木］

彼○○者魯之賢士也。移家於孔子之墓傍。25-13(4)

【膳】

商然靭露○於三質。兼解潮於衆人。34-11(12）

→（越○）

ダン

【暖】

此山之叢中。縦有寒草依造塔力可○。27-5(5)

【媛】

○寒木於大智之日。涙愛蒼栢之煙。26-2(4)

【弾】

娑婆假使出鳩鴫之城○右指。40-9(14）

[弾指］

合眼憂悲。○○替咳。3俳7(8)

【檀】

[檀邦］

蓋○○善女人之願也。28-7(6)

→（栴○）

【断】

此界得益之縁早○．定歸本蝿之月。52-15(27）

[断悪］

○○修善。離暗得樂。28-10(6)

[断腸］

虚弓筒壁。向曉月而○○。51-12(26）

→（東○）

チ

【地】
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[地下］

後世亦○○抜苦。往生極樂之樂。27-7(5)

[地祇］
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→（阿鼻○・照○・心○・天○）

【池】

欲開九品於西極樂之○。47-9(21）

[池上］

仰願。功徳○○．結妙果於開示之蓮。50－7(24）

[池堤］

柳眼無情。空添啼粧於○○之暮雨。42-11(16）

[池畔］

張芝○○．松煙非深。41-10(15）

→（法龍○・鷺○）

【知】

[知恩］

○○追孝之班。誰不走使之供養者乎。49－6(23）

[知見］
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→（善○識・定○・無○）

【治】

[治術］

國錐衰。少○○。22-14(2)

【致】

[致誠］

其 積功累徳。○○専心者。34-6(12）

【智】

蕊子無墜之○．振英聲於暮春之風。29-8(7)

[智悪］
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一切衆生。悉潤○○之雨。31-12(10）
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[智劔］

非揮○○．何剪稠林。30-11(8)

[智行］
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[智水］

受五部法。 新 潟 ○ ○ 於瓶中。42－7(16）

[智峯］

聚龍象以弘○○．識羊太博之絶胤。25-14(4)

→（大○）

【馳】

[馳來］

於是四十九日。自以○ ○ 。 5 2 - 1 2 ( 2 7 ）

チク

【竹】

[竹簡］

方今芸閣塵深。○○幾千巻。50-14(25)

[竹馬］

弟子自○ ○ 鳩 車 。 至 而立強仕。24-9(4)

-，（絲○）

【逐】

{逐電］

幡 影 乍翻。○○増果。49-12(23）

[逐年］

抑空也齢○ ○ 暮 。 身 與雲浮。32-2(10）

チュウ

【中】

[中間］

恨止其○○．空欲歸 三 悪 。 2 8 - 4 ( 6 )

[中宮］

且尋上皇之叡襟。且奉○○之令旨。40-11(14）

[中志］

今日一念。於是而證。唯願大悲導此○○。47-10(21）

[中天竺】

願次詣○○○．欲穐稗迦之遺跡。34-4(12）

[中夜］

豈圖二月十二日○○．機縁薪滅。42-8(16）

[中有］

定知不經○○．直至西方 。 4 6 - 1 0 ( 2 0 ）

他方利生之化相催。豈留○○之風。52-15(27）

→（暗○・海○・胸○・市○・心○・人○・窓○・叢○・

【沖】

病○・瓶○・林○）

[沖襟］

尋○○於菖日。畢繕爲於今朝。41-10(15)

[沖邇］

佛法之○○．不可得而穗者也。24-9(4)

【虫】

[虫響］

荒卿尋聲○○．非前年之聴。41-15(15）

→（魚○）

【忠】

[忠節］

文官武官。共勵吹塵横草之○○。29-12(7)

【稠】

[稠林］

非揮智劔。何剪○○。30-11(8)

有習 怨 壼 。 噸 謝 ○ ○ 。 3 2 - 1 1 ( 1 0 ）

【駐】

[駐老］

母儀之瑚。蛇歯献○○之方。32-12(10）

【繁】

[繁囚］

彼鍾儀之遇○○也。尚奏楚樂。34-14(12）

【鋳】

[鋳出］

故螢白銀○○滿月之容。45-6(19）

チ ヨ

【著】

[著緋］

昔弱冠○○之時。從先考大相國。24-10(4)

【儲】

曾無一鉢之○．唯唱十方之志。32－4(10）

チョウ

【長】

[長安｝

○○洛陽。気賎上下。32-4(10）

[長遠］

癖命○○．無有横死。26-10(5)

[長秋］

鶴勒有一之才。傅義寳於○○之聴。29-8(7)

[長秋宮］

○○○之月非不潔。宿望偏在三明。46-3(20）

[長生］

仙殿新成。錐恨○○之虚名。43-7(17）

[長輔］

芥城 縦蓋 。不 退之 輪○ ○。 26 -3 (4 )

[長途］

又有赴○○者。投腿歩以不留。必届千里焉。34-5(12）

[長年］
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今 ○ ○丞相之勤。螢玉範金。27-9(5)

→（増○・大○者）

【凋】

忽遇蘭房之永○．酷嘆善苗之不熟。4俳8(14）

-’（不○）

【帳】

紅葉凱飛。暗成千花錦繍之○。25-10(4)

【張】

[張芝］

○○ 池畔。松煙非深。41-10(15）

[張本］

皆以今日之善根。將爲來世之○○。33-14(11）

→（辨○）

【頂】

[頂上］

諦一乘經。全護賓珠於○○。42-7(16）

→（紺○・有○・有○天）

【鳥】

白雲青雲之低昂。迎遊塔之○26-13(5)

蓮華世界 之 ○ ・ 嚇 妙法之音。29-9(7)

苦空傳音。如聞命命之○。32-10(10）

[鳥獣］

○○哀建。 況 於 虎 聞 鳳閣乎。44-9(18）

→（越○・溪○・路○・百○）

【朝】
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[朝野］

○○巻霧 。 皆 戴 三 光野精明。24-3(3)

[朝露］

ｊ
ｊ
ｊ

７
２
１

１
１
２

２
く
く

一
９
３

９
－
－

２
５
７
３
４◎

。
光

長
。
之

非
繋
○

夢
難
○

春
雲
失

・
暮
長

滅
。
。

易
消
別

○
易
告

○
○
下

抑
○
燈

→（花○・今○・聖○・唐○・本○・用○）

【超】

[超衆］

才名○○．修學命世。34-10(12）

【壁】

[肇興］

松栢有心之地。佛法○○之場也。26-6(5)

【澄】

[澄月］

無去無來。紺頂之影 ○ ○ 。 3 0 － 4 ( 8 )

[澄清］

○○ 天 下 。 興 隆 佛 法 。 2 3 - 5 ( 2 )

[澄波］

黄 河○ ○． 再計 五百 之歳 。2 4- 4( 3)

【寵】

況○深者思又深。榮甚者畏又甚。49-2(23）

→（恩○）

【聴】

鶴勒有一之才。傳義賓於長秋之○。29-8(7)

荒瑚尋聾虫響。非前年之○・41-15(15）

[聴聞］

是故○○受持者。書篇供養者。29-1(7)

→（視○）

チン

【枕】

鴛鴬衾空。向菖○而潟快。50-4(24）

→（蔑○・玉○）

【珍】

[珍膳］

春往秋來。所視者○○之甘苦。45-3(19）

→（七○）

ツイ

【追】

[追憶］

妾○○平昔。莫不蛸魂。51-11(26）

[追悔］

○○前生。造何悪業。47－6(21）

[追孝］

知恩○○之輩。誰不走使之供養者乎。49－7(23）

[追思］

抑○○往事。鯛類錆魂。44-8(18）

○○往事。良可化人。46~7(20）

[追從］

新奮皆識○○於暉門之雲。44-3(18）

[追尋］

○ ○往事。不忘者有。3仏4(8)

[追福］

唯 是充身後之○○而已。31-5(9)

ツウ

【痛】

豈不哀哉。豈不○哉。34-7(12）

○実一夕相離。老涙已且四十餘日。48-4(22）

テイ

【低】
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[低頭］

豈圃随有随無。○○以總供給。23-1(2)

○○畢手。峻悔過去之罪業。33-11(11）

[低昂］

白雲青雲之○○．迎遊塔之鳥。26-13(5)

【定】
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昇
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眞
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西
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[定悪］

身田迎 夏。○○之水浮光。30-11(8)

[定星］

刻十月○○之期。廻萬代不朽之計。25－7(4)

[定知］
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→（輝○・不○）

【底】

錫杖香域。或出從鳳凰谷之○。27-1(5)

楢恐九泉之○・永綴 寒 沐 。 3 0 － 6 ( 8 )

→（耳○）

【亭】

[亭午］

圓融○○．寂滅平西。33-4(11）

→（蜆○）

【剃】

績○髪髪以入道。新菖皆議追従於輝門之雲。44-3(18）

【帝】

[帝位］

我聖鯉陛下。七歳即○○ 。4 4- 1( 18 ）

[帝範］

筆削律令。興佛法詳○○。、25-1(4)

一・（孝文皇○・舜○・飛○）

【庭】

【庭樹］

鷲舌無職。楢奏怨曲於○○之曉風。42-11(16）

→（披○・腋○・椒○・掃○・殿○・佛○）

【涕】

[涕川］

慈海已蜴。共溺懲恩之○○。40-4(14）

[涕涙］

弟子○○流而無從。迷倒雲漢於眼下。52-5(27）

(揮○・垂○）

【鼎】

[鼎湖］

○○隔雲。漏水屡滴。4俳4(14）

洞月曉到。空膳望於○○之雲。43－6(17）

→（鐘○・沸○）

【啼】

[啼眼］

今冬○○寒。沐承脱而無乾。47-5(21）

[啼粧］

柳眼無情。空添○○於池堤之暮雨。42-11(16）

→（常○菩薩・常○大士）

【堤】

青草敷煙之○･宛如鷲嶺。32-8(10）

→（池堤）

【提】

[提河］

金言流布。知○○之有金。25-10(4)

-，（樹○・球○・賊○河・菩○・菩○樹・菩○心・菩○道

樹）

テキ

【滴】

鼎湖隔雲。漏水屡○。40－4(14）

デキ

【溺】

慈海已蜴。共○恋恩之涕川。40－4(14）

テツ

【鐡】

[鐡園］

乃至有頂阿鼻。○○沙界。52-15(27）

テン

【天】
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現世則○○太平。理世安樂之樂。27-6(5)

今上陛下之姉。於○○不亦賤。46-6(20）

受其法施。植其良因者。大半於○○美。52-9(27）

[天官］

○○依勅而輸銭帛。菖院有識以督佛經。42-11(16）

[天工］

彼大王之力也。五尺楢假○○。33-9(11）

[天使］

○○相望於路。圏人多霊其方。42-8(16）

於是○○相望雲泥之間。48-2(22）

[天衆］
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[天上］

爲除憂苦。愉之○○莫耆之藥。23-2(2)

○○天 下。妙斑之理濁圓。24-8(4)

○○之樂。終爲五衰之悲。46-1(20)

努力莫爲人中之雲雨。自愛不受○○之快樂。48-7(22）

[天人］
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[天人師］

排月窓以仰○○○於其際 。4 9- 4( 23 ）

[天神］
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[天台］

自宗者弘法大師。○○者傳教大師。34-9(12）

[天地］

可謂○○和合。風雨不 運 。 2 5 - 8 ( 4 )

[天命］

若適有○○．得到唐朝。34-13(12）

→（承○・中○竺・切利○・沸○・有頂○）

【展】

[展筵］

八講○○・四日設會。2牙8(7)

【添】

[添灯］

四種花雨。蒔萄之露○○。33-11(11）

【黙】

[鮎暮］

意樹 送春。解脱之枝○○。30-11(8)

→（指○・分○）

【卿】

[韓輪］

一乗○○．非無退亦住之輩。29-6(7)

一（宛○・恒○・長○・流○）

【顛】

[顛浦］

造次 ○ ○ ． 必 一 乗 。 2 4 - 1 4 ( 4 )

【顛】

差雲衲霞快。或來自躍鷲山之○。27-1(5)

－ゆ

ア ン

【鱒】

傅教大師

自宗者弘法大師。天台者○○○○。34-9(12）

[博聞］

○○・大般若者。鯉迦如來成道二十年之後。23-1(2)

→（相○・流○）

【殿】

[殿庭］

○○之儀不改。所欠只一人慈悲之昔容。44-7(18）

-．（金○・月○・仙○・蘭○）

【電】

[電泡］

娑婆○○之國。誰免無常之悲。41-5(15）

→（逐○）

ト

【斗】

[斗蔽］

爲是○○也。爲是菩提也。34-12(12）

【兎】

【兎園］

蘭殿椒房。鶴禁○○。32-12(10）

【徒】

－

東山桿命之○･陣雲漫起。30-5(8)

○爲東岱之暗魂。北芒之朽骨。31－2(9)

是娑婆世界衆生。○累火血刀之業因焉。33-5(11）

[徒衆］

○○及教法。如今日世尊。33-13(11）

【屠】

心肝○而不靜。如呑風胡於胸中。52-6(27）

【渡】

[渡海］

商然天緑以降。有心○○。34-2(12）

○○登山。忍寒忘苦。34-7(12）

【登】

[登蝿］
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[登山］

登海○○ ． 忍 寒 忘 苦。34-7(12）

【圖】

我等不○。今日奉見霊山稗迦。33-12(11）

故○金人以爲使。將通音信而無便。48-4(22）

【圖繪］

故今○○尊像。繕篇賓 典 。 3 0 - 8 ( 8 )

所以○○ 此 佛 像 者。35-6(12）

奉○○法華曼茶羅一摸。48-5(22）

奉○○胎藏金剛南部曼茶羅各一鋪。49-3(23）

菩提之飾。随分欲訪。奉○○云々。51-13(26）

→（何○・豈○・受○・羅○）

ド

【土】

近塔之○･愛爲黄金。27-3(5)

又不知母者在此○而空亡。35-8(12）

→（郷○・國○・浄○・率○・佛○・本○）

【努】

[努力］

所生功徳。消滅黒業。○○莫爲人中之雲雨。48-7(22）

【度】

[度脱］

云 佛 云經。計微塵劫以○○。28-9(6)

→（濟○・毎○・減○・六○）

【怒】

無怨無○。無喜無辱。28-2(6)

トウ

【刀】

是娑婆世界衆生。徒累火血○之業因焉。33-5(11）

【切】

【切利］

昔鯉迦善逝。爲報摩耶之恩昇○○而説法。41-9(15）

【切利天］

昔○○○之安居九十日。刻赤栴檀而摸尊容。33-8(11）

[切利天宮］

○○○○之園。含歓喜之號。29-9(7)

【投】

[投暮］

去而不返。僅嬢無○○之花。31-1(9)

【東】

有虞舜帝之徳。風悲玉山之○。43-4(17）

[東河］

殊於王舎城之○○．假立佛世尊之月殿。32－6(10）

[東閣］

供佛施僧之資貯。専任○○之芳意。52-13(27）

[東山］

○○桿命之徒。陣雲漫起。3俳5(8)
_

[東岱］
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[東噺］

何臨夕陽之西傾。忽逢慈雲之○○。41-8(15）

【逃】

[逃塵｝

_

拠羅圖而○○．比萬乘於脱展。39~3(13）

[逃名｝

聖髄不豫。初謝璽劔以○○。44－3(18）

【唐】

[唐太宗】

○○○之設齋會。迎亡卒於菩提之門。30-10(8)

[唐朝］
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→（巨○・入○）

【桃】

[桃梨］

○○無衰色。桑楡非斜暉。46-6(20）

去年初促二八廻之○○．得列八十餘之綺羅。47-14(22）

→（紅○）

【桐】

[桐郷］

昔朱邑之歸邑里也。有懐○○之民。31-5(9)

【兜】

[兜率］

上征○○．西遇彌陀。26-3(4)

【陶】

[陶冶］

五霞六根。錐陰陽之○○。31-13(10）

【塔】
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[塔下］

過○○之走獣。免煩悩之箭。27－4(5)

[塔上］

度○○之飛禽。避結使之羅。27-3(5)

{塔婆］
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→（腐○・護○・造○・多賓○・賓○・遊○）

【棹】

龍頭鶴首之舟。○穿秋水。32-9(10）

【湯】

[湯藥］

○○之中 。此 志彌 切。51－1(25）

【當】

[當今］

興隆之思。楢切○○ 。23-11(3)

花雨四種。彌靱欲決疑於○○。28-14(7)

→（現○）

【瞳】

[瞳幡］

賓蓋○○・名衣上服。25-9(4)

【懇】

垂老楢○．仕而用朝者。亦誰愛之暗通。48-14(23）

【蕩】

○妄想於眞如。捨七賓以敬三蜜。44-1(18）

【燈】

[燈下］

○○告別。長失朝露之光 。4 7- 3( 21 ）

凋作○○伴影之身。楢添窓中懲古之恨。50-4(24）

-，（添○・燃○・萬○會）

ドウ

【同】
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[同音］

異口○○．讃嘆如來之相好。33-11(11）

[同胞］

問此 巌頭。亦窪○○兄弟之芳骨。25-4(4)

[同門］

光陰隔歳。 憂 喜 ○ ○。51-5(25）

→（相○・不○）

【洞】

境離罵塵。○留教迩。49-8(23）

○月曉到。空膳望於鼎湖之雲。43-6(17）

[洞篇］

○○売笛之管。曲沸晴天。32-9(10）

→（春○・蓬莱○）

【堂】

老母在○･行年六十。34-16(12）

[堂舎］

此院○○鐘櫻。皆悉具足。23-11(3)

[堂上］

○○有齢傾之老母。泣後事於松門之煙。52-6(27）

→（慈○）

【童】

[童子］

昔幼日○○之戯o聚沙施石。27も(5)

→（雪山○○）

【道】
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[道儀］

○○照地。九億之人皆來。27-1(5)

[道具］

法 器○○．各各弁張。22-15(2)

[道場］
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[道場観］

發 菩提心。凝○○○。24-14(4)

見露盤之耀日。○○○之胃已開。26-13(5)

愛發菩提心。凝○○○。49-4(23）

→（求○・神○・成○・入○・貧○・佛○・文○・菩提○

トク

【得】

樹。六○）

[得益］

此界○○之緑早断。定歸本覺之月。52-14(27）

[得果］

是以爲四恩六道成佛○○故。31-14(10）

[得樂］

噺悪修善。離苦○○。28-10(6)

→（翻音○大）

【徳】
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[徳化］

○○光於古今。福惠被於幽顯。44-2(18）

[徳澤｝

弟子錐思温樹之不語。難忍○○之有餘。48-1(22）

[徳本］

此外傍親列 祖 之 善 根○○。25-3(4)

→（恩○・玉○・功○・四○・旗○・聖○・碩○・累○）

ドク

【毒】

[毒焔］

去夏哀 情 ○ ○ ． 在 宵 而未滅。47-4(21）

[毒藥］

是人一生不爲一切○○所中。26-10(5)

[毒龍］

摩耶入夢。○○週吸珠之悲。40-1(14)

【燭】
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作
上

閑
○
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[濁圓］

天上天下。妙覺之理○○。24-8(4)

[鯛勝］

山城○○．有便於弘一乘。25-11(4)

[凋善］

不好○○企兼濟。不忘敬始願善終。24-9(4)

トン

【遁】

[遁世］

聖錘○○之初十九。騨尊蓋乃二十九。43-5(17）

何其○○ 之 太 疾 乎。46-7(20）

ドン

【呑】

I呑悲］

豈圃更引遺孤。○○而經営今日之事。44-10(18）

【貧】

縦歸何敢○職任。爲是斗薮也。34-12(12）

[貫欲］

國錐衰。 少 治 術 。 少○○。22-14(2)

[貧憐］

定知○○圓明之覺花。豈敢往還煩偶之火宅。39-7(13）

【曇】

[曇元比丘］

○○○○之傅法水。遍廻六度之舟。32-5(10）
－

→（優○・優○花）

ナ

【奈】

[奈苑］

或降自雪嶺香山。或至自篭園○○。32-7(10）

[奈何］
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止

哉
○
而

哀
其
黙

哉
欲
若

哀
又
今

【捺】

[捺落】

眞如○○．在善悪之因縁。31-13(10）
－

ナイ

【内】

[内典］

○○云。若人作樂。供養三賓・所得功徳。無量

→（五○・入○）

《なお＝楢→ユウ》

ナン

【南】

[南海］

無邊。不可思議。

23-14(3)

○○凱常之族。逆浪不閑。30-5(8)

[南岳大師］

思其昇霞。亦同○○○○臨終之日。44-5(18）

[南巌］

花香梵唄之莊巌。亦在○○之光儀。52-14(27）

[南枝］

胡馬非北風不断。越鳥非○○不巣。34-15(12）

[南部］

不越○○・便賭西方。28-10(6)
■■■■■■

[南無垢］

已證三明於○○○之界。47-9(21）

[南面］

是以鶴板頻馳。延講席於旅康之○○。52-9(27）

[南棲］

○○翫月之人◎月與秋期而身何去。49-1(23）

→（指○）

【難】

[難解］

希有○○之法。可期其佛身。22-6(1)

○○難入之門排肩。開悟不測。29-1(7)



○○難入 。白蓮之種貫花。30-3(8)

[難繋］

朝露易消。暮雲○○。35-9(12）

[難陀］

香則求○○此岸之煙。花則華樹提後園之募。50-7(24）

[難入］

難 解 ○ ○之門排扁。開悟不測。29-1(7)

難解○○．白蓮之種 貫花。3俳3(8)

[難忍］

弟子錐思温樹之不語。○○徳澤之有除。48-1(22）

一心之○○．楢迷哀働之自然者也。52-4(27）

→（八○）

呂二

【二】

[二恩］

向彼松下。則賊○○父母之廟壇。25-4(4)

幼少失 雨眼。十餘隔○○。27-14(6)

[二三］

勧誘相從者。綴○○銀。34-9(12）

[二十九］

聖露遁世之初十九。謹尊蓋乃○○。43-5(17）

[二十年］

騨迦 如 來。成道○○○之後。23-1(2)

[二親］

如遇過去之○○．振肝葉而歓喜。26-14(5)

[二千年］

今賊提河之滅度○○○．螢紫磨金而禮雨足。33-9(11）

[二八］

慈心春淺。未及○○之齢 。4 7- 1( 21 ）

去年初促○○廻之桃梨。得列八十餘之綺羅。47-14(22）

→（三十○・八萬十○・百○十・無○）

【尼】

[尼連輝河］

○○○○之水音。空咽敬提之涙浪。52-3(27）
－

→（騨迦牟○・摩○珠）

《ニチー日→ジツ》

呂二 ユ ウ

【入】

[入唐］

○○間待商買之客而得渡。34-3(12）

凡○○求法之人。自宗者弘法大師。34-9(12）

[入道］

落雲捜而○○．尋三明於方砲。39-4(13）

67

績剃蟹髪以○○．新蕗皆議追從於暉門之雲。44-3(18）

去月十九日。～終以○○焉。46-5(20)

○○之後。遂以掩眼。51-2(25）

[入内］

公主春秋十有五初○○。46-2(20）

漢宮○○之夜。傍花篭而成激。47-4(21）

[入滅］

六月廿二日。遂以○○。44-4(18）

今年五月忽以○○実。46-2(20）

→（難○）

【柔】

[柔和］

○○漂性。碗順在心。50-1(24）

【乳】

[乳海］

佗界衆生。定飲大悲之○○。43-8(17）

二二 ヨ

《如→ジョ》

ニン

《人→ジン》

【仁】

[仁王］

不聞干今○○垂哀憐。不知又我老身忘寝食。48-5(22）

[仁恩］

四海皆懲○○．最深者渭陽鳴咽之曉浪。44-4(18）

[仁山］

方今○○長崩。群居無主之荒剛。40-3(14）

[仁祠］

況晴高祖之建○○．愛職場於頗梨之閣。30~9(8)

【任】

年三十極人臣之位。十一年恭王佐之○。24-13(4)

[任限］

我 願 已 滿 。 ○ ○ 亦 滿 。 2 3 - 7 ( 2 )

[任秩］

不能供養此經。亦不能遂○○。22-12(2)

-’（専○）

【忍】

一心之難○．楢迷哀働之自然者也。52-4(27）

[忍寒1

渡海登山。○○忘苦。34－7(12）

[忍辱1
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大師織○○以爲解衣之領袖。52-7(27）

→（難○）

ネ

【浬】

[浬藥］

○○山上。澤尊之日早 蔵 。 2 8 - 3 ( 6 )

先於沙羅林之○○三日。腫化月空。42-9(16）

ネイ

【寧】

[寧非］
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少
其

白
從
計

【年少］

室内多○○之遺弟。失前途於荊硲之雲。52-6(27）

→（一○・延○・性○・期○・去○・行○・四十○・前○

･壯○・逐○・長○・二十○・八十○・百○・暮○・餘

○・累○）

【念】
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爾
目
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[念佛］

膳際 ○○．唯善是勧。51-10(26）

→（一○・叡○・観○・十○・常○・專○）

【燃】

[燃燈］

保賓珠於 酔 後 。 照 ○ ○於暗中。29-1(7)

ノウ

【能】

[能事］

令衆生得見佛聞法之便。一二年來○○畢芙。33-8(11）

[能仁］

斯乃所以○○秘一音而待 時 。 4 9 - 6 ( 2 3 ）

→（功○）

〃、

【波】

[波旬］

七賓池中。破○○以登覺路。42-13(16）

→（恩○・騨○・蒼○・澄○）

【破】

[破暗］

衆生○○．此焉明美。33-5(11）

非假大日遍照之光。何成黒夜○○之計。50~5(24）

【頗】

[頗梨］

況暗高祖之建仁祠。愛戦場於○○之閣。3'10(8)

【覇】

[覇陵］

院花春暮。只夙夜於○○之松。43-6(17）

〃§

【婆】

[婆娑］

垂柳○○之態。難及韓腰。23-15(3)

[婆竪聞］

昔一○○○之展齋筵。贋勤三明之炬。32-5(10）
－

→（娑○・率都○・塔○）

ハイ

【背】

[背世］

一旦○○之憂。已残心地之焔。5僻3(24）

夏期受病。秋初○○。50-13(25）

【拝】

[拝貌］

不材之所企。造普賢而爲刻木○○之志。25－6(4)

愚丹 或 欲 刻 木 以 ○ ○ 。 4 8 - 1 5 ( 2 3 ）

【排】

○月窓以仰天人師於其際。49-4(23）

[排扁］

難解難入之門○○．開悟不測。29-1(7)

【班】
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【貝】
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[貝葉］

造塔善根。流傅○○。23-12(3)

【陪】

[陪侍］

錐近習菖労之僕妾。不能○○。25-5(4)

【費】

[費身］

市中○○．錐在我願。32-1(10)

"､ク

【白】

[白雲］

○○青雲之低昂。迎遊塔之鳥。26-13(5)

[白牛］

何善能通。仰○○之引 導 。 2 9 - 5 ( 7 )

[白業］

○○年深。丹心日槻。29-6(7)

[白銀］

故螢○○鋳出滿月之容｡研黄金嶌成貫花之偶。45-6(19）

[白難］

自彼 ○ ○驚睡。九原之駕不歸50-3(24）

[白毫］

何謀能救。想○○之照明。29-5(7)

[白象］

駕六牙之○○．證明無葱。24-2(3)

I白刃］

或伏○○而係首。或迷蒼波而凱骸。30-6(8)

[白足］

○○青眼之遊。蝶腹乘杯之人。32-7(10）

[白蓮］

猫朽壌於甘露之泉。手播○○之種。26-2(4)

難解難入。○○之種 貫 花 。 3 0 - 3 ( 8 )

[白浪］

○○咽石之岸。相同鷺池 。3 2- 8( 10 ）

【薄】

[薄氷］

訓俗少 術。践○○於深淵。30-4(8)

[薄俸］

一

割○○而錺神威。只侍熱田權現之垂跡。23-6(2)

バク

【莫】
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[莫耆］

爲除憂苦 。 曹 之 天 上 ○○之藥。23-2(2)

[莫不］
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"､チ

【八】

[八音］

悦五層之漸成。整○○而期曾。40-7(14)

[八識］

○ ○ 展 筵 。 四 日 設 會 。 2 9 - 8 ( 7 )

[八十］

繰尊唱滅之期○○．聖鯉總是四十一。43-5(17）

[八十年］

姑射山之上。送○○○之春風。39-4(13）

【八十餘］

去年初促二八廻之桃梨。得列○○○之綺羅。47-14(22）

{八正］

乃知○○分源。断疑網於愛海。44-15(19）

[八難］

動五逆四重之事。免三悪○○之苦。32-14(10）

[八風］

孟冬上旬之初日号。忽驚○○之愛。52-5(27）

[八萬四千］

○○の之相。秋月滿而高懸。42-5(16）

[八萬十二］

況○○○○之校量。誰敢知深淺。41-12(15）

[八葉］

価奉績○○九尊曼茶羅一鋪。50-6(24）

→（四○相。二○）

【鉢】

[鉢羅樹］

何疑○○○下。開菓唇而斡妙輪。42-13(16）

－，（一○・優○羅）

"､ツ

【發】

[發因］

凡蕨○○起縁。或順或逆。33-14(11）

[發願］

価心中○○之後。新結栂多賓塔一基。23-13(3)

[發心］

錐 未○○．已是菩薩実。33-7(11）



70

○○作願日。願我成佛時。33-13(10）

[發鰯］

意蕊○○．無上之果欲求。32-3(10）

バツ

【抜】

[抜苦］

後世亦地下○○．往生極樂之樂。27-7(5)

[抜濟］

欲混勝利於怨親。以頒○○於平等。30-9(8)

【賊】

[賊提］

尼連禰河之水音。空咽○○之涙浪。52-3(27）

[敬提河］

今○○○之滅度二千年。螢紫磨金而攪雨足。33-9(11）

"､ン

【凡】
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道
切
位
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發
六
一
在
視

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
[凡身］

況於○○乎。況於下界 乎。 46 -1 (2 0）

[凡聖］

誠乃四恩之不同。錐知○○之相隔。52-4(27）

【反】

[反魂］

昔李夫人之○○．尚可努方士。48-3(22）

【半】

[半行］

○○半坐。累日累年。24－1(3)

[半偶］

彼一句○○之功能。佛楢難葬數。41-11(15）

[半坐］

半行○○．累日累年o24-1(3)

半銭

一

○○所施。 一 粒 所 捨。32-1(10）

【伴】

{伴影］

掲作燈下○○之身。循添窓中慧古之恨。5俳4(24）

【般】

[般若］

功能出於○○．饒盆傅於具縛。28－5(6)

【煩】

[煩悩］
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徳
幡

過
誠
定
故
Ｋ
碩
Ｋ
[幡影］

○○乍翻。逐電増果。49-12(23）

[幡蓋］

箙帷不改。○○惟新。51-13(26）

一・（鐘幡）

【罐】

一准在世之御願。併○證果之良因。41-16(15）

[蟻縁］

心汚不必清淨。○○非無所惣。27-2(5)

【範】

[範金］

今長年丞相之勤。螢玉○○。27も(5)

→（帝○）

バン

【盤】

承露之○．非秋日以永映。23-13(3)

→（露○）

【磐】

[磐石］

在藩諸王。不改○○之固。29-11(7)

上

【比】

■■■■■■

伽羅圃而逃塵。○萬乘於脱展。39-3(13）

→（若○・千○丘・曇元○丘）

【彼】

[彼岸I

○○引接之因。普濟三千界之塵數。29-2(7)

【非】

昨 日 爲 是 。 今 日 爲 ○ 。 3 5 - 9 ( 1 2 ）

【飛】

[飛禽］

度塔上之○○．避結使之羅。27-4(5)

[飛帝］

金輪千幅。道被○○之先。32-11(10）
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[飛文］

樅資教之○○．墾曉露而分鮎。41-11(15）

[飛來］

疑是霊鷲山之乘五色雲以○○獣。25-12(4)

將亦自天○○歎。26-13(5)

【匪】

[匪石］

○○之所思。書妙法而代立碑旋徳之文。25-6(4)

【悲】
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今
[悲情］

千萬億之○○°更訴遺恨於何虚。41-8(15）

[悲心］

眞救礎於佛法僧前。起○○發弘願。28-8(6)

[悲涙］

今秋之○○．欲開壁蕊於千葉之蓮。51-5(25）

→（最○・慈○・大○・呑○・憂○）

【弱】

[蒻翠］

○○簾前。花枝添態古之色。45-7(19）

【誹】

[誹誇］

○○盧胡者。已千萬人。34-8(12）

ビ

【砒】

[砒首］

情○○而 加意匠。移孝 鎧尊顔。25-7(4)

【美】

[美玉］

夫近塔之石。愛爲○○。27-3(5)

→（講○）

【微】

[微官］

遂其 大 成 。 徒 子 ○ ○ 。 2 2 - 4 ( 1 )

[微功］

若不心起一念。手成○○。31-2(9)

[微塵劫］

云佛云經。計○○○以度脱。28-8(6)

[微微］

漸漸合力。○○成功。32-1(10）

《彌→ミ》

ピッ

【必】

[必滅］

生者○○．潔尊未免栴檀之煙。49~15(24）

一・（何○）

【筆】

[筆厘］

是以勵拙掌而馳○○．以信爲嘉手。25-6(4)

[筆削］

■■■■■■

淡 海公手草詔勅。○○律令。25-1(4)

[筆墨］

○○初勤。丹青未畢。51-3(25）

→（神○）

ヒャク

【百】

[百億］

播干一善之蒋芥。納於○○之須彌。31-4(9)

[百家］

螢政理於文学。通○○以重十家。44-1(18）

[百口］

正驚羅漢之僧。○○晦請。23-14(3)

[百泉］

萬籟○○．皆唱妙法之梵音。25-12(4)

[百鳥］

千花開蓋之候。○○和鳴之時。29-7(7)

[百二十］

○○○之涛趾。可責妄語於如來。41-8(15）

[百年］

○○ 偕 老 之 契 。 不 異 夢 路 之 花 。 5 0 - 3 ( 2 4 ）

[百辞］

三台九鰊。○○千僚。32-13(10）

[百味］

名衣上服。七珍○○。25-9(4)
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[百餘口］
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○
○

堀
○

[百羅漢］

秋山運心。所設者○○○之綺嬢。41-13(15）

→（五○・六○）

ヒョウ

【旅】

雪鐙○解之日。付硲鳥而傅妙音。31-6(9)

今冬啼眼寒。○承眺而無乾47-5(21）
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■

→（寒○・薄氷）

【表】

玉髄萬機。化出笥王之○。32-12(10）

【蔀】

故濟生願遠。已佛煩悩之○。41-7(15）

【暇】

[過几］

公主鑑終之間。西面○○。46－9(20）

【瓢】

[顎鯛］

落花○○之光。寧如翻袖。23-15(3)

ビョウ

【砂】

[砂身］

捜以○○．嗣閥寶暦。30-4(8)

【病】
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[病中］

誠是生死海中大船師。煩悩○○大霞王也。33-6(11）

→（臥○・受○・除○・寝○）

【廟】

[廟社］

祈○○．祈佛法。22-4(1)

(廟壇］

向彼松下。則賊二恩父母之○○。25-4(4)

[廟北］

王肋者晋之重臣也。築寺於祖父之○○。25-14(4)

→（寺○・宗○）

ピン

【貧】

[貧窮1

－

此中有如我病重者。如我○○者。28-9(6)

[貧道］

此○○之功也。丈六適叶人望。33-10(11）

【賓】

[賓朋］

佛者生前之御願。以三尊爲○○。“-6(18）

→（義○）

【領】

[摺棄］

不然者。十方佛土所○○。33-5(11）

ピン

【髪】

[髪髪］

績剃○○以入道。新菖皆議追從於騨門之雲。44-3(18）

→（雲○・玄○・雪○）

ブ

【不】

[不異］

百年偕老之契。○○夢路之花。50-3(24）

{不可思議］

無量無邊。○○○○。23-14(3)

[不改］

簾帷○○．幡蓋惟新。51-13(26）

[不壊］

究寛當得○○之身美。26-11(5)

[不歸］

彼金谷酔花之地。花毎春匂而主○○。49-1(23）

自彼白鶏驚睡。九原之駕○○。50-3(24）

[不朽］
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十
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[不潔］

長秋宮之月非○○．宿望偏在三明。46-3(20）

[不語］

弟子錐思温樹之○○．難忍徳津之有餘。48-1(22）

[不幸］

瑳 呼 。 眼 暗 一 ○ ○ 也 。 2 8 - 1 ( 6 )

[不材］

○○之所企。造普賢而爲刻木拝貌之志。25-5(4)
－

[不日］

○○而成。若是從地涌出歎。26-12(5)

[不住］

如來○○。何山非鷲峯。40-6(14）

[不熟］

忽遇蘭房之永凋。酷嘆善苗之○○。40-8(14）
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[不靜］

心肝屠而○○．如呑風胡於胸中。52-6(27）

[不座］

累日有惹。 萬方 ○○。48-2(22）

[不退］

芥城縦霊。○○之輪長韓。26-3(4)

是故至十三出家。及四十○○。27-15(6)

[不凋］

蓋聞大賓蓮馨。貫四時而○○。44-15(19）

【不定］
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[不同］

誠乃四恩之○○．錐知凡聖之相隔。52-4(27）

[不返］

去而○○．僅躍無投暮之花。31-1(9)

[不豫］

去春以還 。聖 随○ ○。40-1(14）

去冬以降 。聖 髄○ ○。42-8(16）

於 是今年五月。聖髄○○ 。4 4- 3( 18 ）

[不凱］

ー

寸 心 ○ ○・十念無休。46-10(20）

[不留］

夫來而○○．莚幽有佛農之露。31-1(9)

[不老】

同浴佛海之無邊。須保癖木之○○。32-13(10）

→（豈○・莫○）

【夫】
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[夫以］

○○．覺花承歩。臘化之跡長芳。31-12(10）

○○･人中之尊。楢現四枯之相。46-1(20）

→（李○人）

【父】

○之慈。母之悲爲先。48-13(23）

[父子］

弟子上泣聖明之恩。下泣○○之愛。48-3(22）

[父母］
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→（慈○）

【付】

{付嘱1

摩謁迦葉。礎奉○○之衣。45-11(19）

【扶】

[扶持}

－

○○宗廟。保安社綴。24-15(4)

【浮】

[浮挨）

故園之 ○ ○ ・ 誰 敢 留 心 。 4 5 - 9 ( 1 9 ）

{浮磐］

以香花梵唄。洪鐘○○。25-9(4)

{浮光］

身 田迎 夏。 定悪 之水 ○○ 。3 俳1 1( 8)

[浮生｝

論此○○．如彼花露乎。31-1(9)

[浮況］

初謝璽劔以逃名。臣妾猶期○○於仙院之月。44-3(18）

【婦】

[婦人］

凡此界古今○○之出家也。46-5(20）

→（寡○）

【富】

[富貴］

一

莊鳥之得○○也。不愛越裟。34-15(12）
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○○○○・乗象降臨。3仏12(8)

【敷】

[敷煙］

青草○○之堤。宛如鷲嶺。32-8(10）

→（開○）

ブ

【撫】

大慈在情。○萬姓於一子。45-1(19）

胡劔在傍。○秋水而流涙。51-12(26）

[撫民】

○○失方。濯朽索於 奔 駕 。 3 0 - 5 ( 8 )

【舞】

[舞人］

是故別命伶倫｡整理音樂｡兼令○○壷其妙曲。23-15(3)

フウ

【風】
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{風雨］

可謂天地和合。○○不運。25-8(4)

[風月］

今老 沙彌。無便誉○○之賓。22-6(1)

[風胡］

心肝屠而不靜。如呑○○於胸中。52~6(27）

[風幌］

巻○○以堀龍象衆於其前。49-4(23）

[風建］

乃至鴬王威力。遠任遍法界之○○。24-5(3)

[風前］

況復紅桃漸淺。可動○○之心。29-3(7)

[風俗］

匡衡幸出顔巷之雪愈。謬莅尾州之○○。22-12(2)

[風聞］
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→（威○・遺○・家○・寒○・曉○・玄○・秋○・春○・

松○・栴檀○・八○・防○・北○・梵○・餘○）

フク

【伏】

[伏惟]
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【福】

何圖樂未央哀先至。○漸始禍早成。47-2(21）

[福悪］

徳化光於古今。○○被於幽顯。44-2(18）

[福癖］

増 長 ○ ○ ． 圓 滿 御 願 。 2 3 - 5 ( 2 )
q■■■■■

[福助］

○○過去。恢弘方來。24-12(4)

[福田］

爲禦秋山之寒風。追贈○○之法衣。51-2(25）

→（修○・追○）

【覆】

燕雀巣○．撫遺卵而擢肝。50~4(24）

フツ

【梯】

唯願。如來永○魔事將報佛恩。35-10(12）

[沸展］

夫來而不留。薙璽有○○之露。31-1(9)

【沸】

[沸鼎］

三塗之間。彌溺○○。30-6(8)

[沸天］

法音○○・三千之界壷動。27-1(5)

ブッ

【佛】
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[佛恩］

唯願。如來永佛魔事將報○○。35-10(12）

[佛果］

法華經之説○○．令我女不異龍女焉。48-8(22）
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[佛界｝
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心
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{佛海］

同浴○○之無邊。須保癖木之不老。32-13(10）

苦海將救。遂入○○之清虚。42-7(16）

[佛儀］

○ ○ 不 見。只見春花秋月。24-11(4)

[佛事］

碑丹心而菅○○．還類常啼菩薩之害身。23-6(2)

○○贋作。何疑速證之資語。43-7(17）

[佛日］
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[佛身］

希有難解之法。可期其○○。22-7(1)

[佛世尊］

殊於王舎城之東河。假立○○○之月殿。32-6(10）

[佛庭］

非唯果報之殊勝。兼爲○○之莊嚴。26-11(5)

[佛土］

不然者。十方○○所摘棄。33-5(11）

凡厭一切衆生。普遊四種○○。42-14(16）

[佛道］

誠勧我之○○．寧非我之慈堂乎。35-3(12）

今○○記里之車忽樅。向何方而爲指南。52-10(27）

[佛法］
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【墳】

[墳墓］
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→（新○）

【粉】

[粉墨］

識丹青於一心之中。成○○於期年之内。41-12(15）

ブン

【分】

[分種］

菩提○○．將潤甘鰯於六趣之身田。45-12(19）

[分身］

南無一代教主稗迦尊。多賓。○○諸善逝。27-9(5)

[分段］

○○生死之郷。難緩有涯之尅。41-5(15）

[分鮎］

橘資教之飛文。韮曉露而○○。41-11(15）

[分味］

羅浬○○．所助者千比丘之霞喰。41-13(15）

→（榮○・少○・随○）
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[文學］

螢政理於○○・通百家以重十家。44-1(18）

[文士］

就天滿天神廟。會○○献詩篇。22-5(1)

[文殊］
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慈
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商
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{文道］

以其天神爲○○之祖詩境之主也。22-5(1)

居武官而威風遠扇。嗜○○而詞露自鮮。51-10(26）

→（願○・金○・飛○）

【聞】

[聞法］
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→（聴○・傳○・婆聾○・風○）

へ イ

【平】

[平日］

法皇○○讃揚之窓。經巻之塵漸績。42-10(16）



76

[平生］

廼於○○之奮寝。柳開供講之梵筵。51-13(26）

[平西】

圓融亭午。寂滅○○。33-4(11）

[平昔］

即於○○之燕寝。敬以供養演説。“-6(18）

[平素］

○○不能採蘭以葱誠。愚丹或欲刻木以拝貌。48-14(23）

妾追憶○○．莫不鎖魂。51-11(26）
－

[平等］

欲混勝利於怨親。以頒抜濟於○○。30-9(8)

→（太○）

【兵】

法軍降魔之○長去。遺誰人而令背北。52-10(27）

【瓶】

[瓶中］

受五部法。新潟智水於○○。42－7(16）

【解】

[解衣］

大師織忍辱以爲○○之領袖。52-7(27）

[醇服］

○○防風之外。更企何謀。32-3(10）

ベイ

【快】

鴛鴬衾空。向奮枕而渥○。50-4(24)

→（霞○・連○）

ヘキ

【壁】

虚弓筒○．向曉月而断腸。51-12(26）

ベッ

【別】

ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
４
７

１
２
２

く
く
く

１
３
５

１
一
一

一
０
２

２
５
５

３

．○之泉
。
九

○
告

・
之
永

海
常
。

苦
無
号

○
臨
日

長
長
初

。
。
之

驚
聲
旬

夢
一
上

明
難
冬

無
曉
仲

[別涙］

九泉○○．送千秋而無窮。50-14(25）

-，（告○）

ヘン

【片】

[片時］

哀哉○○不見。欝腸宛如千萬秋。48-3(22）

【偏】

○承鍾愛。既在朕躬。45-2(19）

弟子早引幽霊。○在極樂。48-8(22）

【遍】

一香一色。○恒沙界以薫修。28-9(6)

大千世界。○敵慈悲之雲。31-12(10）

曇元比丘之傳法水。○廻六度之舟。32-5(10）

【遍照］

非假大日○○之光。何成黒夜破暗之計。50-5(24)

[遍法界］

乃至鶏王威力。遠任○○○之風聾。24-5(3)

【愛】

四徳菖儀。○作萬行之備。49-12(23）

孟冬上旬之初日号。忽驚八風之○。52-5(27）

[鍵改］

ｊ
ｊ
１

２
２
６

１
１
く

く
く
５

卸
礎
謡

３
３

０子童山雪於力

◎

期
。
信

難
之
尋

○
留
。

○
而
來

。
○
如

定
○
賓

難
言
多

留
ｌ
形
１
於

去
色
親
身
○

則
巽
一
愛
○

然
ｌ
若
’
仰

→（神○・新○）

ゲミン

【弁】

[弁張］

法器道具。各各○○。22-15(2)

【便】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
３
６
１
２
２
５
１
２
５

〃
Ｉ
〃
ｌ
〃
１
１
１
１
１
２
２
２

６
３
０
く
く
〃
ｌ
く
く
く
く

疹
訓
乱
名
君
も
過
名
も
乱

２
躯
犯
調
拠
妬
脹
獅
幅
馴

４

０

．

説
書
演
代

養
。
以

◎

要
。
供
養
偶
・

之
心
。
。
供
寶
筵

月
歸
。
○
・
識
・
奉
葛
講

風
身
方
之
志
十
筵
敬
兼
展

営
三
西
法
此
日
調
。
。
敬

○
。
観
聞
遂
五
展
場
○
．

無
會
○
佛
欲
・
敬
道
無
場

。
之
・
見
・
寺
・
寺
而
道

彌
提
部
得
○
住
院
性
信
遊

沙
支
南
生
其
常
此
法
音
仙

老
開
越
衆
遇
於
於
於
通
於

今
○
不
令
今
○
○
○
將
○
[便是］

○○綺窓瞑目之時。寧非蓮臺結珈之日。46-10(20）

星階昔位。○○月輪之基。49-11(23）

→（無○）

ホ

【保】

[保安］

扶持宗廟。○○社溌。24-15(4)

【輔】

[輔佐］

常恐偏以親舅。韮老而○○壯年之君。44-10(18）
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－，（賢○）

【鋪】

[鋪設］

青苔○○．自展七淨瑠璃之菌。25-9(4)

ボ

【母】

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
２
２
２
２
２
３

１
１
１
１
１
１
２

く
く
く
Ｉ
く
く
く

６
１
１
２
８
８
３

１
一
一
一
一
－
１

－
５
５
５
５
５
－

４
３
３
３
３
３
妃

３

０也○之

◎

行
縁
・

孝
。
。
善
亡

失
懐
心
是
・
空
。

可
宿
勧
・
喪
而
先

則
乖
有
○
○
土
爲

云
祠
倒
睦
鶴
錘
華

欲
・
貌
人
・
者
○

○
留
怨
是
面
○
．

勉
將
無
不
○
知
慈

子
○
曾
○
見
不
之

佛
携
○
我
再
又
父
[母儀］

○○之瑚。蛇歯献駐老之方。32-12(10）

-，（王○・國○・慈○・父○・老○）

【菩】

[菩薩］

ｊ
ｊ
ｊ

２
４
１

訓
Ｋ
Ｏ

一
－
７

３
６
－

２
２
３３

．座
。

。
之
突

師
○
○

尊
○
○

爲
著
是

以
。
已

。
衣
。

○
之
心

○
來
發

方
如
未

十
被
錐

→（常啼○○・普賢○○・法涌○○）

[菩薩戒］

設萬燈會。修○○○。32-10(10）

[菩提］

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

５
５
８
２
２
５
７
８
９
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６

〃
く
く
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１
１
１
１
１
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２
２

２
３
０
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ｌ
く
〃
ｌ
く
く
ｌ
く

一
－
１
２
４
７
８
８
２
０
３

７
７
－
１
一
一
一
一
１
１
１

２
２
０
－
５
１
３
４
－
一
一

３
４
３
４
４
４
５
７
１

３

４
４
５

．涙

◎

門
新
。

之
之
田

。
○
慕
身
・

也
○
。
懸
之
岸

。
○
於
・
先
。
衆
趣
之

世
○
卒
也
爲
道
四
六
○

現
上
亡
○
所
之
。
只
於
○
．

爲
無
迎
○
之
○
○
加
露
到
訪

是
。
。
是
我
○
○
所
甘
令
欲

半
善
會
爲
・
赴
御
。
澗
・
分

・
生
齋
。
者
遂
資
成
將
流
随

○
罪
設
也
○
・
・
忽
。
之
。

○
滅
之
蔽
○
深
業
筋
種
死
飾

爲
身
宗
斗
之
契
惠
之
分
生
之

是
自
太
是
生
世
生
○
○
超
○

半
爲
唐
爲
後
出
所
○
○
併
○
[菩提樹］

○○○下。七覺之華彌鮮。40-5(14）

[菩提心］

ｊ
ｊ
ｊ

４
５
３

〃
ｌ
く
２

４
４
く

１
１
４

－
一
一

４
６
９

２
２
４

．落先涙之
。

。
○
翻

観
○
場

場
○
道

道
。
凝

凝
風
。

。
鳴
○

○
之
○

○
鐸
○

○
賓
發

發
聞
麦

[菩提道樹］

夫○○○○之月影。遂隠沙羅之愁雲。52-3(27）

【墓】

[墓側］

差慕古人願○○之跡所草創也。26-8(5)

[墓傍｝

彼端木者魯之賢士也。移家於孔子之○○。25-13(4)

→（墳○）

【暮】

ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
７
４

１
１
２

く
く

翠
詫
峰

３
４
５

．

．
松

浮
之

雲
陵

與
覇
・

身
於
○

。
夜
干

○
夙
朝

年
只
干

遂
。
。

齢
○
言

也
春
一

空
花
事

抑
院
一

[暮雨］

柳眼無情。空添啼粧於池堤之○○。42-11(16）

[暮雲］

朝露易消。○○難繋。35-9(12）

[暮山］

網素含哀。空聞○○咽嵐之松響。40-10(14）

[暮春］

篤子無墜之智。振英聾於○○之風。29-8(7)

[暮年］

○ ○ 出 家 。 一 旦 求 道 。 2 2 - 5 ( 1 )

[暮齢］

或及○○爲寡婦。或多愁惹無依佑之人等也。46-5(20）

→（投○）

ホウ

【方】

ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
４
６

０
０
０

２
２
８

訓
餅
公

２
４
４

３

０

。
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○
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老
○
多

駐
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献
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路

歯
三
。

蛇
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・
韓
於

闘
之
望

之
羅
相

儀
鉢
使

母
優
天

[方今］

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
５
４
８
９
３
４
５

び
く
く
１
１
１
２
２
２

３
８
〃
く
く
く
く
く
ｆ
、

一
－
３
６
９
５
５
４

５
６
－
一
一
１
－
１

２
２
０
４
５
－
０
－

４
４
４
８
５
０

４
５

．

０
Ｏ

勝
。
違
盈

形
・
瑚
依
欲

鮎
焉
荒
以
期
・

諦
錘
垂
盈
壷
癖
津
捲

建
有
無
欲
何
侍
食
幾

侭
愚
鋸
準
霊
祠
概
噸

墓
像
。
。
。
。
漸
・

墳
佛
崩
忌
云
服
日
深

詣
有
長
聖
經
交
之
塵

時
寺
山
七
云
近
恨
閣

時
此
仁
七
佛
齢
飲
芸

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
[方廣］

今沸九尊○○之場。新加十號圓明之位。50-8(24）

[方士］

－

昔李夫人之反魂。尚可努○○。48－3(22）

[方寸］

○○所憶。何宣少分。46-15(21）

[方赤］

同腫○○。共期圓明。31-7(9)

[方砲］

落雲裳而入道。尋三明於○○。39－4(13）

[方來］
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福助過去。恢弘○○。24-12(4)

→（十○・西○・他○・佗○・萬○）

【芳】

壁花承歩。感化之跡長○・31-12(10）

彼蓬莱洞之花非不○．素意久期七覺・46-3(20）

[芳意］

供佛施僧之資貯。専任東閣之○○。52-14(27）

[芳骨］

問此巌頭。亦痙同胞兄弟之○○。25-4(4)

[芳非］

千時○○候過。清和景蘭。 49 -9 (2 3）

【放】

[放光］

神鍵○○． 暗 冥 之 霧識散。28-14(7)

【法】

希有難解之 ○ ・ 可 期其佛身。22-7(1)

[法衣］

爲禦秋山之寒風。追贈福田之○○。51-2(25）

[法雨］

精遜冤魂。浴○○而 離 垢 。 2 7 - 8 ( 5 )

降○○而洗災患。金光明經之威力最勝。45-5(19）

[法雲］

聖躍冤霊之 相 異 。 壷住○○。24-3(3)

[法音｝

ｊ
ｊ
ｊ

４
５
３

く
く
２

１
１
く

１
－
９

－
７
－

４
２
９

２
４

０風之嘱耆傳可亦

。
。
○

猿
來
○

嶺
皆
・

鳥
人
月

溪
之
之

聞
億
亭

只
九
蜆

。
。
忘

聞
地
不

不
照
定

○
儀
儀

○
道
幽

[法華經]

筵知騨迦尊 之 説 ○ ○○也。28-15(7)

[法華三昧］

ｊ
ｊ
ｊ

３
４
５

く
く
く

１
７
７

－
一
一

４
５
６

２
２
２

．

．

○
．
彊

○
○
無

○
○
於

○
○
一
養

修
○
供

・
始
設

敞
。
。

閑
宿
○

之
曜
○

地
澤
○

此
日
○

樫
今
修

一

[法界］

功徳遍干○○。利益及干衆生。25-15(4)

衆生○○．利益自然。49-12(23）

[法器］

○○道具。各各弁張 。22-15(2)

[法軍］

○○降魔之兵長去。通誰人而令背北。52-10(27）

[法施］

受其○○．植其良因者。52-9(27）

[法建］

買春秋於○○．以表臣子之誠。45-5(19）

[法涌菩薩］

○○○○之對揚。寄思開示。31-15(10）

【法身］

資相者。○○之舎利也。25-11(4)

今勤信心之惠業者。唯添○○之莊巌也。42-14(16）

[法水］

曇元比丘之傅○○．遍廻六度之舟。32-5(10）

[法棟］

識羊太博之絶後胤。伴槐練以高○○。25-14(4)

[法龍池］

將若○○○之驚六種動以涌出歎。25-12(4)

[法侶］

故以此佛經。属我○○。31毛(9)

[法輪］

護一乗之○○．観念不愛。24-2(3)

即謂○○以恒韓爲宗。善根非随縁不感。49-7(23）

→（求○・教○・五部○・謹○・正○・説○・佛○・聞○

･遍○界・末○・密○・妙光○師・妙○）

【泡】

[泡山］

然猶○○可厭。忽尋姑山之幽達。42-6(16）

→（電○）

【崩】

方今仁山長○．群居無主之荒瑚。40-3(14）

【報】

ｊ
ｊ
ｊ

２
３
３

１
２
２

く
ｌ
く

０
３
５

１
１
１

－
一
一

弱
娼
妃

◎恩
忘

佛
何

○
生

將
改
。

事
錐
已

魔
劫
而

沸
歴
歳

永
錐
成

來
。
。

如
心
心

・
一
之

願
是
○

唯
○
欲

[報恩］

凡棄恩入無爲。眞實之○○°35-4(12）

→（宿○）

【鳳】

○舞鴬歌。錐乖去年之聖慮。4俳8(14）

[鳳凰谷］

錫杖香蝋。或出從○○○之底。27-1(5)

[鳳閣］

鳥獣哀盤。況於虎閾○○乎。44-9(18）

〔鳳衡〕

○○屡降。加崇階於龍像之上首。52-9(27）

【鳳錦］

鶴綾○○故園之浮壌。誰敢留心。45-4(19）

→（燃○）

【蓬】

[蓬矢）

從其夢結蘭芽。心祈○○。48-1(22）

[蓬莱洞］

彼○○○之花非不芳。素意久期七覺・46-3(20）

【寅】

[賓蓋］

○○ 憧 幡 。 名 衣 上 服 。 2 5 - 9 ( 4 )
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[賓宮］

忽出冷泉之○○．永遥眞如之華界。39－2(13）

今國母○○．爲餅上皇之徳留閻浮而設齊。41-9(15）

[賓偶］

將通音信而無便。兼周○○以代書。48-5(22）

[寅山］

先與諸藥。令到○○。28-9(6)

[賓葬］

計其○○．繰迦如來一年之兄。3牙5(13）

閑計○○之盈數。凋歎喜畷之交懐。45-3(19）

[賓珠］

保○○於酔後。照燃燈於暗中。29-1(7)

調一乘經。全護○○於頂上。42-7(16）

[賓樹］

訪後生於誰家。○○蓮臺加莊縦而相待。40-3(14）

[賓詐］

三十二之○○誰論短。自象妙相於如來。44-11(18）

[賓鐸］

聞○○之鳴風。菩提心之涙先落。26-14(5)

[賓典｝

故今圖繪尊像。繕篇○○。3俳8(8)

[賓塔］

－

然而殊向醍醐之寺。重佛○○之下。40-6(14）

[賓暦］

捜以砂身。嗣胸○○。3併4(8)

→（三○・七○・多○・大○蓮）

ボウ

【亡】

身已有若○．人間既非可求名利。27-14(6)

又不知母者在此土而空○。35-8(12）

{亡室］

伏惟。○○藤原氏。柔和凛性。5俳1(24）

[亡者］

抑○○早在未病之前。深談出家之趣。50-15(25）

[亡卒］

唐太宗之設齋會。迎○○於菩提之門。30-10(8)

→（滅○）

【防】

[防風｝

醇服○○之外。更企何謀。32-3(10)

【忘】

{忘苦］

渡海登山。忍寒○○。34-7(12）

【謀】

ｊ
ｊ
Ｏ
５
１
２
く
く
４
４
－
－

２
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３
５

．
。

○
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不
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更
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◎
◎

外
○

之
之
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覺

防
登

服
罪

解
滅

ホク

【北】

[北風］

胡馬非○○不断。越鳥非南枝不巣。34-15(12）

[北芒］

ｊ
ｊ
ｊ

９
５
６

く
２
２

２
〃
Ｉ
“
’

一
４
４

１
１
１

３
一
一
０
１
５
５

．
◎

骨
翁
。

朽
老
樹

之
於
花

○
制
之

○
終
尺

・
営
七

魂
・
見

暗
促
已

之
駕
。

岱
○
城

東
○
新

爲
圃
○

徒
豈
○

→（廟○）

ホン

【本】

[本覺］

此界得盆之縁早断。定歸○○之月。52-15(27）

[本願］

扇梵風而増壽命。藥師如來之○○殊妙。45-5(19）

[本志］

○○無遂。朕恨云何。45-12(19）

[本番］

常啼大士之○○．懸心股昏。31-15(10）

【本朝］

○○久停乃貢之使而不適。34-2(12）

其詞如是者。於○○有何恥乎。34-14(12）

[本土］

捨○○朝臣唐。有何心有何願乎。34-13(12）

→（張○・徳○・日○・日○國）

【奔】

[奔駕］

撫民失方。擢朽索於○○。3仏5(8)

ボン

《凡→ハン》

【梵】

I梵筵］

廼於平生之奮寝。靭開供講之○○。51-13(26）

[梵音］

萬籟百泉。皆唱妙法之○○。25-12(4)

[梵唄］

以香花○○．洪鐘浮磐。25-9(4)

花香○○之莊嚴。亦在南撤之光儀。52-14(27）

【梵風］

扇○○而増壽命。藥師如來之本願殊妙。45-5(19）

マ
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【麻】

[麻准］

○○送日之中。復施何力。32-4(10）

【摩】

[摩訶］

○○迦葉。脆奉付囑之衣。45-11(19）

[摩尼珠］

○○○光。照三世而彌朗。44-15(19）

[摩耶｝

○○入夢。毒龍遺吸珠之悲。40-1(14）

昔騨迦善逝。爲報○○之恩昇切利而説法。41-8(15）

【魔】

[魔事］

唯願。如來永沸○○將報佛恩。35-10(12）

→（降○）

マイ

【毎】

[毎春］

今上○○臨幸之地。篭路之草初繁。42-10(16)

[毎度］

聖主○○．修福於七箇寺。40-4(14）

【逼】

況雪髪齢○．黄壌期催。31-2(9)

マツ

【末】

[末光］

上則増加新佛理略之○○。46-11(20）

[末法］

今臨○○少智行人之時。宰堪失若斯人之悲。52-11(27）

マン

【滿】

１
１
１
６
１
１
く
く
４
５
－
－

３
２
３
４

．懸高而
。
○

空
月

三
秋

○
・

光
相

。
之

水
千

萬
四

臨
萬

影
八

[滿園］

○○之草木。期榮柚於彼恩。47-2(21）

[滿月］

故螢白銀簿出○○之容。研黄金爲成貫花之偶。45-6(19）

→（圓○）

【萬】

[萬機］

玉髄○○．化出寄王之表。32-12(10)

麦移仙居於九重之裏。菅孝思於○○之先。45-2(19）

[萬戸］

畿内畿外。皆報千門○○之歓娯。29-12(7)

[萬行］

四徳薗儀。堅作○○之備。49-12(23）

[萬歳】

息 災 延 命 。 千 秋 ○ ○ 。 2 3 - 6 ( 2 )

古之塔瓦文。有○○千秋樂未央之七字。27－6(5)

[萬歳藤］

ｊ
ｊ
４
９
く
１
５
く
１
０
生
１
２
岳４

。
◎
姓
前
萬
智
躁
於
卓
○
以
○
所
現
。
定

榮
。

之
１
筋

○
字
新

○
萬
如

○
ｌ
眞

[萬乘］

伽羅圖而逃塵。比○○於脱展。39-3(13）

昔是無何在心。辞○○而脱展。39-15(14）

[萬人］

１
１
１

２
２
１

１
１
１

く
く
く

２
５
４

５
４
３

３
３
３

０美

。
○

之
○
．

諌
及
空

而
終
三

心

。
滿

苦
止
光

頬
不
・

緩
１
以
１
○

○
例
費
水
○

○
萬
一
萬
臨

若
ｌ
覆
ｆ
影
I萬姓］

萬歳藤之榮。所以卓礫○○。24-15(4)

大慈在情。撫○○於一子。45－1(19）

[萬代］

刻十月定星之期。廻○○不朽之計。25－7(4)

[萬燈會］

設○○○･修菩薩戒。32-10(10）

[萬方］

累日有志。○○不癌。 48－2(22）

[萬邦］

昔當○○之有罪。歸責於一人。3缶7(8)

{萬民］

ｊ
ｊ
４
４
く
く
６
２
１
１
５
５
２
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０

幸
日梵

。
之

樂
法
快
妙
○
唱
○
皆

Ｏ

、

穏
１
泉

安
籟
百

下
萬
○

天
’
○

→（十○億・千○億・千○人・千○緒｡八○四千・八○十

【漫】

二）

〔漫起］

東山桿命之徒。陣雲○○。30-5(8)

一
一
一

【未】

[未央］

古之塔瓦文。有萬歳千秋樂○○之七字。27-6(5)

何圖樂○○哀先至。福漸始禍早成。47-2(21）

[未曾有］

弟子爲奉賞祀考宗族之幽儀。發○○○之願。26-7(5)

衆心献喜。得○○○。33-12(11）
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[未明］

若有○○之月輪。餘習雲散永令圓滿。46-11(20)

[未來］

久遠幾久遠乎。○○幾○○乎。28-3(6)

【彌】

[彌陀］

ｊ
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ｊ

４
０
４

く
１
２

３
〃
ｌ
く

伝
加
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２
－
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○
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西
永
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◎
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安

[彌陀尊］
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１
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２
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４
８
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８
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ｏ

ｐ
ｍ下

。
仰
今
又
當
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上
疑
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決
。
欲

臺
○
蓮
○
設
。

之
１
種

○
勒
四

○
彌
雨

○
Ｉ
花

→（須○）

ミツ

【密】

[密法］

求○○者至之。至之者作虚心之穫。52-8(27）

→（三○）

ミョウ

【妙】

[妙音］

雪壷沐解之日。付硲鳥而傅○○。31-6(9)

不知○○暫來自界。假爲後宮歎。46-7(20）
[妙果］

仰願。功徳池上。結○○於開示之蓮。5'8(24）

[妙壁］

ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
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[妙曲｝
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。
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誰
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詐
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命
法
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１
之

別
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大
相
二

故
妙
法
妙
十

是
ｆ
妙
’
三

[妙典］

以前供養尊像。演説○○。39-15(14）
[妙法］

匪石之所思。書○○而代立碑族徳之文。25-6(4)

萬籟百泉。皆唱○○之梵音。25-12(4)

○○大乗。妙光法師。25-16(4)

蓮華世界之鳥。噂○○之音。29-9(7)

兼三界而救群類。○○之功甚深。30-8(8)

[妙法蓮］

ｊ
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く
１
５
〃
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樹

草
１
羅

寒
輪
鉢

有
妙
疑

縦
ｆ
何

→（殊○）

ム

【無】

[無畏］

貞元之歳。○○道場。31-3(9)

[無爲］

凡棄恩入○○．眞賀之報恩。35-4(12）

[無縁］
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４
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９
ｌ
一
３
４
１
２
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０
◎
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界

普
佗

慈
界
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・

○
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○

千
縁

大
有

千
至

三
乃

[無何］

太上法皇。昔是○○在心。39-15(14）

[無涯］

佛心湛水。智悪之海○○。28-14(7)

[無期］

燕肝越膳。輪廻之郷○○。30-12(8)

[無及］

凡蕨視聴所鯛。言辞○○者乎。52-7(27）

[無休］

寸心不凱。十念○○。46-10(20）

[無窮］

九泉別涙。送千秋而○○。50-14(25）

[無去］

○○無來。紺頂之影澄月。30-3(8)

[無彊］

設供養於○○・期香花於不朽。26-7(5)

[無葱］

－

駕六牙之白象。證明○○。24-2(3)

[無行］

無才○○・一羊僧也。34-13(12）

[無才］

○○無行。一羊僧也。34-13(12）

人皆有才○○．各言其子。48-9(22）

[無罪］

佛願。有罪○○．定救我兒。48-9(22）

[無三］

ｊ
ｊ
１

７
０
４

く
１
１

５
Ｉ
く

１
４
３

－
１
－

８
－
０

２
２
４

３

０勘

◎

宗
荒
爲
之
載
○

運
。
○

。
類
居

轄
群
群

脂
有
・

車
所
崩

之
。
長

○
１
来
１
山

○
始
以
主
仁

二
無
○
無
今

無
ｆ
○
ｌ
方
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[無從］

弟子涕涙流而○○．迷倒雲漢於眼下。52-5(27）

[無上］

爲自 身 滅罪生善。○○菩提也。27-3(5)

心在○○道。佛界何不垂慈悲。27-14(6)

意蕊發露 。○○之果欲求。32-3(10）

昇霞以来。定到○○法王之位。42-13(16）

○○世尊。高並妙覺之座。45-11(19）

[無常］
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四
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無
電
一

法
婆
難

諸
娑
曉

[無情］

柳眼○○．空添啼粧於池堤之暮雨。42-11(16）
■■■■■■

[無相］

諸法 ○ ○・四生無常。31-13(10）

○○之月早蔵。錐顯寂滅之理。39-6(13）

{無駿］

蔚子○○之智。振英竪於暮春之風。29-8(7)

[無知］

寄心於○○之域。委身於異類之人。34-6(12）

[無程］

而寝病○○・部世太速。51-10(26）

[無二］

○○無三之車脂轄。運載爲宗。28-15(7)

[無邊】
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生

功
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[無便］

今老沙彌。○○菅風月之喪。22-6(1)

[無明］

○ ○ 夢 驚。長別苦海。32-11(10）

[無來］

無 去○○．紺頂之影 澄 月 。 3 0 - 3 ( 8 )

[無駄］
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→（随○・南○垢）

【夢】
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耶
閣
樂

無
摩
阿
哀

從 其○結蘭芽。心祈蓬矢。48-1(22）

[夢後］

經者○○之精勤。以一乘爲輿篭。44-6(18）

[夢路］

百年偕老之契。不異○○之花。50-3(24）

→（春○）

【霧】

神愛放光。暗冥之○證散。28-14(7)

→（巻○・重○・蒙○）

メイ

【名】
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之
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虚
雲
期

月
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願
虚
臥
器
[名衣］

賓蓋嘘幡。○○上服。25-9(4)

[名號］

若聞鶴迦牟尼如來○○．錐未發心已是菩薩也。33-7(11）

[名字］

－

聞佛法僧之○○哉。誠是生死海中大船師。33-5(11）

[名利］
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→（虚○・才○・盤○・逃○）

【命】

○不以人之悪天而長其齢。47-13(22）

[命世］

才名超衆。修學○○。34-10(12）

[命命］

苦空傳音。如聞○○之鳥。32-10(10）

→（運○・桿○・躯○・顧○・癖○・人○・天○・餘○。

【明】

延○）

[明月］

甚深之義。海象吐○○之珠。32-8(10）

→（圓○・金光○經・三○・照○・證○・神○・精○・無

【迷】

○・幽○）
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[迷惑］

○○失篠。似入重霧之中。47-3(21）

→（群○）

【冥】

[冥助］
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→（暗○）

【瞑】

[瞑目］

便是綺窓○○之時。寧非蓮墓結珈之日。46-10(20）

メッ

【減】
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[滅罪］

爲自身○○生善。無上菩提也。27－3(5)

○○登覺之謀。豈其不熟。51-3(25）

[滅度］
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[滅亡】

遂議征伐而出師。更悪○○而泣罪。3'6(8)

→（消○・唱○・寂○・入○・必○）

メン

【綿】

[綿綿］

○○此恨 。 生 生 何忘。47-5(21）

モウ

【妄】

[妄語］

百二十之癖量。可責○○於如來。41-8(15）

［妄想］

蕩○○於眞如。捨七賓以敬三賓。44-1(18）

【蒙】

[蒙盆］

華夷消災。幽顯○○。27-8(5)

[蒙霧］

干時○○開愛日暖。25-7(4)

《もし＝若→ジャク》

モン

【門】
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今
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[門業］

爲思○○．泣而不許。51-1(25）

[門戸】

常念一家之子孫。附○○於其顕。47-2(21）

→（槐○・腐○・縄○・松○・千○・蝉○・桑○・同○）

ヤ

【夜】
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不
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漢
弘
[夜漏］

況亦説法之後。更臨○○．設萬燈會。32-10(10）

○○五蕊。遂謝有涯之生。5僻2(24）

→（黒○・夙○・雪○・中○）

ヤク

【藥】
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[藥師如來］

扇梵風而増涛命。○○○○之本願殊妙。45-5(19）

-，（湯○・毒○）

ユ

【由】

[由緒］

其○○詳見寛弘二年十月供養寺之願文突。26-8(5)

→（率○）

【職】
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【輪】

天官依勅而○銭帛。菖院有識以営佛經。42-11(16)

至干綱素男女。各皆○誠勵行。44-2(18）
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ユウ

【右】

[右指］

娑婆假使出鳩鴎之城弾○○。4'9(14）

[右膝］

○○著地。左手揮涙。40-11(14）

→（左○）

【有】

[有爲］
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亦
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[有縁］

乃至○○無縁。現界佗界。32-13(10)

[有涯］
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[有虞］

○○舜帝之徳。風悲玉山之東。43-4(17）

[有慶】

一神○○．衆生頼之。22-7(1)

[有才］

人皆○ ○無才。各言其 子 。 4 8 - 9 ( 2 2 ）

[有罪］

佛願○○無罪。定救我兒48-9(22）

[有習］

○○怨議。噸謝稠林。32-11(10）

[有心］
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[有頂］

乃至○○阿鼻。鐡園沙界。52-15(27）

[有頂天］

乃至自○ ○ ○ ． 及 阿 鼻地。29~12(7)

[有隣］

證明恩波之無岸。知見聖徳之○○。30-12(8)

抑説法○○．何野非鹿苑。40-6(14）

[有漏］

輝林戴霜。○○之質已老。32-2(10）

→（希○・三○・随○・中○・未曾○）

【邑】

[邑里】

昔朱邑之歸○○．有壊桐郷之民。31－5(9)

→（朱○・成○）

【幽】

[幽閑］

九重之居非不貴也。豈若姑射之○○。41-6(15）

[幽儀］

弟子爲奉賞祀考宗族之○○。26-6(5)

○○定不忘幌亭之月。法音亦可傅耆堀之風。49－8(23）

[幽顯］

華 夷 消 災 。 ○ ○ 蒙 盆 。 2 7 - 8 ( 5 )

徳化光於古今。福悪被於○○。44-2(18）

[幽谷］

先照高山。次及○○。33-4(11）

[幽燧］

古 塚繁々。○○寂々。24-10(4)

[幽遥］

泡山可厭。忽尋姑山之○○。42-6(16）

[幽憤］

仰願。大悲照我○○。51-9(26）

[幽明］

於是○○共動。暹迩普驚。32-4(10）

[幽霞］
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【浦】

[涌出］
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[遊岱］

○○之魂更還。乞求夏臘高僧之戒。51-1(25）

[遊塔］

白雲青雲之低昂。迎○○之鳥。26-13(5)

→（春○・仙○）

【猶】
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[楢豫］
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→（坐○）

【優】

[優曇］

似對○○之一現。合掌花而薫修。26-14(5)

[優曇花］
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ヨ

【餘】

[餘輝］

夫佛日錐早蔵。○○明常在。43-15(18）

[餘慶］

泗水遺風。待七年而○○。5酢14(25）

[餘香］

乃至阿鼻。 聞 此 ○ ○。50~8(24）

【餘習］

若有未明之月輪。○○雲散永令圓滿。46-11(20）

[餘年］

○○之水寂者。汝之所可螢。35-3(12）

方今齢近交服。不可侍○○以依連。48-15(23）

[餘風］
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→（八十○・百○口）

【輿】

[輿篭］

經者夢後之精勤。以一乘爲○○。44-6(18）

ヨウ

【天】

命不以人之悪○而長其齢。47-13(22）

【用】

[用朝］

韮老楢愁。仕而○○者亦誰愛之暗通。48-14(23）

【孕】

大長者之出○．篭欲恨如來。48-3(22）

【幼】

[幼少］

○○失雨眼。十餘而隔二恩。27-14(6)

[幼日｝

昔○○童子之戯。聚沙施石。27-9(5)

【羊】

[羊僧］

無才無行。一○○也。34-14(12）

【羊太傅1

識○○○之絶後胤。伴槐練以高法棟。25-14(4)

[羊柱］

烏蓋暗加護持。○○適畢書蔦。32-2(10）

【容】

故螢白銀鏡出滿月之○｡研黄金爲成貫花之偶。45-6(19）

→（奮○・金○・尊○）

【志】

累日有○．萬方不疫。48-2(22）

【瑞】

[瑞桾］
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柳
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→（柳○）

【養】

○在深愈。外人不識。47-1(21）

→（供○）

【蝶】

[蝶腹］

白足青眼之輩。○○乘杯之人。32-7(10)

【暇】

I曜宿］

今日揮○○・始法華三昧。25-7(4)

【蝿】

[耀日］
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見露盤之○○．道場観之胃已開。26-13(5)

【理】

[理路］

上則増加新佛○○之末光。46-11(20)

ヨク

【抑】
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法
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者

亦
撞
亦
大
説
追
亡

○
○
○
○
○
○
○
【欲】

[欲海］

○○愛河。 流 韓 之 輩 不定。30-12(8)

→（貧○）

《よって＝冊一・ジョウ》

ー

フ

【羅】

度塔上之飛 禽 。 避 結 使之○。27-4(5)

[羅漢］

ｊ
ｊ
３
５
く
く
４
５
１
１

３
６
２
２．明證之

・
佛

請
世

應
三

口
仰

百
。

。
○

僧
○

之
之
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口

○
餘

驚
百

正
堀

→（百○○）

[羅山］

一咲再願。既是○○之菖容。46-2(20）

[羅圖］

拠○○而逃塵。比萬乘於脱羅。39-3(13）

I羅列］

財幣玉帛。斐菱○○ 。22-15(2)

→（綺○・沙○・星○・鉢○樹・優鉢○）

【綴】

【蕊襟］

○○雲衲 。 不 改 菖 日 之詔名。40－9(14）

[薙遥］

○○分味。所助者千比丘之霞億。41-13(15）

→（松○）

ライ

【來】

[來世］

皆以今日之善根。將爲○○之張本。33-14(11）

→（如○・馳○・飛○・方○・未○°無○）

ラク

【洛】

[洛川］

玄髪翠蛾。莫不○○之麗質。46-3(20）

[洛陽］

長 安 ○ ○ ． 貴 賎 上 下 。 3 2 - 4 ( 1 0 ）

【落】

[落花］

○○瓢綴之光。寧如翻袖。23-15(3)

→（一○・捺○）

【樂】
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世
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夫
從
天
何
○

ラン

【乱】

→（哀○・安○・音○・快○・歓○・伎○・極○・常

○・楚○・得○）

[凱骸］

或伏白匁而係首。或迷蒼波而○○。30-6(8)

[凱常］

南海○○之族。逆浪不閑。3缶5(8)

→（不○）

【蘭】

平素 不 能 採 ○ 依 憩 誠 。 4 8 - 1 4 ( 2 3 ）

[蘭質］

○○秋深。初備三千之列。47－1(21）

[蘭省］

草木愁色。況於○○梨園乎。44－9(18）

[蘭殿］

ｊ
ｊ
Ｏ
９
１
１
く
Ｉ
２
２
１
一
一
５

２
４

３
．
Ｏ

園
夜

兎
雪

禁
○

鶴
○

。
◎

房
朝

椒
花
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房
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椒

[蘭芽］

從其夢結○○心祈蓬矢。48-1(22）

[蘭房］

忽遇○○之永凋。酷嘆善苗之不熟。40-8(14）

→（孟○・景○）

【鴬】
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[鴬歌］

鳳舞○ ○．錐乖去年之聖慮。4'8(14）

[鴛鳳1

率 ○ ○之群。代鷲雀之賀。26-15(5)

リ

【李】

[李夫人］

昔○○○之反魂。尚可努方士。48-3(22）

【利】

[利益］
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普
[利衆生］

腐塔 功能。遥分○○○之月影。24-5(3)

[利生｝

四十年中。○○之願不遂。40-2(14）

他方○○之化相催。豈留中有之風。52-15(27）

[利他］

以先彼後我之思爲思。以○○忘己之情爲情。32-3(10）

→（舎○・勝○・名○）

【梨】

[梨園］

草木愁色 。 況 於 蘭 省 ○○乎。44-9(18）

→（桃○・頗○）

【理】
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是
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[理世］

現世則天下太平。○○安樂之樂。27-6(5)

計其御寓。則過孝文皇帝○○之年。44-5(18）

→（常○・政○・整○）

【雛】

[離苦］

断悪修善。○○得 樂。28-10(6)

[離垢］

精鯉菟魂。浴法雨而○○。27-8(5)

→（相○）

【雛】

[離花］

月淺露結之朝。折○○以供佛界。31-6(9)

→（憧○）

ﾘキ

【力】
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→（威○・合○・衆○・信○・神○・努○）

《リク＝六→ロク》

リユ

【柳】

ウ

[柳眼］

○○無情。空添啼粧於池堤之暮雨。42-11(16）

[柳腰】

遠近遺恨。不見春洞連快之○○。40-10(14）

一・（垂○・翠○）

【流】
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[流傅］

造塔善根。○○貝葉。23-12(3)

[流布］
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【旗】

{旋展］

是以鶴板頻馳。延講席於○○之南面。52-9(27）

【瑠】

[瑠璃］

－

七匝香煙。○○之雲成蓋。33-11(11）
■■■■■■

→（紺○○）

【龍】

[龍關］

敬奉勝○○之不返。兼復供鴫塔之新成。40-9(14）

[龍象］
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I龍女］
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之

○
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○
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昔
法

[龍蹟］

如履虎尾。如撫○○。24-14(4)

[龍胎］

少陽之宮。○○勘延年之術。32-12(10）

[龍頭］

○○畿首之舟。棹穿秋水 。3 2- 9( 10 ）

-，（冗○・毒○・法○池）

リヨ

【侶】

今弟子之誠子孫也。不如桑門之○。31-6(9)

→（法○・暉○）

【旅】

[旅魂］

弟子欲訪○○而未由。故圖金人以爲使。48-4(22）

リョウ

【良】

[良因］
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{良家］

虚虚訪名。普課○○之総卯。40-7(14）

【雨】

[雨眼］

幼少失○○・十餘隔二恩。27-14(6)

[雨足］

今敬提河之滅度二千年。螢紫磨金而穫○○。33-9(11）

リン

【林】

功徳成○･普開悪花於四生之意樹。45-11(19）

[林花］

○○縄珪。 盈 袖 而 散。49-9(23）

[林中｝

此山之○○．縦有枯株依造塔力可榮。27-5(5)

→（鶴○・沙羅○・禰○・饗○・稠○）

【藻】

[凍性］

慈悲○○．佛法刻心。42-5(16）

柔和○○．碗順在心。5，1(24）

【輪】

芥城縦蓋。不退之○ 長 韓 。 2 6 - 3 ( 4 )

[輪廻］

燕 肝越 鱈。 ○○ 之郷 無期 。3 い1 2( 8)

下則解脱群生○○之苦縁。46-12(20)

→（金○・苦○・月○・法○・妙○・韓○）

【隣】

劫石 錐○ ．願 主之 印不 刺。 26 -2 (4 )

【臨】

今○末法少智行人之時。零堪失若斯人之悲。52-11(27）

[臨期］

四十九之悪業。國母○○。4酢5(14）

[臨幸］

今上毎春○○之地。篭路之草初繁。42-10(16)

[臨終］

思其昇霞。亦同南岳大師○○之日。44-5(18）

公主○○之間。西面惣几。46-9(20）

→（降○）

【鱗】

[鱗水］

臣等鶴林雲歸。○○義絶。41-14(15）
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佛
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[涙川］

更防○○．智破溢而難留。46~15(21）

錐知苦海之常理。還迷○○之難留。50-1(24)

[涙泉］

於戯。此間吾等。縦況至哀之○○。43－8(17）

[涙浪］

尼連揮河之水音。空咽賊提之○○。52-4(27）

【累】

→（感○・揮○・催○・新○・染○・涕○・悲○・別

○・老○）

[累日］

半 行半坐。○○累年。24-1(3)

○○有差。萬方不疫。48-2(22）
■■■■■■
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[累徳］

其積功○○．致誠専心者。34-5(12）

[累年］

半行半坐。累日○○。24-1(3)

[累葉］

差承 ○○之慶。浴皇華 之恩。24-12(4)

【桑】

[繁繁］

古塚○○．幽漣寂々。24-10(4)

○ ○ 墳 墓之縁邊。新建寺院。26-7(5)

レイ

【伶】

[伶倫］

是故別命○○．整理音樂。23-15(3)

【勵】

[勵行］

至干繍素男女。各皆輸誠○○。44-2(18）

【嶺】

[嶺猿】

法音不聞。 只 聞 溪 鳥○○。24-11(4)

→（鷲○・雪○）

【齢】
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[齢傾］

堂上有○○之老母。泣後事於松門之煙。52-6(27）

[齢逼］

況雪髪○○．黄壌期催。31-2(9)

→（延○・少○・暮○）

【麗】

[麗質］

玄賓翠蛾。莫不洛川之○○。46-3(20）

【霞】

[霞呪］

欲歸故郷之期。今不幾。神明願賜○○。23-7(2)

[霊山］

前白○○淨土繰迦尊言。24-8(4)

我等不圖。今日奉見○○騨迦。33-12(11）

{遜鷲山］

疑是○○○之乘五色雲以飛來歎。25-12(4)

雲衲霞 快。或來自○○○之蹴。27-1(5)

[鍾社］

莊巌熱田之○○．流布般若之教文。22-14(2)

→（菟○・聖○・精○・先○・尊○・幽○）

レキ

【歴】

[歴劫］

報是一心。錐○○錐改生何忘。48-13(23）

レツ

【列】

蘭質秋深。初備三千之○。47-2(21）

一・（羅○）

レン

【連】

[連快］

遠近遺恨。不見春洞○○之柳腰。40-10(14）

一・（熈○河・尼○輝河）

【医】

[匝香］

○○ 已 在 。 薫 印 而 境 。 4 9 - 1 0 ( 2 3 ）
一

【憐】

{憐懲］

可以○○．可以相迎。34-8(12）

【蓮】
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之
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秋

噸
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今

[蓮眼］

佛則在世之時。○○早發。39-3(13）

[蓮華世界］

○○○○之鳥。蔚妙法之音。29-9(7)

[蓮座］

以此香縁。奉錺彼○○。41-14(15）

[蓮臺］
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→（大寳○・白○・妙法○）

【篭】

[篭路］

今上毎春臨幸之地。○○之草春繁。42-10(16）

→（花○・翠○・興○）

【簾】

[簾帷］

○○ 不改 。幡 蓋惟 新。 51 -1 3( 26 ）

[簾前］

蒻翠○○．花枝添感古之色。45-7(19）
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【懇】

四海皆○仁恩。最深者渭陽鳴咽之曉浪。44-4(18）

{感恩］

慈海已蜴。共溺○○之涕川。40-4(14)

仰而○○者。寧非丹堤之蕊臣。42-9(16）

[懸古］

蒻翠簾前。花枝添○○之色。45-8(19）

燭作燈下伴影之身。楢添窓中○○之恨。50－4(24）

[懲慕】

菩提之錺忽成。所加只四衆○○之新涙。44-8(18）

ロ

【路】

天使相望於○．醤人多壷其方。42-8(16）

登斑之○欲趣。脱去春官及第之抱。51-1(25）

→（覺○・行○・夢○・蓋○）

【慮】

[慮胡］

誹誇○○者。已千萬人。34-8(12）

【露】

ｊ
ｊ
ｊ

９
９
１

く
く
１

丑
も
Ⅸ

１
１
１

３
３
－
３３

◎

。
界

○
佛

之
供
。

晨
以
灯

沸
花
添

有
躍
○

堕
折
之

莚
・
萄

・
朝
蒼

留
之
。

不
結
雨

而
○
花

來
珪
種

夫
月
四

[露臘］

商然柳○○於三寳。兼解潮於衆人。34-11(12）

[露盤］

見○○之鰯日。道場観之宵已開。26-13(5)

【鷺】

→（花○・甘○・曉○・詞○・承○・朝○・發○）

[鷺池］

白浪咽石之岸。相同○○。32-8(10）

【鑓】

[鎧炭］

宛韓不閑。如臥○○之上。47-3(21）

ロウ

【老】

禰林戴霜。有漏之質已○。32-3(10）

悲之又悲。莫悲於○後子 。5 '1 2( 25 ）

[老翁］

豈圖北芒駕促。螢終制於○○。50-14(25）

[老沙彌］

今 ○ ○○．無便営風月之甕。22-6(1)

[老少］

錐知○○之不定。楢迷先後之相違。50-12(25）

[老身］

不聞干今仁王垂哀燐。不知又我○○忘寝食。48-5(22）

[老母］

○○在堂。行年六十。34-16(12）

堂上有齢傾之○○．泣後事於松門之煙。52-6(27）

[老涙］

痛英一夕相雛。○○巳且四十餘日。48-4(22）

→（偕○・墾○・駐○・不○）

【随】

[随巷］

有身暫退○○．有禁久在腋庭之故也。48-1(22）

【浪】

尼連輝河之水音。空咽践提之涙○。52-4(27）

→（逆○・曉○・白○）

【漏】

[漏水］

鼎湖隔雲。○○屡滴。40-4(14）

→（夜○）

【輪】

苔○雲靜。松風只一翌。50-15(25）

→（薙顛）

ロク

【六】

[六牙］

駕○○之白象。證明無葱。24-2(3)

普賢策○○而護法也。49-6(23）

[六根］

五穂○○．錐陰陽之陶冶。31-13(10）

[六日］

設○○之大會。移五時之菖儀。33-10(11）

[六種］

將若法龍池之驚○○動以涌出歎。25-13(4)

[六趣］

往返○○之衆生。思授覺蘂。2牙4(7)

菩提分種。將澗甘露於○○之身田。45-12(19）

乃至○○四生。莫不引接。48-9(22）

[六通］

材明○○・文殊能辨瑞於往昔。28-14(7)

[六度］

曇元此丘之傅法水。遍廻○○之舟。32-5(10）

[六道］

以六燈佛菩薩。蓋當○○実。28－7(6)

分此一心。繍於○○。30-8(8)

是以爲四恩○○成佛得果故。31-14(10）

凡廠○○親疎。四生大小。41-15(15）

[六百】

恭堀○○高僧之龍象。將歸十六大會之煙霞。32-7(10）

-．（十○・丈○）



【鹿】

[鹿苑］

抑 説法有隣。何野非○○。 40 -6 (1 4）

ワ

【和】

[和合］

可 謂天地○○．風雨 不 運 。 2 5 - 8 ( 4 )

[和鳴］

千花開 識之候。百鳥○○之時。29-7(7)

→（清○）

ワイ

【磯】

筍有 潔 信。演汗之水非○。22-15(2)
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補
哩
逼

<爲一讐～爲一警〉

爲除憂苦。醤之天上莫耆之藥。
－

爲滿求願。

－

醤之海中如 意之珠。23-2(2)
－－

<或～或〉

雲衲霞快。或來自躍鷲山之顕。
_
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<何～何〉

何疑哉。何疑哉。 48-9(22）
－－

<何一能~何一能〉

何謀能救。想白毫之照明。

何善能通。仰白牛之引導。29-5(7)

<何一非～何一非（無)〉

禽獣魚虫。何物非流鱒之父母。
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<假使～定是〉
－

娑婆假使出鳩鴫之城弾右指。

眞如定如把孔雀之尾掃宮塙。40-9(14）

<過於一先於〉

過於熈連河之苦行一年。輝定水靜。

先於沙羅林之浬藥三日。應化月空。42-9(16）

<豈若～豈若〉

九重之居非不貴也。豈若姑射之幽閑。

四海之家未作貧也。豈若眞如之寂靜。41-6(15）

<豈唯～蒙復〉

豈唯果報之殊勝乎。兼復道場之莊嚴也。23-12(3)
－ －

<疑是～將若〉

疑是霊鴬山之乘五色雲以飛來歎。
－

將若法龍池之驚六種動以涌出歎。25-12(4)
－

<更一還〉

刹那之榮花。更愛枯木。

須爽之歓樂。還爲苦縁。29-3(7)

<更～復〉

蘇服防風之外。更企何謀。

麻喰送日之中。復施何力。32-4(10）

<若不一何必～若不一何必〉

若不奉侍調於我后。何必質朴之愚者得爲州刺史。
－■■■■■■■■■■

若不殖善根於此地。何必閑素之儒者得書大般若。22-12(2)
－■■■■■■■■■■

<若是一將亦＞

若是從地涌出獣。穿雲而出鍬。將亦自天飛來歎。26-12(5)
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ －

<若－忽一若一永〉

若住暫含之花色。常樂風吹忽令開敷。

若有未明之月輪。餘習雲散永令圓滿。46-10(20)

<若比～若比〉

若比弟子之合掌。彼一落不再開。

若比弟子之至心。此遠運可普供。49-10(23）

<縦～定〉

縦坑至哀之涙泉。佗界衆生定飲大悲之乳海。
■■■■■■－

娑婆遺哀。縦屑千行於眼下。

43-8(17）

眞如新錺。定現萬字於冑前。45-10(19）

<縦一何～縦一何〉
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<如一如〉

一 一

27-4(5)

如履虎尾。如撫龍鬚。24-13(4)
－ －

<如一似〉

如遇過去之二親。振肝葉而歓喜。

似對優雲之一現。合掌花而薫修。26-14(5)

宛斡不閑。如臥鐘炭之上。

迷惑失擦。似入重霧之中。47-3(21）

<錐一定〉

臥雲之後。錐謙一乘佛子之名。

昇霞以来。定到無上法王之位。42-12(16）

<錐～猶〉
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q■■■■■q■■■■■

四恩之不同。錐知凡聖之相隔。

一心之難忍。猶迷哀働之自然者也。52－4(27）

<相同～宛如〉

白浪咽石之岸。相同鷲池。

青草敷煙之堤。宛如鷲嶺。32-8(10)

<莫一於〉

當國之事。莫先於大般若會。22-12(2)

悲之又悲。莫悲於老後子。

恨而更恨。莫恨於少先親。5俳12(25）

<半是一半是〉

半是爲菩提。半是爲現世。27-2(5)
－1■■■■■■■■■■■

<非唯～蒙爲〉

非唯果報之殊勝。兼爲佛庭之莊綴。26-11(5)
q■■■■■■■■■■■－

<不一只～不一只〉

佛儀不見。只見春花秋月。
－－
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法音不聞。只聞溪鳥嶺猿。24-11(4)
q■■■■■■■■■■■■

<不能一不能〉

不能供養此經。亦不能遂任秩。22-11(2)
－ －

<迷一如〉

涕涙流而無從。迷倒雲漢於眼下。

心肝屠而不靜。如呑風胡於胸中。52-5(27）

<猫～況＞

彼一句半偶之功能。佛楢難葬數。
一

況八萬十二之校量。誰敢知淺深。41-11(15）
一
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況於凡身乎。況於下界乎。46-1(20）
1■■■■■■1■■■■■■


